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第６章  舗 装 工 

 

第１節  一般舗装工 

6-1-1 一般事項（仕 P3-105 3-8-1） 

１ 適用工種 

２ 下層路盤の築造工法 

３ 上層路盤の築造工法 

４ 有害物の除去 

５  異常時の処置 

６ 路肩舗装 

７ マウントアップ歩道 

８ アスファルト混合物 

９ 消火栓及び各弁室の鉄蓋、人孔、縁石等の舗装と接触する部分は、あらかじめ入念

に清掃する。 

10 既設舗装の切断面を整正し、清掃する。 

11  弁栓類の鉄蓋には、乳剤等で汚さないような措置を講ずる。 

12  弁栓類の鉄蓋の高さは路面より数ミリ程度高めに調整を行い、鉄蓋上に砂、水が溜

らないようにする。 

※１～８ 愛知県標準仕様書に準拠 

 

 6-1-2 アスファルト舗装の材料（仕 P3-106 3-8-2） 

１ 使用材料の種類及び品質 

２ 試験結果の提出 

３ 試験成績書の提出 

４ 品質証明資料の提出 

５ 小規模工事の試験成績書 

６ 小規模工事の骨材試験 

７ セメント安定処理・石灰安定処理に使用する骨材の最大粒径 

８ セメント安定処理・石灰安定処理に使用する骨材の規格 

９ 加熱アスファルト安定処理に使用する骨材 

10 安定処理に使用する骨材の規格 

11 下層路盤の材料規格 

12 上層路盤の材料規格 

13 上層路盤の石油アスファルトの規格 

14 アスファルト安定処理の材料規格 

15 使用する水 

16 再生アスファルトの規格 

17 適用規定（再生アスファルト（１）） 

18 適用規格（再生アスファルト（２）） 

19 剥離防止対策 

20 基層及び表層に使用する骨材 

21 基層及び表層に使用する細骨材 

22 基層及び表層に使用するフィラー 

23 適用規定（加熱アスファルト） 

24 マーシャル安定度試験 

25 混合物の種類とアスファルト量 
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26 プライムコート用石油アスファルト乳剤 

27 タックコート用石油アスファルト乳剤 

※１～２７ 愛知県標準仕様書準拠 

 

 6-1-3 コンクリート舗装の材料（仕 P3-115 3-8-3） 

１ 一般事項 

２ 適用規定 

３ コンクリートの強度 

４ 転圧コンクリート舗装 

  ※１～４ 愛知県標準仕様書準拠 

 

 6-1-4 舗装準備工（仕 P3-115 3-8-4） 

 １ 一般事項 

 ２ 異常時の処置 

 ３ 防水層施工の禁止期間 

  ※１～３ 愛知県標準仕様書に準拠 

 

 6-1-5 アスファルト舗装工（仕 P3-115 3-8-5） 

 １ 粒状路盤の施工 

 ２ 路盤の仕上り厚が２層以上になる場合の施工 

 ３ 粒状路盤におけるタンパ・振動ローラ等による締固め 

 ４ 下層路盤の規定 

 ５ 上層路盤の規定 

 ６ セメント及び石灰安定処理の規定 

 ７ 加熱アスファルト安定処理の規定 

 ８ 基層及び表層の規定 

 ９ 交通解放時の舗装表面温度 

  ※１～９ 愛知県標準仕様書に準拠  

 

6-1-6 コンクリート舗装工（仕 P3-121 3-8-6） 

 １ 下層路盤の規定 

 ２ 上層路盤の規定 

 ３ セメント及び石灰安定処理の規定 

 ４ 加熱アスファルト安定処理の規定 

 ５ アスファルト中間層の規定 

 ６ コンクリートの配合基準 

 ７ 材料の質量計量誤差 

 ８ コンクリート舗装の規定 

９ コンクリート舗装の敷均し、締固め規定 

10 コンクリート舗装の金網設置の規定 

11 コンクリート舗装の表面仕上げ規定 

12 コンクリート舗装のコンクリート養生の規定 

13 転圧コンクリート舗装の規定 

14 コンクリート舗装目地の規定 

15 転圧コンクリート舗装の目地 

  ※１～１５ 愛知県標準仕様書に準拠  
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 6-1-7 半たわみ性舗装工（仕 P7-19 2-3-6） 

 １ 改質アスファルト 

 ２ 半たわみ性舗装の施工 

 ３ 浸透性ミルクの使用量 

 ４ 適用規定 

  ※１～４ 愛知県標準仕様書に準拠  

 

 6-1-8 排水性舗装工（仕 P7-19 2-3-7） 

 １ 適用規定（１） 

 ２ 適用規定（２） 

 ３ バインダ（アスファルト）の標準的性能 

 ４ タックコートに用いる瀝青材 

 ５ ポーラアスファルト混合物の配合 

 ６ 混合時間 

 ７ 施工方法 

 ８ 施工工程 

  ※１～８ 愛知県標準仕様書に準拠  

 

 6-1-9 透水性舗装工（仕 P7-22 2-3-8） 

 １ 透水性舗装工の施工 

 ２ ポーラスアスファルト混合物の配合 

 ３ 歩道用透水性アスファルト混合物の配合 

  ※１～３ 愛知県標準仕様書に準拠  

 

 6-1-10 薄層カラー舗装工（仕 P3-131 3-8-7） 

 １ 施工前準備 

 ２ 異常時の処置 

 ３ 薄層カラー舗装の規定 

 ４ 使用機械汚れの除去 

  ※１～４ 愛知県標準仕様書に準拠 

 

 6-1-11 ブロック舗装工（仕 P3-131 3-8-8） 

１ 適用規定 

 ２ ブロック舗装の施工 

 ３ 端末部及び曲線部の処置 

 ４ ブロック舗装工の規定 

 ５ 目地材、サンドクッション材 

 ６ 路盤の転圧 

 ７ インターロッキングブロックの規格 

 ８ ブロックの色彩・パターン 

  ※１～８ 愛知県標準仕様書に準拠 

 

 6-1-12 路面切削工（仕 P7-133 13-4-3） 

１ 現地の計測 

 ２ 現地測量による方法  

  ※１～２ 愛知県標準仕様書に準拠 
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 6-1-13 切削オーバーレイ工（仕 P7-134 13-4-5） 

１ 適用規定 

 ２ 切削面の整備 

 ３ 舗設 

  ※１～３ 愛知県標準仕様書に準拠 

 

6-1-14 舗装途中の段差（仕 P7-168 第 15 章 第 4 節 舗装工 15-4-1 一般事項） 

１ 適用工種 

２ 段差の処理 

（１） 縦断段差 

（２） 横断段差 

（３） 支道摺付・路肩摺付 

３ 摺付 

４ 施工計画書において、現場の条件を反映した具体的な施工方法を記載すること。 

５ 請負業者は、施工計画書の記載内容（本仕様書P9-19）を遵守するとともに、現場に

即した端部摺付施工を行うこと。 

  ※１～３ 愛知県標準仕様書に準拠 

 

第２節  歩道舗装工 

6-2-1 車両の出入口部分の舗装 

１ 舗装は、第1節に準じて施工する。 

２ 車道との摺付部分は、周囲の状況に合わせて勾配を付ける。また、歩車道境界ブロ

ック及び摺付の隅角部は段差を付けず適当な勾配により調整する。 

 

6-2-2 歩道の巻込み部に接する歩道舗装 

１ 歩道幅員が狭い場合は、現況に応じ、巻込み部の歩道止石全部を切り下げる。 

２ 切下げは、その平坦部が植樹桝等の路上施設帯に入らない限り車道寄りに設置する。 

３ 切下げ平坦部の歩道止石等の天端高は、車道面から滑らかに摺付ける。また、平坦

部の長さは1.5ｍ程度を標準とする。 

４ マウントアップ歩道の摺付舗装は、摺付勾配を５％以下とし、滑らかに仕上げなけ

ればならない。なお、沿道の状況によりやむを得ない場合は８％以下とする。（仕

P3-106） 

 

6-2-3 横断歩道部及び中央分離帯等に接する歩道舗装 

１ 横断歩道部及び中央分離帯等は、周囲の状況に応じて横断歩道全幅にわたり切り下

げる。 

２ 切下げ平坦部の歩車道、境界石天端高は、車道面と滑らかにすり付ける。 

３ 歩道内の摺付舗装は、本節6-2-1 の２に準じて施工する。 

４ 中央分離帯等の横断歩道部は全部を一様に切下げ、摺付は行わない。 
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第３節  区画線工（仕 P3-59 3-3-10） 

6-3-1 区画線工 

１ 一般事項 

２ 仮区画線 

３ 修繕工事等における路面切削または基層・中間層の舗設等に設置する仮区画線 

４ 区画線施工前の打合せ 

５ 路面への作図 

６ 区画線施工の接着 

７ 区画線施工と気温 

８ 塗料溶解槽の温度 

９ ガラスビーズの散布 

10 区画線の消去 

11 既設区画線の消去 

 ※１～11 愛知県標準仕様書に準拠 

 

 

6-3-2 区画線の規格（仕 P2-33 2-12-2） 

１ 区画線の品質規格 

２ 区画線の品質規格及び材料使用量 

３ 区画線設置の巾及び色彩 

※１～３ 愛知県標準仕様書に準拠 
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第７章  図面記号 

第１節  図面記号 
7-1-1 鋳鉄管継手 

名 称 記 号 名 称 記 号 

Ｇ Ｘ 形 継 手 
 

Ｇ Ｘ 形 ラ イ ナ 
 

Ｇ Ｘ 形  Ｇ-Ｌink 
 

Ｇ Ｘ 形  Ｐ-Ｌink 
 

Ｎ Ｓ 形 継 手 
 

Ｓ Ⅱ 形 押 輪 
 

Ｎ Ｓ 形 ラ イ ナ 
 

Ｓ Ⅱ 形 ラ イ ナ 
 

Ｎ Ｓ 形 特 殊 割 押 輪 
 

Ｓ Ⅱ 形 継 輪 

( 特 殊 工 法 )  

Ｋ 形 普 通 押 輪 
 

Ａ 形 普 通 押 輪 
 

Ｋ 形 特 殊 押 輪 
 

Ａ 形 特 殊 押 輪 
 

Ｓ 形 押 輪 
 

Ｇ Ｆ 形 フ ラ ン ジ 
 

Ｋ Ｆ 形 押 輪 
 

Ｒ Ｆ 形 フ ラ ン ジ 
 

異 種 管 継 手 

（ドレッサー）  
フランジ補強金具 
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7-1-2 ダクタイル鋳鉄管（ＤＩＧ） 

名 称 記 号 名 称 記 号 

二 受 Ｔ 字 管 
 

挿 し 受 片 落 管 
 

受 挿 し 片 落 管 
 

継 輪 
 

曲 管 （ 片 受 け ） 
  

乙 字 管 （ 片 受 け ） 

 

曲 管 （ 両 受 け ） 

  

フ ラ ン ジ 付 Ｔ 字 管 

（ＧＦ形）  

フ ラ ン ジ 短 管 

ＧＦ×ＲＦ  

短 管 １ 号 

（ＧＦ形）  

短 管 ２ 号 

（ＧＦ形）  

管     帽 
 

両 受 短 管 
 

栓 
 

排 水 Ｔ 字 管 

 

   注．短管１号、短管２号及び栓はＪＷＷＡ、ＪＤＰＡ規格には含まれない。 

 

7-1-3 ダクタイル鋳鉄管（ＤＩＮ） 

名 称 記 号 名 称 記 号 

三 受 十 字 管 
 

二 受 Ｔ 字 管 
 

受 挿 し 片 落 管 
 

挿 し 受 片 落 管 
 

曲 管 （ 片 受 け ） 
 

乙 字 管 （ 片 受 け ） 
 

  

フ ラ ン ジ 付 Ｔ 字 管 

（ＧＦ形）  
継 輪 

 

短 管 １ 号 

（ＧＦ形）  

短 管 ２ 号 

（ＧＦ形）  

管     帽 
 

栓 
 

フ ラ ン ジ 短 管 

ＧＦ×ＲＦ  
排 水 Ｔ 字 管 
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7-1-4 弁栓類 

名 称 記 号 名 称 記 号 

青銅製ソフトシール仕切弁 

（φ３０～５０） 

 

単 口 消 火 栓 
 

青 銅 製 仕 切 弁 

（ 仮 設 用 ） 
単 口 空 気 弁 

 

ソフトシール仕切弁 

（ＧＸ形両受口型）  

空 気 弁 付 消 火 栓 

空気弁内臓型消火栓  

ソフトシール仕切弁 

（ＮＳ形両受口型）  
２ 弁 式 消 火 栓 

 

ソフトシール仕切弁 

（フランジ形）  
双 口 空 気 弁 

 

仕 切 弁 

（ メ タ ル タ ッ チ ）  

水 道 用 補 修 弁 

ＧＦ×ＲＦ  

ソフトシール仕切弁 

（ＰＥ挿し口付 融着）  
減 圧 弁 

 

ソフトシール仕切弁 

（ Ｋ － 受 挿 し 形 ）  
逆 止 弁 

 

ソフトシール仕切弁 

（ Ｓ Ⅱ 形 ）  
サ ド ル 分 水 栓 

 

不 断 水 仕 切 弁 
 

副 弁 付 止 水 栓 
 

バ タ フ ラ イ 弁 
 

甲 止 水 栓 
 

耐震 NS 形両受口型 

バタフライ弁  
乙 止 水 栓 

 

伸縮可とう管（Ｗ形） 
 

オフセットマーカー  

フ レ キ シ ブ ル 管 
 

耐震型割Ｔ字管 

分岐部挿し口  

割 Ｔ 字 管 
 

耐震型割Ｔ字管 

分岐部Ｋ形受け口  

耐震型割Ｔ字管 

分岐部ＮＳ形受け口  
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 7-1-5 水道配水用ポリエチレン管（ＨＰＰ） 

名 称 記 号 名 称 記 号 

受 口 無 し 直 管 

（融着）  

Ｆ付きＥＦ両受チーズ 

（融着）ＧＦ形  

Ｅ Ｆ 片 受 直 管 

（融着）  

キ ャ ッ プ 

（融着）  

レ デ ュ ー サ ー 

（融着）  

Ｅ Ｆ キ ャ ッ プ 

（融着）  

ＥＦ片受レデューサー 

（融着）  

フ ラ ン ジ 短 管 １ 号 

（融着）ＧＦ形  

チ ー ズ 

（融着）  

フ ラ ン ジ 短 管 ２ 号 

（融着）ＧＦ形  

Ｅ Ｆ 両 受 チ ー ズ 

（融着）  

ＰＥ挿し口付鋳鉄製 

Ｔ字管（融着）ＧＦ形  

ベ ン ド 

(融着) 

 

回 転 型 オ ネ ジ 継 手 

（融着）  

 

変 換 ソ ケ ッ ト 

（金属継手）  

Ｅ Ｆ 片 受 ベ ン ド 

（融着） 

 

異種管継手（融着） 

ＧＸ挿口×HPP 挿口  

 

異種管継手（融着） 

ＮＳ挿口×HPP 挿口  

Ｅ Ｆ 両 受 ベ ン ド 

（融着） 

 

異種管継手（融着） 

Ｋ挿口×HPP 挿口  

 

異種管継手（融着） 

塩ビ受口×HPP 挿口  

Ｓ ベ ン ド 

（融着） 

 

鋳 鉄 製 ジ ョ イ ン ト 

（ＨＰＰ用）  

 

鋳 鉄 製 フ ラ ン ジ 

短管１号（ＨＰＰ用）  

Ｅ Ｆ 片 受 Ｓ ベ ン ド 

（融着） 

 

鋳 鉄 製 チ ー ズ 

（ＨＰＰ用）  

 

鋳 鉄 製 Ｆ 付 チ ー ズ 

（ＨＰＰ用）  

Ｅ Ｆ 両 受 Ｓ ベ ン ド 

（融着） 

 

鋳 鉄 製 管 帽 

（ＨＰＰ用）  

 

フ ク ロ ジ ョ イ ン ト 

（ＨＰＰ用）  

Ｅ Ｆ ソ ケ ッ ト 

（融着）  
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7-1-6 塩化ビニル管（ＨＩＲ・ＨＩＶ） 

名 称 記 号 名 称 記 号 

Ｒ Ｒ 継 手 
 

Ｈ Ｉ ソ ケ ッ ト 
 

離 脱 防 止 内 蔵 型 

ソ ケ ッ ト  
ＨＩ径違いソケット 

 

離 脱 防 止 内 蔵 型 

片 落 管  受 挿 し  
Ｈ Ｉ チ ー ズ 

 

離 脱 防 止 内 蔵 型 

ベ ン ド  
Ｈ Ｉ エ ル ボ  

離 脱 防 止 内 蔵 型 

片フランジ鋳鉄短管  
Ｈ Ｉ ベ ン ド 

 

離 脱 防 止 内 蔵 型 

鋳 鉄 製 チ ー ズ 
 

Ｈ Ｉ キ ャ ッ プ  

離 脱 防 止 金 具 

ド レ ッ サ ー 型  
ＨＩバルブソケット 

 

離 脱 防 止 内 蔵 型 

キ ャ ッ プ  
Ｍ Ｃ ユ ニ オ ン 
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7-1-7 鋼管（ＳＧＰ）・ポリエチレン管（ＰＥＰ） 

名 称 記 号 名 称 記 号 

鋼 管 用 ソ ケ ッ ト 
 

ユ ニ オ ン 
 

鋼 管 用 径 違 い 

ソ ケ ッ ト  
自 在 Ｐ Ｇ ユ ニ オ ン 

 

鋼 管 用 チ ー ズ 
 

立 ち 上 が り 
 

鋼 管 用 エ ル ボ 
 

小 口 径 管 継 手 

ソケット（HILA 式）  

鋼 管 用 ニ ッ プ ル 

 

小 口 径 管 継 手 

エルボ（ HILA 式） 
 

鋼 管 用 ブ ッ シ ン グ 
 

小 口 径 管 継 手 

チーズ（ HILA 式）  

鋼 管 用 プ ラ グ 
 

お す ア ダ プ タ ー 

（HILA 式）  

鋼 管 用 キ ャ ッ プ 
 

め す ア ダ プ タ ー 

（HILA 式）  

鋼 管 用 ク ロ ス 
 

ポ リ エ チ レ ン 管 用 

ソケット  

ポ リ エ チ レ ン 管 用 

チーズ 
 

ポ リ エ チ レ ン 管 用 

ベンド 
 

ポ リ エ チ レ ン 管 用 

エルボ 
 

ポリエチレン管用 

ﾜﾝﾀｯﾁ継手 P×オネジ  
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7-1-8 平面図の一般記号 

名 称 記 号 名 称 記 号 

口 径 変 化 点 
 

交 差 （ ク ロ ス ） 
 

上 越 
 

下 越 
 

排 水 設 備 
 

推 進 
 

減 圧 弁 
 

施 工 起 終 点 
 

φ３０～５０仕切弁 
 

メタルタッチ仕切弁 

φ75 以上  

ソフトシール仕切弁 

φ５０以上  
管末 

 

 

 

7-1-9 管類表示 

名 称 記 号 名 称 記 号 名 称 記 号 

ダクタイル鋳鉄管 

ＧＸ形  DIP-GX 
ＤＩＧ 

塩化ビニル管 

VP 
Ｖ Ｐ 

硬質塩化ビニルライニング鋼管 

 SGP-VB・VLP 
ＳＧＰ 

ダクタイル鋳鉄管 

ＮＳ形  DIP-NS 
ＤＩＮ 

耐衝撃性硬質塩化ビニル管 

HI-VP 
ＨＩＶ 

ステンレス鋼管 

SUS 
ＳＵＳ 

ダクタイル鋳鉄管 

Ｓ形  DIP-S  DIP-KF 
ＤＩＳ 

ゴム輪形耐衝撃性硬質塩化ビニル管 

HI-RR 
ＨＩＲ 

繊維補強ポリエチレン管 

FPP 
ＦＰＰ 

ダクタイル鋳鉄管 

Ｋ形     DIP-K 
ＤＩＫ 

ポリエチレン二層管 

PEP 
ＰＥＰ 

保温保冷材付繊維補強ポリエチレン管 

KFP 
ＫＦＰ 

ダクタイル鋳鉄管 

ＳⅡ形   DIP-SⅡ 
ＤＩＳ 石  綿  管 ＡＣＰ 

水道配水用ポリエチレン管（融着） 

HPPE 
ＨＰＰ 

ダクタイル鋳鉄管 

Ａ形（内面エポキシ） 
ＤＩＥ 鋳  鉄  管 ＣＩＰ 

 
 

ダクタイル鋳鉄管 

Ａ形（内面モルタル） 
ＤＩＰ 

ポリエチレン粉体ライニング鋼管 

SGP-PB 
ＳＧＰ   

 



 7-8 

7-1-10 呼 び 径 

呼 び 径 記 号 呼 び 径 記 号 

２５  ２５０  

３０  ３００ 
 

４０  ３５０ 
 

５０  ４００ 
 

７５  ４５０ 
 

１００  ５００ 
 

１２５  ６００ 
 

１５０  ７００  

２００  ８００ 
 

 

 

7-1-11 占用物件その他記号 

名 称 記 号 名 称 記 号 

電 気 電 柱 
 

電 気 人 孔 
 

電 話 電 柱 
 

電 話 人 孔 
 

信 号 機 電 柱 
 

ガ ス ピ ッ ト 
 

電 気 ケ ー ブ ル 
 

下 水 人 孔 
 

電 話 ケ ー ブ ル 
 

水 準 点 
 

ガ ス 管 
 

仮 基 準 点 
 

下 水 道 管 
 

用 地 杭 
 

工 業 用 水 
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7-1-12 標識シート色区分 

名 称 色 別 名 称 色 別 

上 水 道 青 ガ ス 緑 

工 業 用 水 道 白 Ｎ Ｔ Ｔ オレンジ 

下 水 道 茶 電 気 赤 
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第２節 接続標準図 
 7-2-1 既設管への接続（ＧＸ形管） 

  ＧＸ形直管や異形管、ライナなどの接合の組合せの種類をまとめた接合パターンを表16に示す。Ｇ

Ｘ形で構築される管路はこれらの接合パターンを組み合わせて接合される。 

  既設管を切断することが可能な場合は、表17に示す方法で接続する。なお図中の継ぎ輪は両受短管

でも同様に接合可能である（異形管との接続は両受短管のみ可能）。 

既設管との接続において、既設管の挿し口および受口を切断せずに接続する場合の例を表30～33

（表31はＫ型φ400㎜との接合方法のため省略）に示す。 
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 7-12 

 

 



 7-13 

 



 7-14 
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7-2-2 ＤＩＮへの接続 

鋳鉄管挿し口の場合 

  

鋳鉄管受け口の場合 

 

 

鋳鉄管挿し口の場合 

 

鋳鉄管受け口の場合 

 

鋳鉄管挿し口の場合 

 

塩ビ管挿し口の場合 

 

 

 

 7-2-3 ＨＰＰへの接続 

鋳鉄管挿し口の場合 

 

 

 

鋳鉄管受け口の場合 

 

 

 

塩ビ管挿し口の場合 

 

鋳鉄管挿し口の場合（止水できない場合） 

 

塩ビ管挿し口の場合（止水できない場合） 

 

ポリエチレン管の場合 
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7-2-4 塩ビ管、ポリ管の接続 

塩ビ管と塩ビ管の場合 

   ＨＩＲ、ＨＩＶ    ＨＩＲ 

 
ＲＲゴム輪接続 

 

 

   ＨＩＲ、ＨＩＶ    ＨＩＲ 

 

小口径管継手ソケット（HILA 式） Ｖ×Ｖ 

 

ポリエチレン管とポリエチレン管 

     ＰＥＰ      ＰＥＰ 

 
ポリエチレン管用ソケット 

 

 

   ＰＥＰ     ＰＥＰ 

 

小口径管継手ソケット（HILA 式） Ｐ×Ｐ 

ポリエチレン管と塩ビ管 

   ＰＥＰ   ＨＩＲ、ＨＩＶ 

 

小口径管継手ソケット（HILA 式） Ｐ×Ｖ 

 

ポリエチレン管と鋼管 

   ＰＥＰ    ＳＧＰ 

 

小口径管継手ソケット（HILA 式） Ｐ×Ｇ 

 

 

 

 

 

7-2-5 仕切弁の接続 

仕切弁（ＧＸ形両受口型）の場合 

   ＤＩＧφ７５～４００㎜ 

 

仕切弁（ＮＳ形両受口型）の場合 

   ＤＩＮφ３５０～４００㎜ 

 

仕切弁（フランジ型）の場合 

   ＤＩＧφ７５～４００㎜ 

 

   ＤＩＮφ７５～４００㎜ 

 

仕切弁（ＰＥ挿し口付）の場合 

  ＨＰＰφ５０～１５０㎜ 

 

バタフライ弁（フランジ型）の場合 

   ＤＩＮφ４５０㎜以上 

 

仕切弁（青銅製）の場合 

ＰＥＰφ３０～５０㎜ 

 

バタフライ弁（ＮＳ形両受口型）の場合 

   ＤＩＮφ５００～８００㎜ 
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 7-2-6 配管例 

 

配管例① Ｐ-Link を使用した場合 
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配管例② Ｐ-Link を使用しない場合 
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配管例③ ＨＰＰ管の布設 

 

既設管φ75 ㎜以上からの分岐 

 

① 既設管が非耐震管（A・K形）の場合 

【分岐口径φ50 ㎜】 

 

 

 

 

【分岐口径φ75～150 ㎜】 

 

 

 

② 既設管が耐震管（S・SⅡ・NS・GX 形）の場合 

【分岐口径φ50 ㎜】 

 

※ 大成機工の耐震型割 T 字管は分岐部でφ75×50 の異径継手があり、レヂューサ不要 

 

 

【分岐口径φ75～150 ㎜】 
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既設管φ50 ㎜（VP・HPP）からの分岐 

① 既設管塩ビ管の場合 

 

 
 

 

 

② 既設管 HPP 管の場合 
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新設管φ75 ㎜以上からの分岐 

① 新設管が GX 形管（φ75～400 ㎜）の場合 

【分岐口径φ50 ㎜】 

 

 

   
 

 

【分岐口径φ75～150 ㎜】 
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② 新設管が NS 形管（φ450 ㎜以上）の場合 

【分岐口径φ50 ㎜】 

 

 

 

 

  【分岐口径φ75～150 ㎜】 

 

 

 

 

 

③ 新設管が HPP 管の場合 

【分岐口径φ50 ㎜】 

 

 

 

 

  【分岐口径φ75～150 ㎜】 
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新設管φ50 ㎜からの分岐 

 

 

 

 

 

 

止水できない場合 ※完全止水できない場合は融着接合不可のため、鋳鉄製ジョイントで接合する。 

① 既設管が HPP 管の場合【EF ソケットで圧着箇所保護する場合】 

 

 

 

※ 圧着箇所保護に EFソケットを使用する場合には、ソケット内側の管止め用のツメを取り除き圧

着部分を可能な限り円形に復旧し、ソケットを圧着箇所まで移動させ融着を行う。 

 

 

 

 

 

② 既設管が HPP 管の場合【フクロジョイントで圧着箇所保護する場合】 

 

 

 

 

 

③ 既設管が HPP 管の場合 
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④ 既設管が塩ビ管の場合 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ 既設管が鋳鉄管の場合 

 

 

 

 

既設 PEP 管と接続する場合 

 

 
※ 既設管がφ30・40 ㎜の場合は、変換ソケットの異径を使用する。 





 

 

 

 

第８章 

 

 

設 計 寸 法 表 
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第８章  設計寸法表 

 
８-１ ダクタイル鋳鉄管ＧＸ形 
 
① ＧＸ形直管  Ｓ種        ② ＧＸ形短管１号・２号 

                    注．ＪＷＷＡおよびＪＤＰＡ規格外 
 
 

                 
 
 

 
単位：ｍ                単位：ｍ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

③仕切弁 
 

ＧＸ形両受ソフトシール                  単位：ｍ 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

口径 １号 Ｌ ２号 Ｌ 

７５ ０．０８ ０．３９ 

１００ ０．０８ ０．３９ 

１５０ ０．０９ ０．４０ 

２００ ０．０９ ０．４１ 

２５０ ０．１０ ０．４６ 

３００ ０．１０ ０．４８ 

４００ ０．１１ ０．５１ 

口径 外径㎜ 長さ m 重量㎏/本 

７５ 93.0 ４．０ 55.7 

１００ 118.0 〃 71.9 

１５０ 169.0 ５．０ 136.0 

２００ 220.0 〃 179.0 

２５０ 271.6 〃 222.0 

３００ 322.8 ６．０ 346.0 

４００ 425.6 〃 461.0 

呼び径 Ｌ１ ΣＬ 

 ７５ ０．０９ ０．１８ 

１００ ０．０９ ０．１８ 

１５０ ０．１１ ０．２２ 

２００ ０．１３ ０．２６ 

２５０ ０．１５ ０．３０ 

３００ ０．２０ ０．４０ 

４００ ０．２５ ０．５０ 
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参考データ 
 
   ＧＸ形直管受け口にライナを使用した場合の継手の伸び量  
 

 

 
単位：㎜ 

呼び径 
ライナ幅 標準胴付寸法 継手の伸び 

Ａ Ｙ Ａ－Ｙ 

７５～１００ ７４ ４５ ２９ 

１５０～２５０ ９９ ６０ ３９ 

３００ １２６ ７２ ５４ 

４００ １３０ ７５ ５５ 

注）直管受け口にライナを使用した場合、上表に示すように管の有効長が 
（Ａ－Ｙ）分だけ伸びることになる。 

 
 
 
 

継輪を使用する際の両挿し口端の間隔（y1）（継輪の使用により長くなる寸法） 
  

 
 

 
単位：㎜ 

 
 
 
 
        
 
 
 
 
 
 
 
 

※ ボルト締付け前にＬ´寸法を必ず確認すること。 
 

呼び径 
挿し口白線Ｂと 
受口端面の間隔 

Ｌ´ 

両挿し口端面間隔 
y1 

７５ ９０ １９０ 

１００ ９５ ２００ 

１５０ １１０ ２４０ 

２００ １２０ ２５０ 

２５０ １２０ ２５０ 

３００ １３５ ３００ 

４００ １５０ ３００ 



 8-3 

 
 
 

P‐Link を直管受け口に使用する際の伸び量（y2） 
  
 

 
 
 

単位：㎜ 
 
 
 
 
 
 
 
 
        
 
 
 
 
 

 

呼び径 P‐Link の有効長 
P‐Link による伸び量 

y2 

７５ １８０ １７ 

１００ １８０ ２０ 

１５０ ２１０ ２３ 

２００ ２２０ ２２ 

２５０ ２２０ ２３ 

３００ ２６７ ２０ 
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④ ＧＸ形二受Ｔ字管 
 

 

 
 

単位：ｍ 
 
 
 

Ｄ ｄ Ｉ Ｈ Ｊ Ｌ 

７５ ７５ ０．１０ ０．１０ ０．３４ ０．４４ 

１００ ７５ ０．１２ ０．１０ ０．３４ ０．４４ 

１００ １００ ０．１２ ０．１２ ０．３５ ０．４７ 

１５０ ７５ ０．１４ ０．１０ ０．３５ ０．４５ 

〃 １００ ０．１４ ０．１２ ０．３６ ０．４８ 

〃 １５０ ０．１５ ０．１５ ０．４１ ０．５６ 

２００ １００ ０．１７ ０．１２ ０．３８ ０．５０ 

〃 １５０ ０．１７ ０．１５ ０．４１ ０．５６ 

〃 ２００ ０．１７ ０．１７ ０．４７ ０．６４ 

２５０ １００ ０．１９ ０．１２ ０．３８ ０．５０ 

〃 １５０ ０．２０ ０．１５ ０．４１ ０．５６ 

〃 ２５０ ０．２０ ０．２０ ０．４６ ０．６６ 

３００ １００ ０．２４ ０．１１ ０．３７ ０．４８ 

〃 １５０ ０．２４ ０．１４ ０．４０ ０．５４ 

〃 ２００ ０．２４ ０．１７ ０．４８ ０．６５ 

〃 ３００ ０．２４ ０．２３ ０．５６ ０．７９ 

４００ ３００ ０．２９ ０．２３ ０．５８ ０．８１ 

〃 ４００ ０．３０ ０．３０ ０．６５ ０．９５ 
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⑤ ＧＸ形片落管 
 
 
 
 
 
 
 

単位：ｍ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｄ ｄ 受さし Ｌ1 さし受 Ｌ2 

１００ ７５ ０．４１ ０．４１ 

１５０ １００ ０．４１ ０．４２ 

２００ １５０ ０．４２ ０．４４ 

２５０ ２００ ０．４４ ０．４４ 

３００ １００ ０．７２ ０．７１ 

〃 １５０ ０．６２ ０．６１ 

〃 ２００ ０．５２ ０．５１ 

〃 ２５０ ０．４２ ０．４１ 

４００ ２００ ０．７３ ０．７１ 

〃 ３００ ０．５３ ０．５３ 
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⑥ ＧＸ形片受曲管 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

単位：ｍ 

Ｄ 
９０° ４５° ２２°1/2 

Ｌ１ Ｌ２ ΣＬ Ｌ１ Ｌ２ ΣＬ Ｌ１ Ｌ２ ΣＬ 

７５ ０．１１ ０．３７ ０．４８ ０．０７ ０．３３ ０．４０ ０．０５ ０．３１ ０．３６ 

１００ ０．１３ ０．３９ ０．５２ ０．０８ ０．３４ ０．４２ ０．０６ ０．３２ ０．３８ 

１５０ ０．１８ ０．４５ ０．６３ ０．１０ ０．３７ ０．４７ ０．０７ ０．３４ ０．４１ 

２００ ０．２３ ０．５２ ０．７５ ０．１２ ０．４１ ０．５３ ０．０８ ０．３７ ０．４５ 

２５０ ０．２８ ０．５７ ０．８５ ０．１４ ０．４３ ０．５７ ０．０８ ０．３８ ０．４６ 

３００ ０．２７ ０．５５ ０．８２ ０．１３ ０．４４ ０．５７ ０．０８ ０．３９ ０．４７ 

４００ ０．３８ ０．６６ １．０４ ０．１８ ０．４８ ０．６６ ０．１０ ０．４０ ０．５０ 

 
単位：ｍ 

Ｄ 
１１°1/4 ５°5/8 

Ｌ１ Ｌ２ ΣＬ Ｌ１ Ｌ２ ΣＬ 

 ７５ ０．０４ ０．３０ ０．３４ ０．０４ ０．３０ ０．３４ 

１００ ０．０５ ０．３１ ０．３６ ０．０５ ０．３１ ０．３６ 

１５０ ０．０５ ０．３２ ０．３７ ０．０５ ０．３２ ０．３７ 

２００ ０．０６ ０．３５ ０．４１ ０．０６ ０．３５ ０．４１ 

２５０ ０．０６ ０．３５ ０．４１ ０．０６ ０．３５ ０．４１ 

３００ ０．０６ ０．３４ ０．４０ ０．０５ ０．３３ ０．３８ 

４００ ０．０７ ０．３５ ０．４２ ０．０５ ０．３４ ０．３９ 
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⑦ ＧＸ形両受曲管 
 
                     単位：ｍ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
※L１寸法に小数点第３位がある場合は、設計延長ΣL 寸法を固定するようにどちらかの 

L１寸法の小数点第３位を切り上げ、反対側を切り捨てする。 
 
⑧ ＧＸ形Ｆ付Ｔ字管 
 
 
 
 
 
 
 
  
 

（ ）は浅埋用 単位：ｍ 
 
 

Ｄ 
４５° ２２°1/2 

Ｌ１ ΣＬ Ｌ１ ΣＬ 

７５ ０．０７ ０．１４ ０．０５ ０．１０ 

１００ ０．０８ ０．１６ ０．０６ ０．１２ 

１５０ ０．１０ ０．２０ ０．０７ ０．１４ 

２００ ０．１２ ０．２４ ０．０８ ０．１６ 

２５０ ０．１４ ０．２８ ０．０８ ０．１６ 

３００ ０．１３ ０．２６ ０．０８５ ０．１７ 

４００ ０．１７５ ０．３５ ０．１０５ ０．２１ 

Ｄ ｄ Ｉ Ｈ Ｊ Ｌ 

 ７５ ７５ 
０．２０ 

（０．１１） 
０．１０ 

（０．１４） 
０．３４ 

（０．３８） 
０．４４ 

（０．５２） 

１００ ７５ 
０．２０ 

（０．１２） 
０．１０ 

（０．１４） 
０．３４ 

（０．３８） 
０．４４ 

（０．５２） 

１５０ ７５ 
０．２５ 

（０．１７） 
０．１０ 

（０．１４） 
０．３５ 

（０．３９） 
０．４５ 

（０．５３） 

２００ ７５ 
０．２５ 

（０．２０） 
０．１０ 

（０．１４） 
０．３７ 

（０．４１） 
０．４７ 

（０．５５） 

２５０ ７５ 
０．３０ 

（０．２３） 
０．１０ 

（０．１４） 
０．３７ 

（０．４１） 
０．４７ 

（０．５５） 

３００ ７５ ０．３０ ０．１０ ０．３６ ０．４６ 

〃 １００ ０．３０ ０．１２ ０．３７ ０．４９ 

４００ ７５ ０．３５ ０．１１ ０．３６ ０．４７ 

〃 １００ ０．３５ ０．１２ ０．３７ ０．４９ 
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⑨ ＧＸ形乙字管 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

単位：ｍ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑩ ＧＸ形両受け短管 
 

 
 

単位：ｍ 
 
 
 
 
 
 

Ｄ Ｈ Ｚ ΣＬ 

７５ ０．３０ ０．６８ ０．８３ 

７５ ０．４５ ０．７３ １．０１ 

１００ ０．３０ ０．７３ ０．８７ 

１００ ０．４５ ０．７８ １．０４ 

１５０ ０．３０ ０．８２ ０．９４ 

１５０ ０．４５ ０．８９ １．１１ 

２００ ０．３０ ０．９１ １．０１ 

２００ ０．４５ １．０１ １．２０ 

２５０ ０．３０ ０．９６ １．０６ 

２５０ ０．４５ １．０６ １．２４ 

３００ ０．３０ １．０５ １．１４ 

３００ ０．４５ １．１７ １．３３ 

呼び径 Ｌ 

７５～４００ ０．０２ 
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８-２ ダクタイル鋳鉄管ＮＳ形 
 
①ＮＳ形直管  第１種          ②ＮＳ形短管１号・２号 
 

          
 
 

単位：ｍ               単位：ｍ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
   

口径 １号 Ｌ ２号 Ｌ 

７５ ０．１５ ０．３５ 

１００ ０．１５ ０．３５ 

１５０ ０．１５ ０．４０ 

２００ ０．１５ ０．４０ 

２５０ ０．２０ ０．４０ 

３００ ０．１４ ０．４１ 

３５０ ０．１４ ０．４４ 

４００ ０．１４ ０．４７ 

４５０ ０．１４ ０．４７ 

５００ ０．１７ ０．７５ 

６００ ０．２５ ０．７５ 

７００ ０．２５ ０．７５ 

８００ ０．２５ ０．７５ 

９００ ０．２５ ０．８０ 

１０００ ０．２５ ０．８０ 

口径 外径㎜ 長さ m 重量㎏/本 

 ７５ 93.0 ４．０ 69.6 

１００ 118.0 〃 89.6 

１５０ 169.0 ５．０ 159.0 

２００ 220.0 〃 208.0 

２５０ 271.6 〃 257.0 

３００ 322.8 ６．０ 373.0 

３５０ 374.0 〃 434.0 

４００ 425.6 〃 547.0 

４５０ 476.8 〃 645.0 

５００ 528.0 〃 699.0 

６００ 630.8 〃 959.0 

７００ 733.0 〃 1,240.0 

８００ 836.0 〃 1,550.0 

９００ 939.0 〃 1,890.0 

１０００ 1041.0 〃 2,320.0 
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③仕切弁 
 

ＮＳ形両受ソフトシール                    単位：ｍ 
 
 

 

 
 

  

 
フランジ形ソフトシール                    単位：ｍ    

 
 

 

 
 
 

   

バタフライ弁                          単位：ｍ 

 

 

                 

   

 

呼び径 Ｌ１ ΣＬ 

７５ ０．１０ ０．２０ 

１００ ０．１０ ０．２０ 

１５０ ０．１３ ０．２６ 

２００ ０．１５ ０．３０ 

２５０ ０．１８ ０．３６ 

３００ ０．２３ ０．４６ 

３５０ ０．２５ ０．５０ 

４００ ０．２８ ０．５６ 

呼び径 Ｌ１ ΣＬ 

７５ ０．１２ ０．２４ 

１００ ０．１３ ０．２６ 

１５０ ０．１４ ０．２８ 

２００ ０．１５ ０．３０ 

２５０ ０．１９ ０．３８ 

３００ ０．２０ ０．４０ 

３５０ ０．２２ ０．４４ 

４００ ０．２４ ０．４８ 

呼び径 Ｌ１ ΣＬ 

４００ ０．２４ ０．４８ 

４５０ ０．２５ ０．５０ 

５００ ０．２７ ０．５４ 

６００ ０．２８ ０．５６ 

７００ ０．３１ ０．６２ 

８００ ０．３５ ０．７０ 

９００ ０．３７ ０．７４ 

１０００ ０．３９ ０．７８ 
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耐震 NS 両受口型バタフライ弁                単位：ｍ 
 
 

      
 
 
 
 
 
【参考データ】 
 

ＮＳ形ライナの使用により長くなる寸法(伸び量)   単位：㎜ 

呼び径 
ライナ幅 胴付寸法 伸び量 

Ａ Ｙ Ａ－Ｙ 

７５～１００ ７２ ４５ ２７ 

１５０～２５０ １０１ ６０ ４１ 

３００ １２２ ６９ ５３ 

３５０ １２４ ７０ ５４ 

４００ １２４ ７１ ５３ 

４５０ １２７ ７３ ５４ 

５００ １４２ ７５ ６７ 

６００ １４２ ７５ ６７ 

７００ １４３ ７５ ６８ 

８００ １４３ ７５ ６８ 

９００ １４３ ７５ ６８ 

１０００ １４４ ８０ ６４ 

 
 
   継輪の使用により長くなる寸法（y1）              単位：㎜ 

呼び径 Ｌ´ y1 

 

呼び径 Ｌ´ y1 

７５ ８０ ２２０ ５００ １０５ ２６０ 

１００ ８５ ２２０ ６００ １０５ ２６０ 

１５０～２５０ １００ ２５０ ７００ ８７ ３００ 

３００ １５０ ３００ ８００ ９８ ３０５ 

３５０・４００ １６０ ３００ ９００ ９８ ３０５ 

４５０ １６５ ３００ １０００ １０３ ３１０ 

      ※ ボルト締付け前にＬ´寸法を必ず確認すること。 

呼び径 Ｌ１ ΣＬ 

５００ ０．２３ ０．４６ 

６００ ０．２４ ０．４８ 

７００ ０．２６ ０．５２ 

８００ ０．２７ ０．５４ 

９００ ０．３０ ０．６０ 

１０００ ０．４２ ０．８４ 
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④ ＮＳ形三受十字管 
 

 

                           単位：ｍ 

 
 Ｄ ｄ Ｉ Ｈ Ｊ Ｌ 

７５ ７５ ０．１５ ０．１５ ０．３０ ０．４５ 

１００ １００ ０．２０ ０．２０ ０．３０ ０．５０ 

１５０ １００ ０．２０ ０．２０ ０．３５ ０．５５ 

〃 １５０ ０．２０ ０．２０ ０．３５ ０．５５ 

２００ １５０ ０．２５ ０．２０ ０．３５ ０．５５ 

〃 ２００ ０．２５ ０．２５ ０．４０ ０．６５ 

２５０ １５０ ０．２５ ０．２０ ０．４０ ０．６０ 

〃 ２５０ ０．２５ ０．２５ ０．４５ ０．７０ 

３００ ２００ ０．３５ ０．１７ ０．３７ ０．５４ 

〃 ３００ ０．２４ ０．２４ ０．４３ ０．６７ 

３５０ ２５０ ０．３７ ０．２０ ０．４１ ０．６１ 

３５０ ３５０ ０．２７ ０．２６ ０．４７ ０．７３ 

４００ ３００ ０．２９ ０．２４ ０．４５ ０．６９ 

〃 ４００ ０．３０ ０．２９ ０．５２ ０．８１ 

４５０ ３００ ０．３１ ０．２４ ０．４５ ０．６９ 

〃 ４５０ ０．３２ ０．３２ ０．５４ ０．８６ 

５００ ４００ ０．４６ ０．４８ ０．８５ １．３３ 

６００ ４００ ０．５３ ０．５５ ０．９２ １．４７ 

７００ ５００ ０．６０ ０．６２ ０．９８ １．６０ 

８００ ６００ ０．６７ ０．６９ １．０３ １．７２ 

９００ ７００ ０．７５ ０．７７ １．０９ １．８６ 
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⑤ ＮＳ形二受Ｔ字管 
 

 

 
単位：ｍ 

 

Ｄ ｄ Ｉ Ｈ Ｊ Ｌ 

７５ ７５ ０．１５ ０．１５ ０．３０ ０．４５ 

１００ ７５ ０．２０ ０．１５ ０．３０ ０．４５ 

１００ １００ ０．２０ ０．２０ ０．３０ ０．５０ 

１５０ ７５ ０．２０ ０．１５ ０．３０ ０．４５ 

〃 １００ ０．２０ ０．２０ ０．３５ ０．５５ 

〃 １５０ ０．２０ ０．２０ ０．３５ ０．５５ 

２００ １００ ０．２５ ０．２０ ０．３５ ０．５５ 

〃 １５０ ０．２５ ０．２０ ０．３５ ０．５５ 

〃 ２００ ０．２５ ０．２５ ０．４０ ０．６５ 

２５０ １００ ０．２５ ０．２０ ０．３５ ０．５５ 

〃 １５０ ０．２５ ０．２０ ０．４０ ０．６０ 

〃 ２５０ ０．２５ ０．２５ ０．４５ ０．７０ 

３００ １００ ０．３５ ０．１１ ０．３２ ０．４３ 

〃 １５０ ０．３５ ０．１４ ０．３５ ０．４９ 

〃 ２００ ０．３５ ０．１７ ０．３７ ０．５４ 

〃 ３００ ０．２４ ０．２４ ０．４３ ０．６７ 

３５０ ２５０ ０．３７ ０．２０ ０．４１ ０．６１ 

〃 ３５０ ０．２７ ０．２６ ０．４７ ０．７３ 

４００ ３００ ０．２９ ０．２４ ０．４５ ０．６９ 

〃 ４００ ０．３０ ０．２９ ０．５２ ０．８１ 

４５０ ３００ ０．３１ ０．２４ ０．４５ ０．６９ 

〃 ４５０ ０．３２ ０．３２ ０．５４ ０．８６ 



 8-14 

⑥ ＮＳ形二受Ｔ字管 
 

 

 
 

単位：ｍ 
 
 Ｄ ｄ Ｉ Ｈ Ｊ Ｌ 

５００ ３５０ ０．４６ ０．４８ ０．８５ １．３３ 

〃 ４００ ０．４６ ０．４８ ０．８５ １．３３ 

〃 ４５０ ０．４６ ０．４８ ０．８５ １．３３ 

〃 ５００ ０．４６ ０．４８ ０．８５ １．３３ 

６００ ４００ ０．５３ ０．５５ ０．９２ １．４７ 

〃 ４５０ ０．５３ ０．５５ ０．９２ １．４７ 

〃 ５００ ０．５３ ０．５５ ０．９２ １．４７ 

〃 ６００ ０．５３ ０．５５ ０．９２ １．４７ 

７００ ４５０ ０．６０ ０．６２ ０．９８ １．６０ 

〃 ５００ ０．６０ ０．６２ ０．９８ １．６０ 

〃 ６００ ０．６０ ０．６２ ０．９８ １．６０ 

〃 ７００ ０．６０ ０．６２ ０．９８ １．６０ 

８００ ５００ ０．６７ ０．６９ １．０３ １．７２ 

〃 ６００ ０．６７ ０．６９ １．０３ １．７２ 

〃 ７００ ０．６７ ０．６９ １．０３ １．７２ 

〃 ８００ ０．６７ ０．６９ １．０３ １．７２ 

９００ ６００ ０．６９ ０．６０ ０．９４ １．５４ 

〃 ７００ ０．７５ ０．７７ １．０９ １．８６ 

〃 ８００ ０．７５ ０．７７ １．０９ １．８６ 

〃 ９００ ０．７５ ０．７７ １．０９ １．８６ 

１０００ ６００ ０．７７ ０．６８ ０．９９ １．６７ 

〃 ８００ ０．８２ ０．８４ １．１４ １．９８ 

〃 １０００ ０．８２ ０．８４ １．１４ １．９８ 
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⑦ ＮＳ形片落管 
 

       
 

単位：ｍ 

Ｄ ｄ 
受さし 

Ｌ 
さし受 

Ｌ 
 Ｄ ｄ 

受さし 
Ｌ 

さし受 
Ｌ 

１００  ７５ ０．４５ ０．４５  ５００ ２５０ ０．８１ ０．８０ 

１５０ １００ ０．４５ ０．４５  〃 ３００ ０．８１ ０．８１ 

２００ １００ ０．５５ ０．５５  〃 ３５０ ０．８３ ０．８１ 

〃 １５０ ０．４５ ０．４５  〃 ４００ ０．８３ ０．８２ 

２５０ １００ ０．６５ ０．７０  〃 ４５０ ０．８４ ０．８３ 

〃 １５０ ０．５５ ０．６０  ６００ ３００ ０．８２ ０．８１ 

〃 ２００ ０．４５ ０．５０  〃 ３５０ ０．８４ ０．８１ 

３００ １００ ０．６９ ０．７４  〃 ４００ ０．８４ ０．８２ 

〃 １５０ ０．５９ ０．６４  〃 ４５０ ０．８５ ０．８３ 

〃 ２００ ０．４９ ０．５４  〃 ５００ ０．８５ ０．８４ 

〃 ２５０ ０．４４ ０．４４  ７００ ４００ １．０５ １．０３ 

３５０ １５０ ０．６９ ０．７４  〃 ４５０ １．０６ １．０４ 

〃 ２００ ０．５９ ０．６４  〃 ５００ １．０６ １．０５ 

〃 ２５０ ０．５４ ０．５４  〃 ６００ １．０６ １．０６ 

〃 ３００ ０．３８ ０．３８  ８００ ４５０ １．０７ １．０４ 

４００ １５０ ０．７９ ０．８６  〃 ５００ １．０７ １．０５ 

〃 ２００ ０．６９ ０．７６  〃 ６００ １．０７ １．０６ 

〃 ２５０ ０．６４ ０．６６  〃 ７００ １．０８ １．０７ 

〃 ３００ ０．４８ ０．４９  ９００ ５００ １．０８ １．０７ 

〃 ３５０ ０．３８ ０．４０  〃 ６００ １．０８ １．０８ 

４５０ ２００ ０．７９ ０．８６  〃 ７００ １．０９ １．０９ 

〃 ２５０ ０．７４ ０．７６  〃 ８００ １．０９ １．１０ 

〃 ３００ ０．５８ ０．５９  １０００ ６００ １．１０ １．０８ 

〃 ３５０ ０．４８ ０．５０  〃 ７００ １．１１ １．０９ 

〃 ４００ ０．４０ ０．４０  〃 ８００ １．１１ １．１０ 



 8-16 

⑧ ＮＳ形片受曲管 
 

 
 

単位：ｍ 

Ｄ 
９０° ４５° ２２°1/2 

Ｌ１ Ｌ２ ΣＬ Ｌ１ Ｌ２ ΣＬ Ｌ１ Ｌ２ ΣＬ 

７５ ０．２０ ０．３０ ０．５００．１５ ０．２５ ０．４００．１０ ０．２５ ０．３５

１００ ０．２０ ０．３５ ０．５５０．１５ ０．３０ ０．４５０．１５ ０．２５ ０．４０

１５０ ０．２５ ０．４０ ０．６５０．１５ ０．３０ ０．４５０．１５ ０．３０ ０．４５

２００ ０．３０ ０．４５ ０．７５０．２０ ０．３５ ０．５５０．１５ ０．３０ ０．４５

２５０ ０．３５ ０．５０ ０．８５０．２０ ０．４０ ０．６００．１５ ０．３５ ０．５０

３００ ０．２６ ０．４７ ０．７３０．１３ ０．３３ ０．４６０．０９ ０．２８ ０．３７

３５０ ０．３２ ０．５２ ０．８４０．１５ ０．３６ ０．５１０．０９ ０．３０ ０．３９

４００ ０．３８ ０．５９ ０．９７０．１７ ０．４０ ０．５７０．１１ ０．３２ ０．４３

４５０ ０．４５ ０．６６ １．１１０．２０ ０．４３ ０．６３０．１２ ０．３４ ０．４６

５００ ０．５６ ０．８１ １．３７０．２８ ０．５２ ０．８００．１７ ０．６２ ０．７９

６００ ０．６６ ０．９０ １．５６０．３２ ０．５６ ０．８８０．１９ ０．６３ ０．８２

７００ ０．７６ １．０５ １．８１０．３６ ０．６６ １．０２０．２２ ０．７５ ０．９７

８００ ０．８６ １．１６ ２．０２０．４０ ０．７１ １．１１０．２４ ０．８２ １．０６

９００ ０．９６ １．４１ ２．３７０．４４ ０．９０ １．３４０．２５ ０．９８ １．２３

１０００ １．０５ １．５２ ２．５７０．４９ ０．９５ １．４４０．２８ １．０４ １．３２

 
 



 8-17 

⑨ ＮＳ形片受曲管 
 

 

 
単位：ｍ 

Ｄ 
１１°1/4 ５°5/8 

Ｌ１ Ｌ２ ΣＬ Ｌ１ Ｌ２ ΣＬ 

７５ ０．１０ ０．２５ ０．３５ ０．１０ ０．２５ ０．３５ 

１００ ０．１０ ０．２５ ０．３５ ０．１０ ０．２５ ０．３５ 

１５０ ０．１０ ０．２５ ０．３５ ０．１０ ０．２５ ０．３５ 

２００ ０．１５ ０．３０ ０．４５ ０．１５ ０．３０ ０．４５ 

２５０ ０．１５ ０．３０ ０．４５ ０．１５ ０．３０ ０．４５ 

３００ ０．０６ ０．２６ ０．３２ ０．０５ ０．２５ ０．３０ 

３５０ ０．０７ ０．２７ ０．３４ ０．０５ ０．２６ ０．３１ 

４００ ０．０７ ０．２９ ０．３６ ０．０６ ０．２７ ０．３３ 

４５０ ０．０８ ０．３０ ０．３８ ０．０６ ０．２８ ０．３４ 

５００ ０．１７ ０．６２ ０．７９ ０．１７ ０．６２ ０．７９ 

６００ ０．１９ ０．６２ ０．８１ ０．１９ ０．６２ ０．８１ 

７００ ０．２１ ０．７５ ０．９６ ０．２１ ０．７５ ０．９６ 

８００ ０．２４ ０．８２ １．０６ ０．２４ ０．８２ １．０６ 

９００ ０．２６ ０．９７ １．２３ ０．２６ ０．９７ １．２３ 

１０００ ０．２７ １．０４ １．３１ ０．２７ １．０４ １．３１ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 8-18 

⑩ ＮＳ形両受曲 
 

 

 
                              単位：ｍ 

Ｄ 
９０° ４５° ２２°1/2 

Ｌ１ ΣＬ Ｌ１ ΣＬ Ｌ１ ΣＬ 

７５ ０．２０ ０．４０ ０．１５ ０．３０ ０．１０ ０．２０ 

１００ ０．２０ ０．４０ ０．１５ ０．３０ ０．１５ ０．３０ 

１５０ ０．２５ ０．５０ ０．１５ ０．３０ ０．１５ ０．３０ 

２００ ０．３０ ０．６０ ０．２０ ０．４０ ０．１５ ０．３０ 

２５０ ０．３５ ０．７０ ０．２０ ０．４０ ０．１５ ０．３０ 

３００ － － ０．１３ ０．２６ ０．０９ ０．１８ 

３５０ － － ０．１６ ０．３２ ０．１０ ０．２０ 

４００ － － ０．１８ ０．３６ ０．１１ ０．２２ 

４５０ － － ０．２１ ０．４２ ０．１２ ０．２４ 

 



 8-19 

⑪ ＮＳ形Ｆ付Ｔ字管 

               
（  ）は浅埋用                         単位：ｍ 

Ｄ ｄ Ｉ Ｈ Ｊ Ｌ 

７５ ７５ ０．２０（０．１１） ０．１５（０．２０） ０．３０（０．３５） ０．４５（０．５５）

１００ ７５ ０．２０（０．１２） ０．１５（０．２０） ０．３０（０．３５） ０．４５（０．５５）

１５０ ７５ ０．２５（０．１７） ０．１５（０．２０） ０．３０（０．３５） ０．４５（０．５５）

〃 １００ ０．２５（０．１７） ０．２０（０．２５） ０．３５（０．４０） ０．５５（０．６５）

２００ ７５ ０．２５（０．２０） ０．２０（０．２０） ０．３５（０．４０） ０．５５（０．６０）

〃 １００ ０．２５（０．２０） ０．２０（０．２５） ０．３５（０．４０） ０．５５（０．６５）

２５０ ７５ ０．３０（０．２３） ０．２０（０．２０） ０．３５（０．４０） ０．５５（０．６０）

〃 １００ ０．３０（０．２３） ０．２０（０．２５） ０．３５（０．４０） ０．５５（０．６５）

３００ ７５ ０．３０ ０．１１ ０．３０ ０．４１ 

〃 １００ ０．３０ ０．１１ ０．３２ ０．４３ 

３５０ ７５ ０．３３ ０．１０ ０．３１ ０．４１ 

〃 １００ ０．３３ ０．１２ ０．３２ ０．４４ 

４００ ７５ ０．３５ ０．１１ ０．３２ ０．４３ 

〃 １００ ０．３５ ０．１１ ０．３４ ０．４５ 

４５０ ７５ ０．３８ ０．１１ ０．３２ ０．４３ 

〃 １００ ０．３８ ０．１１ ０．３４ ０．４５ 

５００ ７５ ０．３６ ０．２３ ０．５６ ０．７９ 

〃 １００ ０．４０ ０．２３ ０．５６ ０．７９ 

６００ ７５ ０．４１ ０．２４ ０．５７ ０．８１ 

〃 １００ ０．４５ ０．２４ ０．５７ ０．８１ 

７００ ７５ ０．４８ ０．２６ ０．５８ ０．８４ 

〃 １００ ０．４８ ０．２６ ０．５８ ０．８４ 

８００ ７５ ０．５２ ０．２７ ０．５９ ０．８６ 

〃 １００ ０．５２ ０．２７ ０．５９ ０．８６ 

〃 ６００ ０．６７ ０．６９ １．０３ １．７２ 

９００ １００ ０．５９ ０．３０ ０．６２ ０．９２ 

〃 ６００ ０．６９ ０．６０ ０．９４ １．５４ 



 8-20 

⑫ ＮＳ形乙字管 
 

 
 

単位：ｍ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｄ Ｈ Ｚ ΣＬ 

７５ ０．３０ ０．６５ ０．８０ 

７５ ０．４５ ０．７０ ０．９８ 

１００ ０．３０ ０．７０ ０．８４ 

１００ ０．４５ ０．７５ １．０１ 

１５０ ０．３０ ０．８０ ０．９２ 

１５０ ０．４５ ０．８５ １．０７ 

２００ ０．３０ ０．９０ １．００ 

２００ ０．４５ １．００ １．１９ 

２５０ ０．３０ ０．９５ １．０５ 

２５０ ０．４５ １．０５ １．２３ 

３００ ０．３０ ０．９７ １．０６ 

３００ ０．４５ １．０９ １．２５ 

３５０ ０．３０ ０．９７ １．０６ 

３５０ ０．４５ １．０９ １．２５ 



 8-21 

８-３ ダクタイル鋳鉄管Ｋ形 
 
① K 形直管 第１種               ②Ｋ形短管１号・２号 
 

              

                単位：ｍ               単位：ｍ 

 
 
 

呼び径 １号 Ｌ ２号 Ｌ 

 ７５ ０．１２ ０．７０ 

１００ ０．１２ ０．７０ 

１５０ ０．１２ ０．７０ 

２００ ０．１２ ０．７０ 

２５０ ０．１７ ０．７０ 

３００ ０．１７ ０．７０ 

３５０ ０．１７ ０．７０ 

４００ ０．１７ ０．７５ 

４５０ ０．１７ ０．７５ 

５００ ０．１７ ０．７５ 

６００ ０．２５ ０．７５ 

７００ ０．２５ ０．７５ 

８００ ０．２５ ０．７５ 

９００ ０．２５ ０．８０ 

１０００ ０．２５ ０．８０ 

呼び径 外径 ㎜ 長さ Ｌ 重量 ㎏/本 

 ７５   93.0 ４．０  62.7 

１００  118.0 〃  81.2 

１５０  169.0 ５．０  146 

２００  220.0 〃  192 

２５０  271.6 〃  238 

３００  322.8 ６．０  343 

３５０  374.0 〃  399 

４００  425.6 〃  512 

４５０  476.8 〃  607 

５００  528.0 〃  710 

６００  630.8 〃  976 

７００  733.0 〃 1,240 

８００  836.0 〃 1,590 

９００  939.0 〃 1,980 

１０００ 1041.0 〃 2,420 



 8-22 

③Ｋ形受挿しソフトシール仕切弁 
 

              

 
単位：ｍ 

呼び径 Ｌ１ Ｌ２ Ｌ 

７５ ０．１２ ０．５３ ０．６５ 

１００ ０．１３ ０．５３ ０．６６ 

１５０ ０．１４ ０．５４ ０．６８ 

２００ ０．１６ ０．５５ ０．７１ 

２５０ ０．２０ ０．５６ ０．７６ 

３００ ０．２１ ０．６１ ０．８２ 

 
④ Ｋ形 三受十字管 

 

                               単位：ｍ 

呼び径 ｄ Ｉ Ｈ Ｊ Ｌ 

 ７５  ７５ ０．１４ ０．１６ ０．４８ ０．６４ 

１００ １００ ０．１６ ０．１８ ０．５３ ０．７１ 

１５０ 〃 ０．１９ ０．１９ ０．６０ ０．７９ 

〃 １５０ ０．１９ ０．１９ ０．６０ ０．７９ 

２００ 〃 ０．２５ ０．２５ ０．６３ ０．８８ 

〃 ２００ ０．２５ ０．２５ ０．６３ ０．８８ 

２５０ １５０ ０．２５ ０．２３ ０．６０ ０．８３ 

〃 ２５０ ０．２６ ０．２８ ０．６７ ０．９５ 

３００ ２００ ０．３０ ０．３３ ０．７０ １．０３ 

〃 ３００ ０．３０ ０．３３ ０．７０ １．０３ 

３５０ ２５０ ０．３４ ０．３６ ０．７５ １．１１ 

〃 ３５０ ０．３４ ０．３６ ０．７５ １．１１ 



 8-23 

⑤ Ｋ形 二受Ｔ字管 

                
                                        

単位：ｍ 

呼び径 ｄ Ｉ Ｈ Ｊ Ｌ 

７５  ７５ ０．１４ ０．１６ ０．４８ ０．６４ 

１００ 〃 ０．１６ ０．１８ ０．５３ ０．７１ 

〃 １００ ０．１６ ０．１８ ０．５３ ０．７１ 

１５０  ７５ ０．１９ ０．１９ ０．６０ ０．７９ 

〃 １００ ０．１９ ０．１９ ０．６０ ０．７９ 

〃 １５０ ０．１９ ０．１９ ０．６０ ０．７９ 

２００ １００ ０．２３ ０．２０ ０．５６ ０．７６ 

〃 １５０ ０．２５ ０．２５ ０．６３ ０．８８ 

〃 ２００ ０．２５ ０．２５ ０．６３ ０．８８ 

２５０ １００ ０．２５ ０．２３ ０．６０ ０．８３ 

〃 １５０ ０．２５ ０．２３ ０．６０ ０．８３ 

〃 ２５０ ０．２６ ０．２８ ０．６７ ０．９５ 

３００ １００ ０．２８ ０．２４ ０．６０ ０．８４ 

〃 １５０ ０．２８ ０．２４ ０．６０ ０．８４ 

〃 ２００ ０．３０ ０．３３ ０．７０ １．０３ 

〃 ３００ ０．３０ ０．３３ ０．７０ １．０３ 

３５０ ２５０ ０．３４ ０．３６ ０．７５ １．１１ 

〃 ３５０ ０．３４ ０．３６ ０．７５ １．１１ 
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⑥ Ｋ形 片落管 

     

 
単位：ｍ 

呼び径 ｄ 受さし Ｌ さし受 Ｌ 

１００ ７５ ０．５５ ０．５５ 

１５０ １００ ０．５６ ０．５５ 

２００ 〃 ０．５６ ０．５５ 

〃 １５０ ０．５６ ０．５６ 

２５０ １００ ０．６７ ０．６５ 

〃 １５０ ０．６７ ０．６６ 

〃 ２００ ０．６７ ０．６６ 

３００ １００ ０．６８ ０．６５ 

〃 １５０ ０．６８ ０．６６ 

〃 ２００ ０．６８ ０．６６ 

〃 ２５０ ０．６８ ０．６７ 

 
 
⑦ Ｋ形曲管 

              

 
【９０°】         単位：ｍ 【４５°】           単位：ｍ 

呼び径 Ｌ１ Ｌ２ ΣＬ 

 
 

呼び径 Ｌ１ Ｌ２ ΣＬ 

 ７５ ０．２９ ０．４０ ０．６９  ７５ ０．２１ ０．３２ ０．５３ 

１００ ０．２９ ０．４０ ０．６９ １００ ０．２１ ０．３２ ０．５３ 

１５０ ０．３４ ０．５０ ０．８４ １５０ ０．２５ ０．４１ ０．６６ 

２００ ０．４４ ０．６０ １．０４ ２００ ０．２９ ０．４５ ０．７４ 

２５０ ０．４５ ０．６５ １．１０ ２５０ ０．２９ ０．４５ ０．７４ 

３００ ０．６０ ０．８０ １．４０ ３００ ０．３４ ０．４９ ０．８３ 
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【２２°1/2】        単位：ｍ 【１１°1/4】       単位：ｍ 

呼び径 Ｌ１ Ｌ２ ΣＬ 

 
 

呼び径 Ｌ１ Ｌ２ ΣＬ 

７５ ０．２０ ０．３１ ０．５１ ７５ ０．３４ ０．４５ ０．７９ 

１００ ０．２０ ０．３１ ０．５１ １００ ０．３４ ０．４５ ０．７９ 

１５０ ０．２４ ０．３５ ０．５９ １５０ ０．３４ ０．４５ ０．７９ 

２００ ０．２８ ０．３９ ０．６７ ２００ ０．４４ ０．５４ ０．９８ 

２５０ ０．２８ ０．３９ ０．６７ ２５０ ０．４４ ０．５４ ０．９８ 

３００ ０．３２ ０．４３ ０．７５ ３００ ０．４４ ０．５４ ０．９８ 

 
 
 
⑪ Ｋ形フランジ付きＴ字管 
 

 
                               単位：ｍ 

呼び径 ｄ Ｉ Ｈ Ｊ Ｌ 

７５ ７５ ０．２５ ０．１５ ０．４８ ０．６３ 

１００ ７５ ０．２５ ０．１６ ０．５０ ０．６６ 

１５０ ７５ ０．２８ ０．１６ ０．５３ ０．６９ 

〃 １００ ０．２８ ０．１７ ０．５５ ０．７２ 

２００ ７５ ０．３０ ０．１７ ０．５４ ０．７１ 

〃 １００ ０．３０ ０．１８ ０．５５ ０．７３ 

２５０ ７５ ０．３３ ０．１８ ０．５５ ０．７３ 

〃 １００ ０．３３ ０．１９ ０．５６ ０．７５ 
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⑫ Ｋ形排水Ｔ字管 
 

 

                            単位：ｍ 

呼び径 ｄ Ｉ Ｈ Ｌ 

２００ １００ ０．１９ ０．１７ ０．３４ 

２５０ 〃 ０．２２ ０．１８ ０．３６ 

３００ 〃 ０．２４ ０．１９ ０．３８ 

３５０ １５０ ０．２７ ０．２５ ０．５０ 

４００ １５０ ０．３０ ０．２６ ０．５２ 

４５０ ２００ ０．３２ ０．２７ ０．５４ 

 
 
 
 
 



 8-27 

８-４ 水道配水用ポリエチレン管（ＨＰＰ） 
 
① 水道配水用ポリエチレン管 
 

EF 片受直管             受口無し直管 

              
１口継手 

 
 

呼び径 
外 径 
㎜ 

長さ Ｌ 
ｍ 

片受重量 
㎏/本 

受無重量 
㎏/本 

 ５０ 63.0 ５．０ 5.7 5.4 

 ７５ 90.0 〃 11.3 10.9 

１００ 125.0 〃 21.9 21.0 

１５０ 180.0 〃 45.5 43.4 

 
 
 
② フランジ短管 
 

フランジ短管１号 フランジ短管２号                単位：ｍ 

       

    １口継手 
 
 
 

 
③ＥＦソケット 
                              単位：ｍ 
 

   
２口継手 

 
 
 
 

呼び径 
フランジ 

短管１号 Ｌ 
フランジ 

短管２号 Ｌ 

５０ ０．１６ ０．１８ 

７５ ０．１５ ０．２６ 

１００ ０．１６ ０．３２ 

１５０ ０．２２ ０．３４ 

呼び径 Ｌ 

 ５０ ０ 

 ７５ ０ 

１００ ０ 

１５０ ０ 
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④仕切弁 
 

青銅製ｿﾌﾄｼｰﾙ仕切弁       PE 挿し口付ｿﾌﾄｼｰﾙ仕切弁 

                

 
 

単位：ｍ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑤回転型オネジ継手 

             単位：ｍ 

           

                   
 
⑥異種管継手 
                                            単位：ｍ 
              

       

 

       
 

呼び径 Ｌ１ Ｌ  

５０ ０．０５ ０．１０ 青銅製スルース 

５０ ０．３４ ０．６８ ＦＣＤ製仕切弁 

７５ ０．３９ ０．７８ 〃 

１００ ０．４３ ０．８６ 〃 

１５０ ０．５１ １．０２ 〃 

呼び径 Ｌ 

 ５０ ０．２２ 

呼び径 Ｌ 備  考 

75×50 ０．６４ ＧＸ、ＮＳ形挿口×ＨＰＰ挿口 

７５ ０．６１ 〃 

１００ ０．６６ 〃 

１５０ ０．７２ 〃 

７５ ０．６１ Ｋ形挿口×ＨＰＰ挿口 

１００ ０．６６ 〃 

１５０ ０．７２ 〃 

５０ ０．３０ 塩ビ離脱防止受口×ＨＰＰ挿口 

７５ ０．３５ 〃 

１００ ０．４０ 〃 

１５０ ０．４９ 〃 
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⑦ベンド 
 

ＥＦ両受ベンド    EF 片受けベンド     ベンド 
 

           
      １口継手×２      １口継手    
 
 
【EF 両受けベンド】                       単位：ｍ 

呼び径 
９０° ４５° ２２°1/2 １１°1/4 

Ｌ１ ΣＬ Ｌ１ ΣＬ Ｌ１ ΣＬ Ｌ１ ΣＬ 

５０ ０．１６ ０．３２ ０．１１ ０．２２ ０．０９ ０．１８ ０．０８ ０．１６ 

７５ ０．２２ ０．４４ ０．１９ ０．３８ ０．１４ ０．２８ ０．１３ ０．２６ 

１００ ０．２５ ０．５０ ０．１９ ０．３８ ０．１４ ０．２８ ０．１４ ０．２８ 

１５０ ０．３３ ０．６６ ０．２３ ０．４６ ０．１９ ０．３８ ０．１７ ０．３４ 

 
 
【ＥＦ片受ベンド】               単位：ｍ 

呼び径 
９０° ４５° 

Ｌ１ Ｌ２ ΣＬ Ｌ１ Ｌ２ ΣＬ 

５０ ０．１６ ０．２１ ０．３７ ０．１１ ０．１６ ０．２７ 

７５ ０．２２ ０．３２ ０．５４ ０．１９ ０．２９ ０．４８ 

１００ ０．２５ ０．３６ ０．６１ ０．１９ ０．３０ ０．４９ 

１５０ ０．３３ ０．４８ ０．８１ ０．２３ ０．３９ ０．６２ 

 

呼び径 
２２°1/2 １１°1/4 

Ｌ１ Ｌ２ ΣＬ Ｌ１ Ｌ２ ΣＬ 

 ５０ ０．０９ ０．１４ ０．２３ ０．０８ ０．１４ ０．２２ 

 ７５ ０．１４ ０．２４ ０．３８ ０．１３ ０．２３ ０．３６ 

１００ ０．１４ ０．２５ ０．３９ ０．１４ ０．２６ ０．４０ 

１５０ ０．１９ ０．３４ ０．５３ ０．１７ ０．３２ ０．４９ 

 
 
【ベンド】                           単位：ｍ 

呼び径 
９０° ４５° ２２°1/2 １１°1/4 

Ｌ１ ΣＬ Ｌ１ ΣＬ Ｌ１ ΣＬ Ｌ１ ΣＬ 

 ５０ ０．２１ ０．４２ ０．１６ ０．３２ ０．１４ ０．２８ ０．１３ ０．２６ 
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⑧レデューサ 
 
    EF 片受けレデューサ           レデューサ 

               
        １口継手 
 

【ＥＦ片受レデューサ】  単位：ｍ    【レデューサ】     単位：ｍ 

呼び径 ｄ Ｌ 

 ７５  ５０ ０．３４ 

１００  ５０ ０．３８ 

１００  ７５ ０．４２ 

１５０ １００ ０．５０ 

 
 
 
⑨キャップ 
 

EF キャップ               キャップ 

            

     １口継手             ２口継手      １口継手 
 

【ＥＦキャップ】単位：ｍ      【キャップ】 単位：ｍ 
             
 
 
 
 
 
 
 
 

呼び径 ｄ Ｌ 

 ７５  ５０ ０．３６ 

１００  ５０ ０．４０ 

１００  ７５ ０．４０ 

１５０ １００ ０．４８ 

呼び径 Ｌ 

 ５０ ０ 

 ７５ ０ 

１００ ０ 

１５０ ０ 

呼び径 Ｌ 

 ５０ ０ 

 ７５ ０ 

１００ ０ 

１５０ ０ 
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⑩ Ｓベンド 
 

          

               １口継手×２ 
【ＥＦ両受Ｓベンド】                   単位：ｍ 

呼び径 
Ｈ＝３００ Ｈ＝４５０ Ｈ＝６００ 

Ｚ ΣＬ Ｚ ΣＬ Ｚ ΣＬ 

 ５０ ０．５１ ０．６４ ０．６１ ０．８５ ０．８１ １．０６ 

 ７５ ０．６８ ０．８０ ０．８２ １．０１ ０．９７ １．２２ 

１００ ０．６８ ０．８０ ０．８３ １．０１ ０．９２ １．２２ 

１５０ ０．７６ ０．８８ ０．９１ １．０８ １．０６ １．２９ 

 

          

                １口継手 
【ＥＦ片受Ｓベンド】                   単位：ｍ 

呼び径 
Ｈ＝３００ Ｈ＝４５０ Ｈ＝６００ 

Ｚ ΣＬ Ｚ ΣＬ Ｚ ΣＬ 

 ５０ ０．５７ ０．６７ ０．７２ ０．９０ ０．８７ １．１１ 

 ７５ ０．７８ ０．９０ ０．９３ １．１０ １．０８ １．３２ 

１００ ０．７９ ０．９１ ０．９４ １．１２ １．０９ １．３３ 

１５０ ０．９２ １．０３ １．０７ １．２５ １．２２ １．４５ 

 

           

             
【Ｓベンド】                        単位：ｍ 

呼び径 
Ｈ＝３００ Ｈ＝４５０ Ｈ＝６００ 

Ｚ ΣＬ Ｚ ΣＬ Ｚ ΣＬ 

 ５０ ０．６２ ０．７０ ０．７７ ０．９２ ０．９２ １．１３ 
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⑪チーズ 
 

チーズ                         単位：ｍ 

  

 
 
 

 ＥＦ両受けチーズ                      単位：ｍ 

  

呼び径 100 まで：２口継手 
 
呼び径 150：１口継手×２ 
 
 
 
 
 
 
  ＥＦ片受けチーズ 

単位：ｍ 
 

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 

呼び径 ｄ Ｉ Ｈ Ｌ 

 ５０  ５０ ０．１１ ０．１１ ０．２２ 

呼び径 ｄ Ｉ Ｈ Ｌ 

７５ ５０ ０．２７ ０．０４ ０．０８ 

７５ ７５ ０．２７ ０．０４ ０．０８ 

１００ ５０ ０．３３ ０．０６ ０．１２ 

１００ ７５ ０．３０ ０．０６ ０．１２ 

１００ １００ ０．３２ ０．０６ ０．１２ 

１５０ ７５ ０．４０ ０．２５ ０．５０ 

１５０ １００ ０．４０ ０．２５ ０．５０ 

１５０ １５０ ０．４０ ０．２５ ０．５０ 

呼び径 ｄ Ｚ１ Ｚ２ Ｌ Ｉ 

１５０ ７５ ０．２５ ０．４０ ０．６５ ０．４０ 

１５０ １００ ０．２５ ０．４０ ０．６５ ０．４０ 

１５０ １５０ ０．２５ ０．４０ ０．６５ ０．４０ 
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⑫Ｆ付きＥＦ両受チーズ 
 

単位：ｍ 

     

呼び径 100 まで：２口継手 
 
呼び径 150：１口継手×２ 
 

※ H 寸法に小数点第３位がある場合は、設計延長 L 寸法を固定するようにどちらかの H
寸法の小数点第３位を切り上げ、反対側を切り捨てする。 

  
 
⑬ＰＥ挿し口付鋳鉄製Ｔ字管 

単位：ｍ 

  

※ H 寸法に小数点第３位がある場合は、設計延長 L 寸法を固定するようにどちらかの H
寸法の小数点第３位を切り上げ、反対側を切り捨てする。 

 

 

⑭鋳鉄製ジョイント（ＨＰＰ用 メカニカル） 

                                  単位：ｍ 
 
                                
 
 

 

 
 
 
 
 

呼び径 ｄ Ｉ Ｈ Ｌ 

７５ ７５ ０．２４ ０．０４ ０．０８ 

１００ ７５ ０．２７ ０．０５５ ０．１１ 

１００ １００ ０．３０ ０．０５５ ０．１１ 

１５０ ７５ ０．２８ ０．２５ ０．５０ 

１５０ １００ ０．２６ ０．２５ ０．５０ 

呼び径 ｄ Ｉ Ｈ Ｌ 

 ７５  ７５ ０．１４ ０．３５５ ０．７１ 

１００  ７５ ０．１６ ０．３９５ ０．７９ 

１５０  ７５ ０．１９ ０．４７ ０．９４ 

１５０ １００ ０．１９ ０．４７ ０．９４ 

呼び径 
ＨＰＰ 

ｄ 
ＨＰＰ 
 ×ＨＰＰ 

Ｌ 

ＨＰＰ 
 ×塩ビ管 

Ｌ 

ＨＰＰ 
 ×鋳鉄管 

Ｌ 

５０ ５０ ０ ０ ０ 

７５ ７５ ０ ０ ０ 

１００ １００ ０ ０ ０ 

１５０ １５０ ０ ０ ０ 

１００ ７５ ０ － － 

１５０ １００ ０ － － 
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⑮鋳鉄製フランジ短管１号（ＨＰＰ用 メカニカル） 
単位：ｍ 

 

 
          
 
 
⑯鋳鉄製管帽（ＨＰＰ用 メカニカル） 
                         単位：ｍ 
 

 

 
 
 
 
 
⑰鋳鉄製チーズ              ⑱鋳鉄製Ｆ付きチーズ 

（ＨＰＰ用 メカニカル）         （ＨＰＰ用 メカニカル） 
 

              

 
        単位：ｍ                単位：ｍ 

呼び径 ｄ Ｉ Ｌ 

 

呼び径 ｄ Ｉ Ｌ 

５０ ５０ ０ ０ ７５ ５０ ０．１２ ０ 

７５ ７５ ０ ０ ７５ ７５ ０．１３ ０ 

１００ ７５ ０ ０ １００ ５０ ０．１４ ０ 

１００ １００ ０ ０ １００ ７５ ０．１４ ０ 

１５０ ７５ ０ ０ １００ １００ ０．１４ ０ 

１５０ １００ ０ ０ １５０ ５０ ０．１７ ０ 

１５０ １５０ ０ ０ １５０ ７５ ０．１７ ０ 

 
１５０ １００ ０．１９ ０ 

１５０ １５０ ０．２２ ０ 

 

呼び径 Ｌ 

 ５０ ０ 

 ７５ ０ 

１００ ０ 

１５０ ０ 

呼び径 Ｌ 

 ５０ ０ 

 ７５ ０ 

１００ ０ 

１５０ ０ 
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⑲変換ソケット（金属継手） 
 

単位：ｍ 
 

 
                  
 
 

呼び径 
ＨＰＰ 

ｄ 
ＰＥＰ 

Ｌ 

 ５０  ３０ ０ 

 ５０  ４０ ０ 

 ５０  ５０ ０ 
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８-５ 水道用硬質塩化ビニル管  ＨＩ－ＲＲ管、ＨＩ－ＶＰ管、ＶＰ管 
 

①ＨＩ－ＲＲ直管（片受け）       ②青銅製ソフトシール仕切弁 
 

             
 
               単位：ｍ             単位：ｍ 

 
 
 
                 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
③ ＨＩ－ＶＰ直管（受口無し）            ④ＶＰ直管（受口無し）   
 

            

 
 
 
 
 
 

 

呼び径 
外 径 
㎜ 

長さ 
ｍ 

重量 
㎏/本 

 ４０  ４８ ５．０  4.2 

 ５０  ６０ 〃  5.7 

 ７５  ８９ 〃 11.2 

１００ １１４ 〃 17.5 

１５０ １６５ 〃 34.5 

呼び径 Ｌ１ Ｌ 

３０ ０．０４ ０．０８ 

４０ ０．０５ ０．１０ 

５０ ０．０５ ０．１０ 

呼び径 
外 径 
㎜ 

長さ 
ｍ 

重量 
㎏/本 

 １３  １８ ４．０  0.7 

 ２０  ２６ 〃  1.2 

 ２５  ３２ 〃  1.8 

 ３０  ３８ 〃  2.1 

 ４０  ４８ ５．０  3.9 

 ５０  ６０ 〃  5.5 

 ７５  ８９ 〃 10.8 

１００ １１４ 〃 16.7 

１５０ １６５ 〃 32.8 

呼び径 
外 径 
㎜ 

長さ 
ｍ 

重量 
㎏/本 

１３ １８ ４．０ 0.7 

２０ ２６ 〃 1.2 

２５ ３２ 〃 1.8 

３０ ３８ 〃 2.1 

４０ ４８ ５．０ 3.9 
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⑤塩ビ製離脱防止内臓型継手 
（ＨＩ－ＲＲ用 両受け） 

 
                                         

単位：ｍ 

呼び径 
ソケット ９０° ４５° ２２°1/2 １１°1/4 

延長 Ｌ Ｌ Ｌ Ｌ 

４０ － － － － － 

５０ ０．０７ ０．２０ ０．１１ ０．０８ ０．０７ 

７５ ０．１３ ０．３１ ０．１６ ０．１１ ０．０８ 

１００ ０．１３ ０．３６ ０．１９ ０．１２ ０．０９ 

１５０ ０．１５ ０．５３ ０．２７ ０．１７ ０．１３ 

                      

呼び径 
受挿し異形 

ソケット Ｌ 

 ７５× ５０ ０．２３ 

１００× ７５ ０．２４ 

１５０×１００ ０．３３ 

   参考値：クボタシーアイ㈱ ＳＧＲ－ＶＮ 
 
⑥鋳鉄製離脱防止内臓型継手 
（ＨＩ－ＲＲ用 両受け） 
                                        

単位：ｍ 

呼び径 
ソケット ９０° ４５° ２２°1/2 １１°1/4 

延長 Ｌ Ｌ Ｌ Ｌ 

４０ － －    

５０ ０．０４ ０．１４ ０．０７ ０．０４ ０．０３ 

７５ ０．０５ ０．１６ ０．０７ ０．０４ ０．０３ 

１００ ０．０５ ０．２０ ０．１０ ０．０６ ０．０４ 

１５０ ０．０７ ０．３０ ０．１５ ０．１０ ０．０７ 

                        参考値：積水化学工業㈱ ＬＪ 
        ※ メーカーにより異なる。 
        ※ φ４０はコスモ工機㈱のスーパークイックＳＱＶのみ。 
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⑦鋳鉄製離脱防止内臓型チーズ 
（ＨＩ－ＲＲ用）                        単位：ｍ 
 
 

 

 
 
 
 
 
 

※参考値：積水化学工業㈱ ＬＪ 
 
 
⑧離脱防止内蔵型 Ｆ付きチーズ（台座付き） 
 
                                 単位：ｍ 
 
 

 
 

           ※参考値：コスモ工機㈱ 
 
⑨塩ビ製継手 
（ＨＩ－ＲＲ用） 
 

 
                             

単位：ｍ 

呼び径 
片受け 
９０° 

片受け 
４５° 

片受け 
２２°1/2 

片受け 
１１°1/4 

両受ｿｹｯﾄ 
Ｌ 

４０ 
Ｌ１ ０．２６ ０．１９ ０．１７ ０．１５ 

－ 
Ｌ２ ０．３６ ０．２８ ０．２６ ０．２５ 

 

呼び径 Ｌ１ Ｌ２ 

 ５０× ５０ ０．０４ ０．０４ 

 ７５× ５０ ０．０４ ０．０３ 

 ７５× ７５ ０．０６ ０．０６ 

１００× ５０ ０．０４ ０．０５ 

１００× ７５ ０．０５ ０．０６ 

１００×１００ ０．０６ ０．０６ 

１５０× ７５ ０．０６ ０．０７ 

１５０×１００ ０．０７ ０．０８ 

１５０×１５０ ０．１０ ０．１０ 

呼び径 フランジ径 Ｌ１ Ｌ２ 

５０ ７５ ０．０８ ０．１３ 

７５ ７５ ０．０９ ０．１５ 

１００ ７５ ０．０８ ０．１７ 

１５０ ７５ ０．０８ ０．２０ 
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８-６ 水道用ポリエチレン管  
 
① ＰＥＰ管（１種 軟質二層管）     ②ＰＥＰ管（２種 硬質単層管、仮設用） 

 

               

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
８-７ 鋼 管 ＳＧＰ－ＰＢ 
 

 

 

呼び径 
外 径 
㎜ 

長さ Ｌ 
ｍ 

重量 
㎏/ｍ 

１５A  21.7 ５．５  1.31 

２０A  27.2 〃  1.68 

２５A  34.0 〃  2.43 

３２A  42.7 〃  3.38 

４０A  48.6 〃  3.89 

５０A  60.5 〃  5.31 

６５A  76.3 〃  7.47 

８０A  89.1 〃  8.79 

１００A 114.3 〃 12.20 

 

呼び径 
外 径 
㎜ 

長さ Ｌ 
ｍ 

重量 
㎏/ｍ 

１３ 21.5 １２０ 0.18 

２０ 27.0 １２０ 0.27 

２５ 34.0 ９０ 0.42 

３０ 42.0 ９０ 0.60 

４０ 48.0 ６０ 0.79 

５０ 60.0 ４０ 1.22 

呼び径 
外 径 
㎜ 

長さ Ｌ 
ｍ 

重量 
㎏/ｍ 

７５ 89.0 ３０ 1.27 
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８-８ 割Ｔ字管 

 
① -1 割Ｔ字管 ＳＦ型                     単位：ｍ 

本管 分岐 
ＤＩＰ ＶＰ・ＳＰ ＨＰＰ 

Ｉ 大成 コスモ Ｉ 大成 コスモ Ｉ 大成 コスモ 

５０ ５０ ０．１７ ○ ○ ０．１５ ○ ○ ０．１８ ○ ○ 

７５ 〃 ０．２０ ○ ○ ０．２０ ○ ○ ０．２０ ○ ○ 

１００ 〃 ０．２０ ○ ○ ０．２０ ○ ○ ０．２０ ○ ○ 

１２５ 〃 ０．２０ ○ ○ ０．２０ － ○ － － － 

１５０ 〃 ０．２５ ○ ○ ０．２５ ○ ○ ０．２０ ○ ○ 

２００ 〃 ０．２５ ○ ○ ０．２５ － ○ 

 

２５０ 〃 ０．３０ ○ ○ ０．３０ － （○） 

３００ 〃 ０．３０ ○ ○ ０．３０ － （○） 

３５０ 〃 ０．３５ ○ ○ ０．３５ － （○） 

４００ 〃 ０．４０ ○ ○ ０．３５ － （○） 

４５０ 〃 ０．４０ ○ （○） ０．４０ － （○） 

５００ 〃 ０．４０ ○ （○） ０．４０ － （○） 

 
※（ ）は鋼板製 
 
① -２ 割Ｔ字管 Ｓ型（内ネジ）                 単位：ｍ 

本管 分岐 
ＤＩＰ ＶＰ・ＳＰ ＨＰＰ 

Ｉ 大成 コスモ Ｉ 大成 コスモ Ｉ 大成 コスモ 

５０ ５０ ０．１５ ○ ○ ０．１５ ○ ○ ０．１６ ○ ○ 
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②割Ｔ字管 Ｖ型 

 
                                  単位：ｍ 

本管 分岐 
ＤＩＰ ＶＰ・ＳＰ ＨＰＰ 

Ｉ 大成 コスモ Ｉ 大成 コスモ Ｉ 大成 コスモ 

７５ ７５ ０．３０ ○ ○ ０．３０ ○ ○ ０．３５ ○ ○ 

１００ ７５ ０．３０ ○ ○ ０．３０ ○ ○ ０．３５ ○ ○ 

〃 １００ ０．３０ ○ ○ ０．３０ ○ ○ ０．４０ ○ ○ 

１２５ ７５ ０．３０ ○ ○ ０．３０ － ○ － － － 

１２５ １００ ０．３０ － ○ － － － － － － 

１５０ ７５ ０．３０ ○ ○ ０．３５ ○ ○ ０．４０ ○ ○ 

〃 １００ ０．３５ ○ ○ ０．３５ ○ ○ ０．４０ ○ ○ 

〃 １５０ ０．４０ ○ ○ ０．４０ ○ ○ ０．４５ ○ ○ 

２００ ７５ ０．３５ ○ ○ ０．３５ ○ ○ 

〃 １００ ０．４０ ○ ○ ０．４０ ○ ○ 

〃 １５０ ０．４５ ○ ○ ０．４５ ○ ○ 

〃 ２００ ０．５０ ○ ○ ０．５０ ○ ○ 

２５０ ７５ ０．４０ ○ ○ ０．４０ ○ （○） 

〃 １００ ０．４０ ○ ○ ０．４０ ○ （○） 

〃 １５０ ０．４５ ○ ○ ０．４５ ○ （○） 

〃 ２００ ０．５５ ○ ○ ０．５０ ○ （○） 

３００ ７５ ０．４０ ○ ○ ０．４０ ○ （○） 

〃 １００ ０．４０ ○ ○ ０．４０ ○ （○） 

〃 １５０ ０．４５ ○ ○ ０．４５ ○ （○） 

〃 ２００ ０．５５ ○ ○ ０．５５ ○ （○） 

〃 ２５０ ０．６５ － ○ － － － 

〃 ３００ ０．６０ ○ ○ ０．５５ ○ － 

３５０ ７５ ０．４５ ○ ○ ０．４５ ○ （○） 

〃 １００ ０．４５ ○ ○ ０．４５ ○ （○） 

〃 １５０ ０．５０ ○ ○ ０．４５ ○ （○） 

〃 ２００ ０．５５ ○ ○ ０．５５ ○ （○） 

〃 ２５０ ０．６５ － ○ － － － 

〃 ３００ ０．６０ ○ ○ － － － 

４００ ７５ ０．４５ ○ ○ ０．４５ ○ （○） 

〃 １００ ０．５０ ○ ○ ０．４５ ○ （○） 

〃 １５０ ０．５０ ○ ○ ０．５０ － （○） 

〃 ２００ ０．６０ ○ ○ ０．６０ ○ （○） 

〃 ２５０ ０．６０ － ○ － － － 

〃 ３００ ０．６０ ○ ○ － － － 

※φ１５０以下…ＶＰ φ２００以上…ＳＰ 
※ （ ）は鋼板製 
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③割Ｔ字管 Ｖ型 

 
  φ１５０以下…ＶＰ φ２００以上…ＳＰ 
                           単位：ｍ 

本管 分岐 
ＤＩＰ ＶＰ・ＳＰ 

Ｉ 大成 コスモ Ｉ 大成 コスモ 

４５０ ７５ ０．５０ ○ ○ ０．５０ ○ （○） 

〃 １００ ０．５０ ○ ○ ０．５０ ○ （○） 

〃 １５０ ０．５５ ○ ○ ０．５０ ○ （○） 

〃 ２００ ０．６０ ○ ○ ０．６０ ○ （○） 

〃 ２５０ ０．７０ － ○ － － － 

〃 ３００ ０．６５ ○ ○ － － － 

５００ ７５ ０．５０ ○ ○ ０．５５ － （○） 

〃 １００ ０．５５ ○ ○ ０．５５ ○ （○） 

〃 １５０ ０．６０ ○ ○ ０．５５ ○ （○） 

〃 ２００ ０．６５ ○ ○ ０．６５ ○ （○） 

〃 ２５０ ０．７５ － ○ － － － 

〃 ３００ ０．７０ ○ ○ － － － 

６００ ７５ ０．５５ ○ ○ ０．５５ ○ （○） 

〃 １００ ０．６０ ○ ○ ０．５５ ○ （○） 

〃 １５０ ０．６５ ○ ○ ０．６０ ○ （○） 

〃 ２００ ０．７０ ○ ○ ０．７０ ○ （○） 

〃 ２５０ ０．８０ － ○ － － － 

〃 ３００ ０．７５ ○ ○ － － － 

７００ ７５ ０．６０ ○ － － － － 

〃 １００ ０．６０ ○ － ０．６０  － 

〃 １５０ ０．６５ ○ － － － － 

〃 ２００ ０．８０ ○ － ０．７５  － 

〃 ３００ ０．７５ ○ － － － － 

８００ ７５ ０．６５ ○ － － － － 

〃 １００ ０．６５ ○ － － － － 

〃 １５０ ０．７０ ○ － － － － 

〃 ２００ ０．８５ ○ － ０．８５  － 

〃 ３００ ０．８０ ○ － － － － 

 
※ （ ）は鋼板製 
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 ④割Ｔ字管 Ｆ型 

 
                            単位：ｍ 

本管 分岐 
ＤＩＰ Ｓ Ｐ 

Ｉ 大成 コスモ Ｉ 大成 コスモ 

１５０ ７５ ０．２０ ○ ○ ０．２０ ○ ○ 

〃 １００ ０．２０ ○ ○ ０．２０ ○ ○ 

〃 １５０ ０．２０ ○ ○ ０．２０ ○ ○ 

２００ ７５ ０．２０ ○ ○ ０．２０ ○ ○ 

〃 １００ ０．２０ ○ ○ ０．２０ ○ ○ 

〃 １５０ ０．２５ ○ ○ ０．２５ ○ － 

〃 ２００ ０．２５ ○ ○ ０．２５ ○ － 

２５０ ７５ ０．２５ ○ ○ ０．２５ ○ － 

〃 １００ ０．２５ ○ ○ ０．２５ ○ － 

〃 １５０ ０．２５ ○ ○ ０．２５ ○ － 

〃 ２００ ０．２５ ○ ○ ０．３０ ○ － 

〃 ２５０ ０．２５ ○ － ０．３０ ○ － 

３００ ７５ ０．３０ ○ ○ ０．３０ ○ － 

〃 １００ ０．３０ ○ ○ ０．３０ ○ － 

〃 １５０ ０．３０ ○ ○ ０．３０ ○ － 

〃 ２００ ０．３０ ○ ○ ０．３０ ○ － 

〃 ２５０ ０．３０ ○ － ０．３０ ○ － 

〃 ３００ ０．３０ ○ － ０．３５ ○ － 

３５０ ７５ ０．３０ ○ ○ ０．３０ ○ － 

〃 １００ ０．３０ ○ ○ ０．３０ ○ － 

〃 １５０ ０．３０ ○ ○ ０．３０ ○ － 

〃 ２００ ０．３０ ○ ○ ０．３０ ○ － 

〃 ２５０ ０．３０ ○ － － － － 

〃 ３００ ０．３５ ○ － － － － 

〃 ３５０ ０．３５ ○ － － － － 
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⑤ 割Ｔ字管 Ｆ型 

  
                                  単位：ｍ 

本管 分岐 
ＤＩＰ  

本管 分岐 
ＤＩＰ 

Ｉ 大成 コスモ  Ｉ 大成 コスモ 

４００ ７５ ０．３５ ○ ○ 

 

５００ ４００ ０．４０ ○ － 

〃 １００ ０．３５ ○ ○ 〃 ４５０ ０．４５ ○ － 

〃 １５０ ０．３５ ○ ○ 〃 ５００ ０．４５ ○ － 

〃 ２００ ０．３５ ○ ○ ６００ ７５ ０．４５ ○ － 

〃 ２５０ ０．３５ ○ － 〃 １００ ０．４５ ○ － 

〃 ３００ ０．３５ ○ － 〃 １５０ ０．４５ ○ － 

〃 ３５０ ０．３５ ○ － 〃 ２００ ０．４５ ○ － 

〃 ４００ ０．３５ ○ － 〃 ２５０ ０．４５ ○ － 

４５０ ７５ ０．３５ ○ － 〃 ３００ ０．４５ ○ － 

〃 １００ ０．３５ ○ － 〃 ３５０ ０．４５ ○ － 

〃 １５０ ０．３５ ○ － 〃 ４００ ０．５０ ○ － 

〃 ２００ ０．３５ ○ － 〃 ４５０ ０．５０ ○ － 

〃 ２５０ ０．４０ ○ － 〃 ５００ ０．５０ ○ － 

〃 ３００ ０．４０ ○ － 〃 ６００ ０．５０ ○ － 

〃 ３５０ ０．４０ ○ － ７００ ７５ ０．５０ ○ － 

〃 ４００ ０．４０ ○ － 〃 １００ ０．５０ ○ － 

〃 ４５０ ０．４０ ○ － 〃 １５０ ０．５０ ○ － 

５００ ７５ ０．４０ ○ － 〃 ２００ ０．５０ ○ － 

〃 １００ ０．４０ ○ － 〃 ２５０ ０．５０ ○ － 

〃 １５０ ０．４０ ○ － 〃 ３００ ０．５０ ○ － 

〃 ２００ ０．４０ ○ － 〃 ３５０ ０．５５ ○ － 

〃 ２５０ ０．４０ ○ － 〃 ４００ ０．５５ ○ － 

〃 ３００ ０．４０ ○ － 〃 ４５０ ０．５５ ○ － 

〃 ３５０ ０．４０ ○ － 〃 ５００ ０．５５ ○ － 
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⑥ 割Ｔ字管 耐震型 分岐 K 形挿し口 

 

                                  単位：ｍ 

本管 分岐 
直 90° 45° 

I 大成 コスモ I 大成 コスモ I 大成 コスモ 

７５ ７５ 0.64 ○ ○ 0.80 ○ ○ 0.73 ○ ○ 

１００ ７５ 0.66 ○ ○ 0.84 ○ ○ 0.76 ○ ○ 

〃 １００ 0.67 ○ ○ 0.88 ○ ○ 0.79 ○ ○ 

１５０ ７５ 0.69 ○ ○ 0.86 ○ ○ 0.79 ○ ○ 

〃 １００ 0.69 ○ ○ 0.91 ○ ○ 0.82 ○ ○ 

〃 １５０ 0.70 ○ ○ 0.99 ○ ○ 0.88 ○ ○ 

２００ ７５ 0.71 ○ ○ 0.87 ○ ○ 0.80 ○ ○ 

〃 １００ 0.72 ○ ○ 0.93 ○ ○ 0.84 ○ ○ 

〃 １５０ 0.73 ○ ○ 1.02 ○ ○ 0.90 ○ ○ 

〃 ２００ 0.73 － ○ 1.14 － ○ 0.92 － ○ 

２５０ ７５ 0.73 ○ ○ 0.90 ○ ○ 0.82 ○ ○ 

〃 １００ 0.74 ○ ○ 0.96 ○ ○ 0.87 ○ ○ 

〃 １５０ 0.75 ○ ○ 1.04 ○ ○ 0.93 ○ ○ 

〃 ２００ 0.82 － ○ － － － － － － 

〃 ２５０ 0.81 － ○ 1.26 － ○ 0.99 － ○ 

３００ ７５ 0.76 ○ ○ 0.92 ○ ○ 0.85 ○ ○ 

〃 １００ 0.77 ○ ○ 0.98 ○ ○ 0.89 ○ ○ 

〃 １５０ 0.78 ○ ○ 1.07 ○ ○ 0.95 ○ ○ 

〃 ２００ － － － － － － － － － 

〃 ２５０ 0.83 － ○ － － ○ － － ○ 

〃 ３００ 0.82 － ○ 1.29 － ○ 1.07 － ○ 

３５０ ７５ 0.79 － ○ 0.95 － ○ 0.88 － ○ 

〃 １００ 0.82 － ○ 1.02 － ○ 0.92 － ○ 

〃 １５０ 0.87 － ○ 1.16 － ○ 1.01 － ○ 
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⑦ 割Ｔ字管 耐震型 分岐 K 形挿し口 

 

                       単位：ｍ 

本管 分岐 
22°1/2 11°1/4 

I 大成 コスモ I 大成 コスモ 

７５ ７５ 0.68 ○ ○ 0.67 ○ ○ 

１００ ７５ 0.72 ○ ○ 0.70 ○ ○ 

〃 １００ 0.74 ○ ○ 0.71 ○ ○ 

１５０ ７５ 0.75 ○ ○ 0.73 ○ ○ 

〃 １００ 0.78 ○ ○ 0.76 ○ ○ 

〃 １５０ 0.82 ○ ○ 0.79 ○ ○ 

２００ ７５ 0.75 ○ ○ 0.74 ○ ○ 

〃 １００ 0.79 ○ ○ 0.76 ○ ○ 

〃 １５０ 0.85 ○ ○ 0.82 ○ ○ 

〃 ２００ － － － － － － 

２５０ ７５ 0.78 ○ ○ 0.76 ○ ○ 

〃 １００ 0.81 ○ ○ 0.79 ○ ○ 

〃 １５０ 0.87 ○ ○ 0.84 ○ ○ 

〃 ２００ － － － － － － 

〃 ２５０ － － － － － － 

３００ ７５ 0.80 ○ ○ 0.79 ○ ○ 

〃 １００ 0.84 ○ ○ 0.81 ○ ○ 

〃 １５０ 0.90 ○ ○ 0.87 ○ ○ 

〃 ２００ － － － － － － 

〃 ２５０ － － ○ － － ○ 

〃 ３００ － － ○ － － ○ 

３５０ ７５ 0.83 － ○ 0.82 － ○ 

〃 １００ 0.87 － ○ 0.84 － ○ 

〃 １５０ 0.94 － ○ 0.91 － ○ 
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⑧ 割Ｔ字管 耐震型 分岐 NS 形挿し口 

 

                                 単位：ｍ 

本管 分岐 
直 90° 45° 

I 大成 コスモ I 大成 コスモ I 大成 コスモ 

７５ ７５ 0.60 ○ ○ 0.81 ○ － 0.73 ○ － 

１００ ７５ 0.64 ○ ○ 0.82 ○ － 0.75 ○ － 

〃 １００ 0.66 ○ ○ 0.88 ○ － 0.79 ○ － 

１５０ ７５ 0.66 ○ ○ 0.85 ○ － 0.77 ○ － 

〃 １００ 0.68 ○ ○ 0.91 ○ － 0.82 ○ － 

〃 １５０ 0.70 ○ ○ 0.99 ○ － 0.88 ○ － 

２００ ７５ 0.67 ○ ○ 0.88 ○ － 0.80 ○ － 

〃 １００ 0.71 ○ ○ 0.93 ○ － 0.84 ○ － 

〃 １５０ 0.72 ○ ○ 1.02 ○ － 0.90 ○ － 

２５０ ７５ 0.70 ○ ○ 0.90 ○ － 0.82 ○ － 

〃 １００ 0.73 ○ ○ 0.96 ○ － 0.87 ○ － 

３００ ７５ 0.72 ○ ○ 0.93 ○ － 0.85 ○ － 

〃 １００ 0.76 ○ ○ 0.98 ○ － 0.89 ○ － 

〃 １５０ 0.77 ○ ○ 1.07 ○ － 0.95 ○ － 

３５０ ７５ 0.75 － ○ － － － － － － 

〃 １００ 0.81 － ○ － － － － － － 

〃 １５０ 0.87 － ○ － － － － － － 
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⑨ 割Ｔ字管 耐震型 分岐 NS 形挿し口 

 

                            単位：ｍ 

本管 分岐 
22°1/2 11°1/4 

I 大成 コスモ I 大成 コスモ 

７５ ７５ 0.71 ○ － 0.70 ○ － 

１００ ７５ 0.72 ○ － 0.71 ○ － 

〃 １００ 0.76 ○ － 0.74 ○ － 

１５０ ７５ 0.74 ○ － 0.73 ○ － 

〃 １００ 0.78 ○ － 0.76 ○ － 

〃 １５０ 0.82 ○ － 0.79 ○ － 

２００ ７５ 0.77 ○ － 0.76 ○ － 

〃 １００ 0.81 ○ － 0.79 ○ － 

〃 １５０ 0.85 ○ － 0.82 ○ － 

２５０ ７５ 0.80 ○ － 0.79 ○ － 

〃 １００ 0.83 ○ － 0.81 ○ － 

３００ ７５ 0.82 ○ － 0.81 ○ － 

〃 １００ 0.86 ○ － 0.84 ○ － 

〃 １５０ 0.90 ○ － 0.87 ○ － 
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⑩ 割Ｔ字管 耐震型 分岐 NS 形受け口 
 

 

                       
単位：ｍ 

本管 分岐 
NS 受け口 

I 大成 コスモ 

３５０ ３５０ 0.48 － ○ 

４００ ４００ 0.50 － ○ 

５００ ５００ 0.60 － ○ 
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⑪ 割Ｔ字管 耐震型 分岐 HPP 形挿し口 

 

 
                       単位：ｍ 

本管 分岐 
HPP 挿し口 

I 大成 コスモ 

７５ ５０ 0.67 ○ － 

〃 ７５ 0.69 ○ ○ 

１００ ５０ 0.68 ○ － 

〃 ７５ 0.70 ○ ○ 

〃 １００ 0.72 ○ ○ 

１５０ ５０ 0.71 ○ － 

〃 ７５ 0.72 ○ ○ 

〃 １００ 0.75 ○ ○ 

〃 １５０ 0.98 － ○ 

２００ ５０ 0.74 ○ － 

〃 ７５ 0.75 ○ ○ 

〃 １００ 0.77 ○ ○ 

〃 １５０ 1.03 － ○ 

２５０ ５０ 0.76 ○ － 

〃 ７５ 0.78 ○ ○ 

〃 １００ 0.80 ○ ○ 

〃 １５０ 1.03 － ○ 

３００ ５０ 0.79 ○ － 

〃 ７５ 0.80 ○ ○ 

〃 １００ 0.83 ○ ○ 

〃 １５０ 1.06 － ○ 

３５０ ７５ 0.90 － ○ 

〃 １００ 0.97 － ○ 

〃 １５０ 1.09 － ○ 



 8-51 

８-９ 寸法算出表 
① 曲管使用の寸法算出表 
 
 
 

 
 
 
 
 

 

 
 
② Ｓベンド寸法表 
                                 単位：㎜ 

 

θ 
求める

長さ 

与えられた 

長さ 
乗ずる値 

４５° 

Ｈ 
Ｓ ０．７０７１ 

Ｌ １．００００ 

Ｌ 
Ｓ ０．７０７１ 

Ｈ １．００００ 

Ｓ 
Ｈ １．４１４２ 

Ｌ １．４１４２ 

２２°1/2 

Ｈ 
Ｓ ０．３８２６ 

Ｌ ０．４１４２ 

Ｌ 
Ｓ ０．９２３８ 

Ｈ ２．４１４２ 

Ｓ 
Ｈ ２．６１３１ 

Ｌ １．０８２３ 

１１°1/4 

Ｈ 
Ｓ ０．１９５０ 

Ｌ ０．１９８９ 

Ｌ 
Ｓ ０．９８０７ 

Ｈ ５．０２７３ 

Ｓ 
Ｈ ５．１２５８ 

Ｌ １．０１９５ 

 呼び径 
９０° ４５° ２２°１/2 １１°１/4 ５°5/8 

Ｌ Ｈ Ｌ Ｈ Ｌ Ｈ Ｌ Ｈ Ｌ Ｈ 

Ｋ 

形 

７５ 692 692 893 370 981 195 1551 153 ― ― 

１００ 692 692 893 370 981 195 1551 153 ― ― 

１５０ 842 842 1120 464 1133 225 1551 153 ― ― 

２００ 1043 1043 1265 524 1291 257 1943 191 ― ― 

２５０ 1095 1095 1268 525 1295 258 1947 191 ― ― 

３００ 1397 1397 1412 585 1451 289 1951 192 2352 116 

 呼び径 
９ ０ ° ４ ５ ° ２２°１/2 １１°１/4 ５°5/8 

Ｌ  Ｈ  Ｌ  Ｈ  Ｌ  Ｈ  Ｌ  Ｈ  Ｌ  Ｈ  

Ｎ 

Ｓ 

形 

７ ５  500 500 683 283 673 134 693 68 698 34 

１ ０ ０  550 550 768 318 770 153 693 68 698 34 

１ ５ ０  650 650 768 318 866 172 693 68 698 34 

２ ０ ０  750 750 939 389 866 172 891 88 898 44 

２ ５ ０  850 850 1024 424 962 191 891 88 898 44 

３ ０ ０  730 730 785 325 702 140 634 62 589 29 

３ ５ ０  840 840 871 361 750 149 664 65 609 30 

４ ０ ０  965 965 973 403 818 163 713 70 648 32 

４ ５ ０  1105 1105 1075 445 875 174 743 73 668 33 
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単位 ： ㎜ 

 
 
 

 呼び径 
９０° ４５° ２２°１/2 １１°１/4 ５°5/8 

Ｌ Ｈ Ｌ Ｈ Ｌ Ｈ Ｌ Ｈ Ｌ Ｈ 

Ｇ
Ｘ
形 

７５ 480 480 682 282 692 137 673 66 678 33 

１００ 520 520 716 296 731 145 713 70 718 35 

１５０ 630 630 802 332 788 156 732 72 738 36 

２００ 750 750 904 374 865 172 812 79 818 40 

２５０ 850 850 973 403 884 176 812 79 818 40 

３００ 815 815 973 403 904 180 792 78 748 37 

４００ 1035 1035 1118 463 962 191 832 82 778 38 
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第９章  工事関係書類（出来形管理基準含む） 
 

第１節  出来形図及び竣工図等 

9-1-1 一般事項 

１ 出来形図は、工事の出来形を確認するためのものである。 

２ 竣工図は、工事目的物を図面上で確認し、将来の維持管理を容易に行うためのも

のである。 

 

9-1-2 作成要領 

出来形図及び竣工図の種類を以下に示す。 

また、各種図面の作成にあたっては、線種、線の太さ、線の濃淡、記号の大きさ等

に配慮し、必要な情報が読み取りやすい図面の作成を行うこと。 

１ 出来形図種類（変更設計図に出来形確認のため、出来形数量を赤書きしたもの） 

① 平面図   ② 配管詳細図   ③ 縦断図（φ500mm 以上） 

④ 横断図   ⑤ 構造図      

  ⑥ 舗装の切断延長と本復旧の面積展開図、区画線図等 

⑦ 路面復旧の展開図     ⑧ 仮設管平面図 

⑨ 撤去管・残置管平面図   ⑩ その他小構造物等必要な図面 

２ 竣工図等種類 

① 位置図   ② 平面図     ③ 縦断図（φ500mm 以上） 

④ 横断図   ⑤ 掘削標準図   ⑥ 配管詳細図 

 ⑦ 構造図   ⑧ 給水切替平面図 ⑨ オフセット図 

⑩ 撤去管・残置管平面図   ⑪ その他小構造物等必要な図面 

⑫ 給水切替台帳    ⑬ 水管橋及び添架工事がある場合は、添架台帳 

 

9-1-3 位置図 

１ 北を上方に図示し、縮尺を記載すること。 

２ 施工箇所の所在地を示すもので、町名及び目標となる著名な建物等の名称を記載

すること。 

３ 施工管路の位置を太い実線で記入する等施工箇所を明示すること。 

４ 縮尺は、1/2500 を標準とする。 

 

9-1-4 平面図 

１ 位置図の方位に向きを合わせ、方位、縮尺を必ず記載すること。 

２  縮尺は、1/1,000 を標準とし、目標物(公共施設等)・道路名・町名を記載するこ

と。 

３  分割して作成する時は、位置図において明示しておくこと。 

４  管種、口径、延長、弁栓類等（推進立坑の位置等）の種別及び位置を記載するこ

と。 

５  既設埋設物（既設管含む）の名称、位置、管種、口径を記載すること。 

６ 既設管と新設管を区別するため、記載する線の太さを変える。（既設管を細く、

新設管を太くを標準とする。） 

７  交差点内及び上越し、下越し等複雑な配管部は、既設埋設物を含めその状況が判

断できるよう詳細図を図示すること。 

８  布設替等では撤去管、残置管等を口径、管種もわかる範囲で記載するが、別に撤

去管・残置管平面図を作成してもよいものとする。 
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９  布設延長の距離表示は口径別延長とし、布設延長及び水平延長（カッコ内に記入）

に分けて表示し、ｍ単位で小数点以下第１位まで表示すること。 

10  給水切替は、給水取出し位置（分岐位置）と切替家屋の通し番号を記載するが、面

整備等で切替件数が多い場合は、別に給水切替平面図を作成してもよいものとする。 

11  測点を記入すること。分岐路線の場合には、分岐点側を起点として測点を設定す

ること。（分担金工事における新設路線の場合も含む。 

12  工事起終点及び口径変化点がわかるよう「      」左記の記号を用いて図

示するが、工事起終点の場合には口径変化点と区別するため、既設管と新設管で記

載する線の太さを変えること。（既設管を細く、新設管を太くを標準とする。 

13  管路は、平面図用口径記号（第 7 章参照）を用いて図示すること。 

14  排水設備は、排水方向とφ〇〇排水設備と記載する。 

15 受託・分担金工事等は申請者の位置を記入する。 

16 仮設に使用した不断水仕切弁を明示する。 

 

9-1-5 縦断図（φ500 ㎜以上、または必要に応じて作成） 

縦断曲線の起点、終点、半径および方向、測点、距離、地盤高、勾配、管中心高、

管天端高、掘削深さ、土被り、地下埋設物等を記載すること。 

縦断図は、起工測量による詳細な測量結果に基づき記載すること。（起工測量結果の

報告が必要） 

 

9-1-6 横断図 

１  道路は測点ごとに、河川、橋梁等は横断面図に管の占用位置及び構造物の形状寸

法と位置等を記載すること。 

２  他占用管のある場合、水道管との離隔を測定し、口径、管種を記載すること。 

３  測点ごとに作図すること。ただし、同一断面の場合は省略することができるもの

とする。 

４  作図では、縁石、側溝、地下埋設物の大きさ・種類、道路中心及び官民境界等を

記入したものに配水管の位置・土被り・口径・管種を記載すること。ただし、片

側２車線以上の道路については、半断面の記載でよいものとする。 

 

9-1-7 掘削標準図 

既設舗装厚、掘削深さ、埋設深度、保護砂、路床土入替、下層路盤、舗装復旧、埋

設標識シート位置等の詳細について、施工する断面ごとに記載する。また、ＨＰＰ管

でナイロンスリーブを施工する場合は、明記する。 

 

9-1-8 配管詳細図 

１  方位は、位置図と向きを合わせる。 

２  複数枚に渡る場合は、各詳細図に路線名を記載した位置図を図示すること。 

３  平面図では判明しにくい部分（交差点内、伏越工等）は位置、土被り、形状寸法

等を記載し、必要に応じて断面図等を作成すること。 

４  管種、口径、延長、変化点間の距離、弁栓類の種別、継手番号（出来形図のみ）

を記載すること。（変化点間の距離とは、分岐点、弁栓類筐等の中心点、管末端、

既設管連絡箇所等の点間距離をいう）継手番号を記載することで煩雑となる場合は、

寸法線等を削除した配管詳細図に継手番号を記載した図面を別に作成してもよい。 

５ ＨＰＰ管でナイロンスリーブを施工する場合は、寸法線最下段の延長の上に「ナ

イロンスリーブ施工区間」と明記する。 
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６  口径 50 ㎜以上の仕切弁を使用した場合は、製造メーカー名を記載すること。（竣

工時） 

７  仕切弁ブロック、消火栓ブロック等で標準積高以外は積高及び使用した嵩上げ材

を記載すること。 

８  オフセットマーカーを設置した場所は図上に所定の記号を用いて表示すること。 

９  既設埋設管を上下越しにて交差する場合は、既設埋設管の位置を直管１本の範囲

以内で破線により図示し、名称・口径・深度・離隔寸法等必要事項を明示すること。 

10  割Ｔ字管、不断水仕切弁・特殊割押輪、特殊押輪を使用した場合は、名称・口

径・型式・製造メーカー名を記載すること。（メーカー名は竣工時） 

11 鋳鉄管の溝切加工した個所には「 ▼ 」を記載する。 

12  伸縮可とう管を使用した場合は、接合方式（ＵＳ、ＦＦ等）、偏心量・製造メー

カー名を記載すること。（メーカー名は竣工時） 

13 仮設撤去後も本管に残る仮設材料を記載する。（割Ｔ字管、フランジ蓋、サドル

分水栓、分水栓キャップ、オフセットマーカー等） 

14  寸法線の記載方法 

 

 

 15 維持管理上ＧＩＳに入力する必要があるため、消火栓を設置した場合には消火栓

番号（新規設置の場合は、消火栓検査時に消防署が付番する番号）を記入する。消

火栓番号が不明の場合は、警防救急課に問合せする。 

 

9-1-9 側面図 

伏越工、添架工、推進工、軌道下横断、水管橋等の場合は、管、構造物の位置、形

状寸法等を記載すること。 

 

9-1-10 構造図 

添架、推進、弁室、防護工等について作図すること。 

 

上段 
口径の変化点・管種 

中段 
仕切弁・消火栓地上計測部分 

下段 
曲げ点・仕切弁・消火栓・ 
管種変化点すべて 
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9-1-11 オフセット図 ※竣工図のみ 

１ オフセット図は、仕切弁の位置を記録するために作成する。 

２ 公共地上目標物（固定物を２点、現地に目標物がない場合は１点）から直線、ま

たは曲線を引き寸法を記入すること。ただし、やむを得ない場合は、民間の地上

目標物でも可とする。ただし、この場合は、目標物の名称を記載すること。 

３ 現地との位置関係がわかりにくい場合は、図内に位置図を作図すること。 

４ 複数枚に渡る場合は、相互図面の関係がわかるようにインデックス（見出し）に

工夫すること。 

 

9-1-12 給水切替平面図 

 新設管が記載された平面図に給水取出し位置（分岐位置）と切替家屋の通し番号を

記載する。配管平面図に記載できる場合は、それで足りるものとする。 

 

9-1-13 仮設配管平面図 

１ 仮設位置、口径、延長、仮排水設備、仮給水箇所を明示する。 

２ 仮給水箇所は通し番号を記載するが、給水切替平面図と通し番号を整合しておく

と後々の管理がしやすい。（仮設だけ、本設だけの箇所がある場合は、必ずしも番

号が整合しなくてもよい） 

３ 施工に必要な仮設材料を明示する。（不断水仕切弁、割Ｔ字管、サドル分水栓、

オフセットマーカー等） 

 

 9-1-14 撤去管・残置管平面図 

１ 撤去管及び残置管の位置、口径、延長、閉栓箇所を明示する。 

２ 閉栓箇所は、閉栓方法を明記する。（継輪メカ栓、モルタル充填等） 

 

 9-1-15 舗装復旧図（本復旧） 

舗装復旧の位置、構成、幅及び延長を明示し、面積計算可能な展開図を作成する。 

 

9-1-16 図面サイズ及び縮尺 

１ 提出する図面サイズはＡ１～Ａ３版とする

が、Ａ１、Ａ２とする場合は、Ａ３版に縮小し

ても図、文字が読み取れるよう作成すること。 

２ 図面ラベルを図面の右下に配置することを標

準とし、必要事項を記載すること。 

３ 図面の縮尺は原則として、次の基準によるも

のとする。また、各図とも縮尺は必ず記載する

こと。ただし、基準によりがたいときは、その

作図に適した縮尺を選ぶこと。 

① 位置図 … 1/2,500～1/10,000 

② 平面図 … 1/1,000 または 1/500（原則 1/1,000） 

③ 横断図 … 1/100 

④ 詳細図 … 任意  スペース及びレイアウトを紙面に適切に配置する。 

⑤ 側面図 … 1/100 

⑥ 断面図 … 1/20 

⑦ 構造図 … 任意  小構造物についてのみ明示するものとする。 

平成２７年度

工 事 名

工事場所

路 線 名

名　　称

図　　番 2/10 縮　　尺

施工業者 ○○○○ 管工

豊　田　市　上　下　水　道　局

竣　　工　　図

水道管○○工事

豊田市　○○町ほか　地内

市道　○○○○ 線 ほか

平　面　図

1/1000

 
 

図面ラベル様式・記載例 



 9-5 

9-1-17 給水台帳 

１ 給水台帳は、将来の維持管理のため給水管理台帳として作成するものである。 

２ 図面の作成に際しては、明瞭かつ正確に豊田市上下水道局の最新の「給水装置工事

の施工基準」に決められた作図法で書くこと。 

３ 単位は管及び水栓の口径はミリメートル(㎜)、管の延長、道路幅員等はメートル(ｍ)

とし、少数１位(少数２位を四捨五入)とする。 

４ 図面上の各種表示記号は、給水装置標準記号を用いること。 

５ 給水切替工による作成では、下記事項を記載すること。 

① 位置図、配置図、詳細図は、向きを一致させ、バランスよく配置すること 

② 本管の管種、口径、土被り 

③ サドル口径(φ○○×△) 

④ 副弁付止水栓の口径 

⑤ ＣＰソケット、ロングベンド等を使用した場合は、詳細図に記載のこと 

⑥ 本管から官民境界までの距離 ※平面延長で記載する。 

⑦ 配置図には、家屋の位置を図示すること 

⑧ 給水台帳の右下に工事竣工図№が記載できる欄を設けること 

⑨ 施工工事店記入欄右隅に給水切替番号を記載すること 

⑩ 第４章第９節 4-9-1 の５に基づき、量水器まで切替できない場合は、その理由

を記載すること。 

 

給水装置管理台帳 記載例 

 

認
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第２節 施工計画書（仕 P1-6、現場必携 P2-43～73） 

9-2-1 一般事項 

１ 施工計画書は、契約書と設計図書に基づいて契約の工期内に品質規格にあった工

事目的物を適正に完成するために必要な手順と工法等について記載するものであ

るので、請負者は、契約条件と現場条件等を十分に把握し、多角的に検討を行い作

成し、工事着手前又は施工方法が確定した時期に監督員に提出しなければならない。

また、内容を下請負者に周知するものとする。 

２ 施工計画書の内容に変更が生じた場合には、その都度、当該工事に着手する前に

変更に関する事項について、変更施工計画書を作成し、監督員に提出すること。 

３ 前項の変更のうち、特に、①新規工種の追加、②安全管理方法の変更 のいずれ

かに該当する場合は重要な変更とみなし、必ず変更施工計画書を提出しなければな

らない。 

 

9-2-2 記載項目 

施工計画書には次の項目を記載するものとし、表紙部には 9-2-4 に示す「施工計画

書作成例」に準じて施工計画書タイトル、工事名等の契約書記載事項、請負業者名、

目次を記載する。 

ただし、請負者は当初請負代金額が 4,500 万円未満の工事については、設計図書

（特記仕様書等）に示す場合を除き、記載内容の一部を省略する。省略する項目は、

下記の（２）、（４）、（５）、（６）、（10）、（11）とする。 

（１）実施工程表 （２）現場組織表 （３）安全管理 

（４）指定機械及び主要機械 （５）主要資材  

（６）施工方法（主要機械、仮設備計画、工事用地等を含む） 

ただし、特殊な工法、つり足場使用工事は省略不可 

（７）施工管理計画 （８）緊急時の体制及び対応 （９）交通管理 

（10）環境対策 （11）現場作業環境の整備  

（12）再生資源の利用の促進と建設副産物の適正処理方法  

（13）法定休日・所定休日（週休２日の導入） （14）その他 

※   は記載の省略が可能な項目である。 

※省略項目のうち特記仕様書に施工計画書に記載するように明記されている場

合には省略ができないものとする。 

 

9-2-3 作成要領（現場必携 P2-43～73） 

１ 実施工程表（計画） 

契約書の工期に基づき、バーチャート、曲線式工程表、ネットワーク式工程表な

ど工事内容に適した工程表で示す。(契約当初に提出した工程表とは異なり、詳細

な内容を示したもの、１枚で足りなければ２枚以上も可） 

各工種について作業の始めと終わりが判るように作成するとともに、気象、特に

降雨、気温等によって施工に影響の大きい工種については、過去のデータ等を十分

調査し、工程計画に反映させる。 

実施工程表の記事欄には、変更契約及び工程に関わる事項が発生した日に、その

内容を記載する。（例：変更協議、変更契約、工期延期、工程見直し（20%の差違）） 

２ 現場組織表 

① 現場代理人、主任（監理）技術者の他、施工管理担当者、安全巡視員等の現場施

工に必要な責任者（担当者）を定め現場組織表を作成する。責任者は、夜間・休

日の連絡先を記載する。また、現場組織表は、現場における組織の編成及び命令
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系統ならびに業務分担が判るよう記載し、専門技術者、品質証明員を置く工事に

ついては、これを記載する。 

② 現場代理人及び監督員のメールアドレスを記載する。 

③ 請負代金額に関わらず、下請負契約を締結した場合は、施工体系図を作成し監督

員に提出する必要がある（仕 P1-9）ため、施工計画書に添付のこと。 

３ 安全管理 

① 安全委員会の構成又は安全管理の組織表を作成し、安全活動の方針、安全対策、

事故発生時の措置（連絡方法等）及び安全訓練等の実施について記載する。 

② 安全管理について必要なそれぞれの責任者及び組織、安全活動の方針について以

下の事項を参考に記載する。 

  ア 工事安全管理対策 

・安全委員会の構成又は安全管理の組織 

・作業主任者一覧表の掲示 

・危険物を使用する場合は、その保管及び取扱い 

・その他必要事項(労働基準監督署への届出等に際しての監督員への報告等) 

  イ 第三者施設安全対策 

・家屋、商店街等の第三者施設と近接して工事を行う場合の安全対策 

・水道、ガス、電気、電話等の占用物件と近接して工事を行う場合の安全対策 

・鉄道、他の管理者の施設(橋脚等)と近接して工事を行う場合の安全対策 

  ウ 安全教育・安全訓練等を始めとした安全活動の計画 

・安全活動の実施内容、参加者、頻度等 

・安全教育・安全訓練等の具体的な計画を工事の内容に応じた次の事項 

（１）工事期間中の月別安全訓練等実施全体計画 

      （２）全体計画には、下記項目の活動内容について具体的に記載する。 

１）月別の安全訓練等の実施内容、工程にあわせた適時の安全項目 

２）資機材搬入者等一時入場者への工事現場内誘導方法 

３）現場内の業務内容及び工程の作業員等への周知方法 

４）ＫＹ及び新規入場者教育の方法 

５）場内整理整頓の実施 

  エ 現場管理 

    現場の管理方法、保安施設の設置計画、建設機械の災害防止 

  オ 安全管理組織表 

    作成時は、愛知県建設局の「施工体制の適正化に向けての現場点検の手引

き（案）」を参考とし、各衛生管理者等を設置する。現場作業員が常時１０

人以上いない場合は選任の必要はないが、安全衛生に関する措置について作

業員の多少は関係なく、常時１０～４９ 人の場合の体制に準ずることが望

ましい。 

③ 万が一の事後発生時における救急指定病院、関係機関及び被災者宅等への連絡方

法を記載する。 

④ 労働安全衛生法と安全管理のしくみ等については、国土交通省中部地方整備局企

画部編集「安全サポートマニュアル」を参照する。（同局のホームページで公表） 

４ 指定機械及び主要機械 

①  工事に使用する排出ガス対策型建設機械及び設計図書で使用が義務付けられた

低騒音型・低振動型建設機械等の指定機械ならびに主要機械の機種、性能、台数

等についての一覧表を作成する。 

② 特殊なものを使用する場合はそのカタログ等の説明書を添付する。 
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③ 特別な推進などの工法を使用する場合は記載する｡ 

④ 設計図書に指定が無ければ「なし」と記載する。 

５ 主要資材 

① 工事に使用する主要資材について、名称、規格、数量、製造会社、搬入時期等

の一覧表を作成する。 

② 局承認材料以外の材料について記載する。(添架、水管橋、推進工法等の材料) 

③ 局承認材料は一括承認しているため、施工計画書への記載を省略できる。省略す

る場合は「豊田市上下水道局承認材料については記載省略」と記載する。ただし、

別途提出する「工事材料の品質規格に関する資料」には、管材等の一覧表は添付

するものとする。 

６  施工方法 

① 主要工種について、工事の安全を考慮して主要な工種ごとの施工フロー、施工

順序等を記述する。ただし、一般的な施工方法（水道管工事標準仕様書に記載工

法）は、省略することができる。 

② 他工事との関係調整、地下埋設物件の対策、用排水路調査、他官公庁との協議、

工事公害に対する配慮、地元への周知、苦情に対する措置方法等は必要に応じて

記載する。 

③  仮締切、仮道路、仮橋、仮土留、防護工等主要な施設については記述する。主

要な仮設工は必要に応じて構造計算書を添付する。（土留め工を設置する場合の

土圧計算書の添付は必須。） 

④  監督員の行う段階確認等について、確認時期、項目などについて記載する。遠

隔も同じ。 

７ 施工管理計画 

（１）工程管理 

工程管理の方法を記載する。また、実施工程表どおりに工事が進捗しない場合

の改善措置について記載する。 

（２）出来形管理 

施工管理基準（第５節参照）に基づき当該工事に必要な測定項目、試験項目を

記載する。主要なものは試験方法、管理不法、試験場所等も記載する。 

（３）品質管理 

施工管理基準（第９節参照）に基づき当該工事に必要な測定項目、試験項目を

記載する。主要なものは試験方法、管理不法、試験場所等も記載する。 

（４）写真管理 

写真管理に基づき撮影計画を記載する（第３節参照）。 

８ 緊急時の体制及び対応 

① 異常気象時の防災管理体制、災害発生時の対策、緊急時の連絡系統図・連絡方法

について記載する。 

② 大雨、出水、強風等の異常気象時における作業現場の防災管理体制と災害発生時

の対策及び作業現場内において事故発生又は、その恐れがある場合の体制と対策

等について記載するほか、緊急時の連絡系統、連絡方法も系統図で表示する。 

③  「南海トラフ地震臨時情報」が発せられた場合の臨機の措置を記述するほか、

作業員の緊急避難場所（避難経路を含む）を作成し、添付する。（現場に掲示す

るものについて事前の確認） 

④ 熱中症における緊急連絡体制を別途記載する。 

９ 交通管理 

① 工事に伴う交通対策と交通処理等について記載する。 
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② 工事施工にあたっては、交通渋滞による社会的損失を極力抑えるため、路線の交

通特性等を十分検討(交通ピーク時をはずす、事前予告等)のうえ、交通処理計画を

立てるものとする。 

また、具体的な保安設備(交通誘導警備員を含む)配置計画、通学路対策、支道及

び出入り口対策、主要資材の搬入・搬出経路、過積載運搬の防止対策等について詳

しく記載する。 

迂回路を設ける場合には、迂回路の図面及び保安設備、迂回路標示板、道路標識

(｢まわり道｣)の配置図ならびに交通誘導警備員等の配置についても記載する。 

上記を確認するため保安設備図、道路使用許可証(写)を添付する。 

③ 過積載を防止するための積載量の管理、点検方法、積載量監視責任者、工事関係

者への過積載防止の周知、啓発活動等必要な事項を記載する。 

④ 建設機械、資材の運搬にあたり、道路法第４７条第１項、車両制限令第３条にお

ける一般的制限値を超える車両を通行させようとする場合は、運搬資機材ごとに

運搬計画（車種区分、車両番号等、車両緒元及び積載重量、資材の積載限度数量、

通行経路、許可証の有効期限等の確認方法と確認頻度）を記載する。 

10 環境対策 

① 工事現場周辺地域の生活環境の保全及び円滑な工事施工を目的として、環境保全

対策及び騒音・振動公害防止対策について記述する。 

  ・騒音、振動、排出ガス対策 

  ・水質汚濁対策 

  ・粉じん対策 

  ・現場で日々発生する建設副産物の分別処理対策 

  ・セメント及びセメント系固化材を使用した改良土の六価クロム溶出試験実施 

  ・家屋調査、地下水位観測等の事業損失防止対策 

② 「地域住民・第三者との連絡」について、どのような対策を計画するか、区長や

改良区の工区長などにどのように説明するかを記載する。（団地内は通行しない、

低速走行、ガソリン車使用、通学路は工事車両を迂回させるなど） 

③ 特定建設作業実施届出書(写)、地元への案内文書を添付する。 

11 現場作業環境の整備 

工事現場の現場環境改善は、周辺住民への生活環境への配慮及び一般住民への建

設事業の広報活動、現場労働者の作業環境の改善を行うことを目的とし、現場事務

所、作業員宿舎、休憩所または作業環境等の改善を行い、快適な職場を形成すると

ともに、地域とのコミュニケーションや現場周辺の環境整備等が求められている。 

この趣旨を理解して、工事現場の現場環境改善等について記載する。 

なお、設計図書において、現場環境改善対象工事と明示された場合は、実施する

具体的な内容・実施期間について記載する。 

さらに、熱中症対策の具体的な実施内容・実施期間を明記する。 

12 再生資源の利用の促進 

① 仮設ＰＥＰの再利用・レンタル管の使用・再生アスファルト混合物・再生砕石を

使用する旨、撤去材は中間処理場で再利用を図る旨を記載する。 

② 再生資源の利用に関する法律に基づき、建設副産物に係る利用促進及び処理計

画に関する事項を記載する。鋳鉄管、塩ビ管、石綿管などの撤去管の処理方法に

ついても記載する。 

③ 工事ごとに処理し、完成後に保管・野積みが絶対にないようにすること。また完

成検査時には、再生資源利用実施書・再生資源利用促進実施書[ＣＯＢＲＩＳ、建

設発生土を一定量以上搬出入する場合の確認票などを提出すること。 
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13 法定休日・所定休日（週休２日の導入） 

  「豊田市上下水道局週休２日制工事実施要領」に基づく月単位の週休２日（休工）

の取得計画を記載する。 

14 その他 

設計図書で施工計画書に明記又は記載するよう指定されているもの及び監督員

の指示事項を記載する。 

例） 

・高度技術・創意工夫（事故防止対策における安全活動を含む（特に事故防止重

点対策については特記仕様書に記載された事項の具体的な方法を明記）） 

・社会性等に関する実施状況がある。 

 

添付資料） 

・再生資源利用計画書 

・再生資源利用促進計画書[ＣＯＢＲＩＳ様式]（位置図、運搬経路図） 

・再生資源利用促進計画の作成に伴う結果確認票（様式４） 

※建設発生土等の実施要領に基づき、必要となる場合 

・残土捨場承諾書（写）（残土処理地の許可書の写し及び位置図、運搬経路図） 

※ 改良土プラントへ搬出する場合には承諾書（写）は不要で、プラントの許可

証の写し、位置図、運搬経路図のみを添付する。 

・土地使用承諾書（写）及び位置図（資材置場等を借地する場合のみ） 

・廃棄物処理委託契約書（写） 

・収集運搬、処理業者の許可書（写） 

・特定建設作業実施届（写） 

・道路使用許可書（写） 

・溶接資格者証（写） ※溶接工事のある場合 

・配水管技能者登録証（写）、ＨＰＰ施工講習受講証（写） 

・特定化学物質等作業主任者技能講習終了証（写） 

・現場における作業主任者の資格証（写） 

[例として、地山掘削、土留支保など] 

※ 作業主任者の資格証（写）の添付は作業主任者の選任をした場合に添付する。 

選任が無い場合や該当の無い資格者証の添付は不要。 

・その他工事に必要と思われるもの。 
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9-2-4 施工計画書作成例（現場必携 P2-43～73） 

 

 １ 施工計画の作成例を次に示すが、現場に即した内容に適宜変更すること。 

 

 

 

 

施 工 計 画 書 
 

 

工 事 名    配水管○○○工事 

 

路 線 等 の 名 称  市道○○○○○線     

 

工 事 場 所  豊田市○○○○町地内 

 

工    期  令和○○年○月○日 ～令和○○年○月○日 

 

請 負 代 金 額  ○○○○○○○○円（消費税を含む） 

 

 

目  次 

 

（１） 実施工程表 ・・・・・・・・・ １ 

（２） 現場組織表 ・・・・・・・・・ ３ 

（３） 安全管理 ・・・・・・・・・ ５ 

（４） 指定機械及び主要機械 ・・・・・・・・・ ７ 

（５） 主要資材 ・・・・・・・・・ ７ 

（６） 施工方法（主要機械、仮設備計画、工事用地等を含む） ・・・ ８ 

（７） 施工管理計画 ・・・・・・・・・ 10 

（８） 緊急時の体制及び対応 ・・・・・・・・・ 15 

（９） 交通管理 ・・・・・・・・・ 16 

（10） 環境対策 ・・・・・・・・・ 16 

（11） 現場作業環境の整備 ・・・・・・・・・ 17 

（12） 再生資源の利用の促進と建設副産物の適正処理方法 ・・・ 18 

（13） 法定休日・所定休日（週休２日の導入） ・・・・・・・ 18 

（14） その他 ・・・・・・・・・ 19 

 

請 負 者       ○○○○○○○会社      ℡  ○○－○○○○ 

     （現場作業事務所 住所 豊田市○○町○○ ℡  ○○－○○○○） 

※ 現場作業事務所は設置した場合のみ 

     発 注 者   豊田市上下水道局（〇〇○○課） ℡  ○○－○○○○ 
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（１）実施工程表（現場必携P2-47、48） 
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（２）現場組織表 （現場必携 P2-49） 

 

【現場事務所】 

 

所在地      豊田市  ○○○○町 

電  話      ○○  －  ○○○○ 

 

 

 

【現場組織表】 

 

※ 現場代理人、監督員のメールアドレスを記入すること。 

 

  注１）品質証明員は、特記仕様書で品質証明の対象工事と明示された場合に配置 

                                                              （仕P1-21） 

  注２）監理技術者補佐は、特例監理技術者（監理技術者の兼務）を配置した場合に配

置（第１章第１節1-1-54 監理技術者の特例） 

 

 

        

現場事務所がない場合は省略 
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【施工体系図】 記載例（現場必携Ｐ2-78、施工関係様式 P5-70参考） 

 

 

 

 
施工体系図は、建設業法で定められた様式はないため、愛知県建設局土木工事現場必

携に掲載のある様式を参考掲示した。 
この様式によらない場合も、網掛け部分は建設業法で記載することが定められた事項

であるため、記載漏れがないよう注意すること。 
施工計画書に施工体系図を添付しない場合は、打合簿にて別途提出すること。 
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（３）安全管理（現場必携 P2-50） 

・工事現場内の安全管理については、過度な作業時間を削減し、余裕を持って作業をする

ことに心がけるなど、作業員の労働災害の防止を図ります。 

・工事期間中は、毎日、安全巡視等を行い、第三者に対する災害の絶無を図るように努め

ます。 

・安全対策として下記の組織を構成し、事故発生時における連絡表を次に定めます。 

・安全訓練の実施については、月当り半日以上の時間を割当て実施し、実施項目及び状況

写真は安全訓練実施報告書に整理・保管し、監督員及び検査員からからの請求があった

場合は速やかに提示します。 

・作業開始前にも、毎朝安全ミーティングを行い、安全に関する指導を行います。 

 

＜安全・訓練の実施項目＞ 

① 安全活動のビデオ等視覚資料による安全教育 

② 工事現場安全パトロールの実施方法 

③ 工事現場、材料置場等の管理方法 

④ 地下埋設物の事故防止対策方法 

⑤ 当該工事内容の周知徹底 

⑥ 当該工事における災害対策訓練 

 

指導者と参加者の職種と氏名 指導者 ○○○○ 

参加者 ○○○○、○○○○、 

    ○○○○、○○○○ 

 

＜安全管理の組織＞ 

（ア）工事現場内の安全管理については、作業員の労働災害の防止及び疾病を予防す

るとともに、第三者に対する公衆災害を防止するため、安全管理の組織を下図の

とおり定めます。 

また、作業主任者一覧表を、工事現場の関係労働者が見やすい箇所に掲載しま

す。 注１） 
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（イ）安全活動を下表のとおり実施する。 （現場必携 P2-52） 

 

安全活動の内容 場 所 参加者 頻 度 摘 要 

朝礼 現場 全現場作業従業者 毎作業日  

作業ミーティング 事務所 職長 毎作業日  

ＫＹ活動 現場 全現場作業従業者 毎作業日  

作業手順打合せ 現場 全現場作業従業者 随時  

新規入場者教育 
事務所 

現場 
新規入場者 随時  

安全教育・安全訓練 事務所 全現場作業従業者 
月当たり 

半日以上 
月別全体計画は下表 

災害防止協議会 事務所 安全管理担当職員 月１回 協力会社を含む 

安全巡視 現場 安全巡視員 毎作業日 常に腕章を着用 

店社安全パトロール 現場 店社担当職員 月１回 必要がある場合 

 

 

 安全教育・安全訓練の月別全体計画 

 

月度 安全教育・安全訓練の計画 摘 要 

○月度 当該工事内容の周知徹底、地下埋設物の事故防止対策方法  

○月度 交通事故防止(特記仕様書第９条)、過積載運搬の防止  

○月度 重機事故防止、熱中症対策、工事現場･材料置場等の管理方法  

○月度 
当該工事における災害対策訓練、 

工事現場安全パトロールの実施方法 
 

○月度 安全活動のビデオ等視覚資料による安全教育  

 

 

＜安全管理の組織の留意点＞ 

注１）現場に掲示する作業主任者一覧表には、労働安全衛生規則第１８条の規定により、作業主任者

の氏名及びその者に行わせる事項を記載する。 

注２）「に準ずる者」は、現場で作業する者が、常時１０～４９人の場合、配置する。（平成５年３

月３１日付け基発第２０９号「労働省労働基準局長 中規模建設工事現場における安全衛生管理

の充実について」（現場必携 Ｐ２－４７参照）） 

現場作業員が常時１０人以上いない場合は、「に準ずる者」の選任は、必要ないが、安全衛生

に関する措置について作業員の多少は関係なく、常時１０～４９人の場合の体制に準じることが

望ましい。 

注３）①店社安全衛生管理者を選任する場合には、元方事業者の現場にいる担当者（現場代理人等を

記載する。②統括安全衛生責任者は、事業の実施を統括管理する者を選任すること。元方安全衛

生管理者は、その事業場に専属の者を選任すること。統括安全衛生責任者及び元方安全衛生管理

者は、現場に常駐することが望ましい。 

 

第1章 1-1-32  11 
「月別安全･訓練等実施全体計
画を施工計画書に記載する 
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（ウ）事故防止重点対策の実施（特記仕様書 第９条関係） 

 

特記仕様書第９条「交通事故防止重点対策」として、これまでの事故事例や事

故防止対策の工事例等を周知し、現場条件に適した交通事故防止重点対策を適切

に実施するものとする。 

  作業員へは、○月度の安全教育にて周知するとともに、実施状況を書面にて提

出します。 

 

（エ） 万が一の事故発生時における救急指定病院、関係機関への連絡方法は、(８)

緊急時の体制及び対応によるものとし、緊急時の連絡系統図を工事現場の見や

すい場所に掲示する。 

 

(４) 指定機械（現場必携 P2-54） 

【指定機械計画表】 

機械名 規  格 

台 

 

数 

指定区分 

摘要 
低振動型 低騒音型 

排ガス 
対策型 
注） 

バックホウ 
ｍ3 

0.13 
PS 

30 
1 ○ ○ ○ 床堀、埋戻し 

コンプレッサー 
kw 

300 
PS 

80 
1 ○ ○ ○ 

岩掘削、 
ｺﾝｸﾘｰﾄ破砕 

 注）排ガス対策型には、特定特殊自動車排出ガスの規制等に関する法律（オフロード法）

による基準適合車を含む。 

 

(５) 主要資材（現場必携 P2-55） 

              【主要資材の計画表】 

材料名 規格 数量 
製造 

会社名 

搬

入

時

期 

工 事 材 料 の 品 質 及 び 検 査 

あ
い
く
る
材 

JI
S

マーク

表
示
品 

摘要 
試験

成 績 表

の提出 

注１） 

試験の 

実施 

 

注２） 

監 督 員 

の確認 

（材料確

認報告

書） 

注３） 

ｽﾃﾝﾚｽ鋼管 

直管（添架用） 

SUS304 sch20 

φ150 
25.4ｍ □□製鉄㈱ 

○月 

上旬 
○      

ﾀﾞｸﾀｲﾙ鋳鉄管 

（推進用） 
φ150 Ｕ形 ８本 △△鋳鉄管㈱ 

○月 

上旬 
○      

下層路盤材 RC-40 T=20㎝ ７０ｍ3 ○○○ ㈱ 
○月 

下旬 
○   ○   

再生密粒度As 

13㎜TOP 

 T=5㎝ 

渡刈ｸﾘｰﾝｾﾝﾀｰ

溶融ｽﾗｸﾞ入り 

４０ｔ ▽▽▽ ㈱ 
○月 

下旬 
○   ○  

あいくる材

認定書(写)

または市試

験立会結果

確認通知書

(写)提出 

レディーミクスト

コンクリート 

21-8-25BB 

（18-8-25BB） 
１０ｍ3 ○○生コン 

○月 

下旬 
○   ○ ○ 

○適 マーク工

場、配合設計

書提出 

圧縮強度試

験σ28は公

的機関等で

実施 

特記仕様書に明示された
事故防止重点対策につい
て記載すること 
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※ 「豊田市上下水道局承認材料については記載省略」と記載する。 

※ 主要資材の数量は、設計数量を記入するのではなく、使用材料の本数、個数等を記

載すること。（数量は材料を発注する単位程度とする。） 

【例】ダクタイル鋳鉄管（推進用）○○ｍ → ○○本 

※ 設計図書で指定された品質規格の同等以上のものを使用する場合は、下段（ ）内

に設計図書の品質規格を併記 

 
注１）工事材料の品質を証明する資料（局承認材料以外の配管材料は必要。一般土木材料につい

ては愛知県建設局土木工事標準仕様書に準ずる） 
注２）設計図書において試験を行うとしている工事材料（品質管理基準による。本仕様書以外は

愛知県建設局土木工事標準仕様書に準ずる） 
注３）設計図書において監督員の確認を受けて使用すべきものとされた工事材料（管材料及び愛

知県建設局土木工事標準仕様書Ｐ２－２第２編第１章第２節第１０項リサイクル材等） 
 

(６) 施工方法（現場必携 P2-56） 

  (ア) 一般事項 

(a) 作業時間及び休日又は夜間作業 

①  作業時間 

集合・体操・ＫＹ活動   ８：００～ ８：１５ 

業務打合せ        ８：１５～ ８：２５ 

作業開始         ８：３０～ 

昼食休み        １２：００～１３：００ 

後片付け        １６：５０～１７：００ 

作業終了        １７：００ 

規制開始・解除時間    ９：００～１７：００ 

※現道上で交通規制を伴う工事の場合は、規制開始（解除）時間を記入。 

② 休日 

土曜日、日曜日、祝祭日、その他会社で定めた日 

夏期休業  ８月○○日～８月○○日 

冬期休業 １２月○○日～１月○○日 

ただし、やむを得ず作業時間を変更する場合は、監督員に報告及び打合せを

して実施します。 

工程の関係又はその他の理由により、官公庁の休日又は夜間において作業を

行う場合は、事前に監督員に連絡します。ただし、現道上の工事については書

面等により通知（メールも可）します。 

(b) 施工時の報告 

工事期間中は、毎朝（８：３０～８：４５の間）、前日の出来形、当日の作

業内容を電話、メール等により報告します。 

(c) 他工事との関係調整 

工事施工前には他工事の担当者と詳細な打合せを行い、工事期間中は当日の

施工場所・工程などの連絡調整を密に行い、工程の進捗を図ると共に、道路通

行規制の低減に努めます。 

(d) 地下埋設物件の対策 

豊田市上下水道局の『地下埋設物の事故防止対策マニュアル（Ｒ２.６.１改

正）』を遵守し、事故防止に努めます。 

(e) 用排水路調査 

工事施工前には綿密に調査し、工事の監督職員と詳細な打合せを行い、必要

に応じて管理者の立会いを実施し、監督職員に報告し、適切な施工を行います。 



 9-19 

(f) 他官公庁との協議 

工事施工前には施設管理者と詳細な打合せを行い、緊急な呼出しにも対応で

きる体制を整え、速やかに対処します。 

(g) 工事公害に対する配慮 

工事施工前には周辺地域を調査し、付近住民とのトラブルを避けるため、監

督職員と連絡を密に行い、事前に対処します。 

(h) 地元への周知 

工事施工前には区長等地元への工事の案内文を配布し、広報し、付近住民と

のトラブルを避けるよう努めます。 

(i) 苦情に対する措置方法 

苦情が発生しないよう、最大限努力するとともに、万一発生した場合は、監

督職員と連絡を密に行い、速やかに対処します。 

 

(j) 仮土留・防護工の施工方法 

土質、掘削深度によっては、監督職員の指示を受け、堅固な仮土留を施工し、

労働災害の未然防止に努めます。 

離脱防止延長が不足する場合は、監督職員の指示を受け、コンクリート防護

を措置するなどの対策を講じます。 

 

  (イ)具体的な施工方法 

(a) 仮設備計画 

工事施工前には監督職員と詳細な打合せを行い、主要な仮設備は必要に応じ

計算書を添付します。 

① 仮設配管 

工事施工前に監督職員と詳細な打合せを行い、施工前に計画図面の確認を受

けます。 

② 水替設備 

動力源は、低騒音発電機を使用し、水中ポンプφ50㎜２台を据付け、確実に

排水を行います。 

③ 運搬道路の維持補修 

運搬道路の維持管理は十分行うこととし、土砂のついたタイヤ痕は、竹ボウ

キ等で清掃し、特に路面の凹凸が著しい場合は、切込砕石などにより補修を行

います。また、砂利道で砂ほこりの多い場合はただちに散水を実施します。 

④ 借地が必要な場合 

  借地が必要な場合には、借地契約書、または承諾書の写しを提出し、監督

員の確認を受けます。 

(b) ○○工 

（○○管布設工、水管橋架設工、減圧弁設置工など設計図書に記載された工種） 

主要工種の作業フロー（現場必携P-58参照）、施工手順等を記載する。 

一般的な施工方法（水道管工事標準仕様書に記載された工法（第３章管布設

工及び第４章弁栓類、他）は省略することができる。ただし、減圧弁室等設置時

などでクレーン作業が伴う場合は別途、当該作業について記載する。 

省略可能か判断がつかない場合は、監督員に確認する。 

工種が追加となった場合は、変更施工計画書により提出する。 

(c) 舗装本復旧工（舗装施工する際の端部擦り付け施工） 

① 施工延長が長い舗装本復旧を伴う工事は、基層施工後、数日後に表層施工
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を行います。表層の施工に関しては、一日で施工可能な範囲を監督員と協議

し、基層施工完了後に日にちを空けずに表層の施工を行います。 

 

（断面図） 

 

 

 

 

② 起点・（中間）・終点に段差ありの看板を設置し、注意喚起を行います。 

③ 車の乗り入れ口及び歩行者が横断する箇所は、全ての箇所に規定のすり付

け施工を行います。また、乗り入れ口が連担する場合には、すり付け施工の

連結を行います。 

 

 

④ 側溝及び路側帯においては、側溝上にセーフティーコーン等を設置します。 

⑤ 現場におけるトラブルが発生した場合には、直ちに監督員に報告するとと

もに、事実確認を行い内容について書面で監督員に提出します。                              

 

セーフティーコーン 

                          擦り付け施工 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

（ウ）監督員による段階確認等（現場必携 P2-60、61） ※報告書添付で代用可 

（a）段階確認 

  下表に示す確認時期において、監督員による段階確認を受ける。 

 

種   別 細  別 項  目 実施予定時期 
確認方法 

（臨場･机上） 
実施年月日 

開削工 管布設工 中間検査記録様式 
○月上旬 
 

臨場・机上  

埋戻し工 改良土 中間検査記録様式 
○月上旬 
 

臨場・机上  

下層路盤工 ＲＣ４０ 中間検査記録様式 
○月上旬 
 

臨場・机上  

開削工 管布設工 中間検査記録様式 
○月上旬 
 

臨場・机上  

埋戻し工 改良土 中間検査記録様式 
○月上旬 
 

臨場・机上  

下層路盤工 ＲＣ４０ 中間検査記録様式 
○月上旬 
 

臨場・机上  

一日目 基層施工 二日目 基層施工 三日目 基層施工 

四日目 表層施工 

 
乗り
入れ 

 
乗り
入れ 

 
乗り
入れ 

段

差

あ

り 

段

差

あ

り 
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（b）施工状況把握 

下表に示す施工時期に、監督員の施工状況把握を受ける。 

 

（７）施工管理計画（現場必携 P2-60～63） 

（a）工程管理 

工程管理については、バーチャート方式により作成した実施工程表で総合的に

管理するとともに、毎月５日までに工事の履行報告を提出する。 

（現場責任者の場合は、履行報告の適用除外となるので文面を修正する） 

工期の３分の１を経過した時点で全体工程管理にマイナス２０％の差異が生

じた場合は、改善策を講じ変更実施工程表を監督員に提出のうえ管理する。 

また、必要に応じて工事の進捗状況の確認（現場代理人、主任技術者等以外の

者によるチェックを行う）を受けるとともに、実施工程については日々管理する。 

（b）出来形管理 

施工管理基準により、次の項目について、出来形成果総括表、出来形管理表等

を作成し、出来形管理を実施する。 

 

工  種 
測定項目及び規格値(単位mm) 

測定基準 
箇所数 基準高 厚さ 幅 延長 

１ 管 路 掘 削  
深さ 

±30 
 －50  

施工延長50ｍにつき
１か所(路線延長50
ｍ以下は任意の点で
１か所) 

２ 
管路埋戻 

(管上10㎝、路床) 
 ±30 －30   

施工延長50ｍにつき
１か所(路線延長50
ｍ以下は任意の点で
１か所) 

３ 管布設工  
土被り 

±30 
 

 

 
－200 

管平面延長を測定 
基準高は施工延長50
ｍにつき１か所(路
線延長50ｍ以下は任
意の点で１か所) 

４ 鋳鉄管接合工 全箇所 
 

   
接合箇所ごと 

（継手管理表による） 

４ ＨＰＰ管接合工 全箇所     
接合箇所ごと 

（継手管理表による） 

５ 仕切弁設置工 
設計値

以上 

蓋高 
段差がな
いこと 

砕石基礎 

－30 

砕石基礎 

－50 
 設置箇所ごと 

種   別 細  別 項  目 実施予定時期 
確認方法 

（臨場･机上） 
実施年月日 

埋戻し工 改良土 
使用材料 
敷均し締固め状況 

○月上旬 
 

臨場・机上  

下層路盤工 ＲＣ４０ 
使用材料 
敷均し締固め状況 

○月上旬 
 

臨場・机上  

埋戻し工 改良土 
使用材料 
敷均し締固め状況 

○月上旬 
 

臨場・机上  

下層路盤工 ＲＣ４０ 
使用材料 
敷均し締固め状況 

○月上旬 
 

臨場・机上  

４ 管接合工は該当する管種 
について記載する。 
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６ 排水設備工 
設計値

以上 

蓋高 
段差がな
いこと 

   設置箇所ごと 

７ 消火栓設置工 
設計値

以上 

蓋高 
段差がな
いこと 

砕石基礎 

－30 

砕石基礎 

－50 
 設置箇所ごと 

８ 空気弁設置工 
設計値

以上 

蓋高 
段差がな
いこと 

砕石基礎 

－30 

砕石基礎 

－50 
 設置箇所ごと 

９ 
ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装工 

（下層路盤工） 
 ±50 －45 －50  

施工延長50ｍにつき
１か所(路線延長50
ｍ以下は任意の点で
１か所) 

10 

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装工 

（上層路盤工） 

粒度調整路盤工 

  －30 －50  

施工延長50ｍにつき
１か所(路線延長50
ｍ以下は任意の点で
１か所) 

11 

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装工 

（上層路盤工） 

瀝青安定処理 

  －20 －50  

幅は、延長 50ｍ毎に
１か所とする。 
厚さは、1,000ｍ2 に
１個の割でコアーを
採取して測定。 

12 
ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装工 

（基層工） 
  

小規模 

－12 
－25  

幅は、延長 50ｍ毎に
１か所とする。 
厚さは、1,000ｍ2 に
１個の割でコアーを
採取して測定。 

13 
ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装工 

（表層工） 
  

小規模 

 －9 
－25  

幅は、延長 50ｍ毎に
１か所とする。 
厚さは、1,000ｍ2 に
１個の割でコアーを
採取して測定。 

14 区画線工   
設計値 

以上 

設計値 

以上 

設計値 

以上 

各線種毎に、1か所テ
ストピースにより測
定。市単独工事は代
表線種1か所テスト
ピースにより測定。 

15 仮配管工     
設計値
以上 

管種、口径ごとに測

定 

16 既設管撤去工     
設計値
以上 

管種、口径ごとに測

定 

注）３は、構造物間隔で平面延長を測定する 

４は、Ｋ形は、締付トルク、押輪受け口間隔、標線受口間隔、ゴム輪の状態を

管理する。 

   ＮＳ形は、直管部は受口面ゴム輪間隔、標線受口間隔を管理し、異形管・

継輪については、締付トルク、押輪受け口間隔、標線受口間隔、ゴム輪の

状態を管理する。 

   ＧＸ形は、直管部は受口面ゴム輪間隔、標線受口間隔、Ｐ-Link部は受口

面ゴム輪間隔、締付トルク、爪・押しボルトの状態を管理する。異形管・

継輪については、締付トルク、押輪施工管理用突部と受け口端面の間隔、

標線受口間隔を管理する。 

   ＨＰＰ管は、気温、融着開始・終了時刻、冷却終了時刻、インジケータの
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状態などを管理する。 

 

注）単独市費工事において１工事100 ㎡以下の舗装については、出来形管理では下

がり管理を出来形管理に置き換えることができる。また、この場合品質管理につ

いても省略できるものとする。 

※ 上記はあくまで記載例であるので、請負者は施工する工事に当てはまる工種の

管理項目を第６節出来形管理基準にてよく確認のうえ、作成する。
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  (C) 品質管理 

施工管理基準の品質管理基準及び規格値に基づき、下表の工種・試験項目について品質管理図を作成し品質管理を行う。 

 

工種 
種

別 
試験項目 試験方法 規格値 試験基準 

試験回数等 
摘要 

（公的機関等での試験） 設計 

数量 

試験 

回数 

試験成績表

等による確認 

 
道路土工 

施 
 

工 

現場密度 
の測定 

最大粒径 
≦53 ㎜： 
砂置換法 

（ J I S A 1 2 1 4） 

【砂質土】 
・路床及び構造物取付け部：次
の密度への締固めが可能な範

囲の含水比において、最大乾燥
密度の 95％以上（締固め試験
（ J I S A 1 2 1 0）A・B 法）もしく

は 90％以上（締固め試験
（ J I S A 1 2 1 0）Ｃ・Ｄ・Ｅ法） 
ただし、JISA1210 Ｃ・Ｄ・Ｅ

法での管理は、標準の施工仕様
よりも締固めエネルギーの大
きな転圧方法（例えば、標準よ

りも転圧力の大きな機械を使
用する場合や１層あたりの仕
上り厚を薄くする場合）に適用

する。 

・路床及び構造物取り付け部の場合、500ｍ
3 につき 1 回の割合で行う。ただし、1,500

ｍ3 未満の工事は 1 工事当たり 3 回以上。 
1 回の試験につき 3 孔で測定し、3 孔の最低
値で判定を行う。 

450ｍ3 ３回   

 

下層路盤 

施 
 

工 

現場密度 

の測定 

舗装調査 
・試験法便覧 

Ｇ021 

［4］-256 
砂置換法 
（ J I S A 1 2 1 4 ）

 
砂置換法は最

大粒径が53㎜

以下の場合の
み 適 用 で き
る。 

最大乾燥密度の 93％以上 
Ｘ10 95％以上 
Ｘ６ 96％以上 

Ｘ３ 97％以上 
 
歩道及び路肩路盤 

Ｘ10 90％以上 
Ｘ６ 90.5％以上 
Ｘ３ 91％以上 

・締固め度は個々の測定値が最大乾燥密度

の 93％以上（歩道路盤及び路肩路盤を除く）
を満足するものとし、かつ平均値について
以下を満足するものとする。 

・締固め度は、10 孔の測定値の平均値 X10
が規格値を満足するものとする。 
・10 孔の測定値が得がたい場合は３孔の測

定値の平均値が規格値を満足するものとす
るが、X3 が規格値を外れた場合は、さらに
３孔のデータを加えた平均値 X6 が規格値を

満足していればよい。 
・１工事あたり 3,000 ㎡を超える場合は、
10,000 ㎡以下を１ロットとし、１ロットあ

たり 10 孔で測定する。 
・3,000 ㎡以下の場合は、1 工事あたり 3 孔
以上で測定する。※ 

※施工箇所が点在する維持工事は除く。 

1,250m3 ３孔   
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工種 
種

別 
試験項目 試験方法 規格値 試験基準 

試験回数等 
摘要 

（公的機関等での試験） 設計 

数量 

試験 

回数 

試験成績表

等による確認 

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装 

（本復旧） 
再生密粒度
As 

(車道) T=5cm

舗 
設 

現 
場 

現場密度 

の測定 

舗装調査 
・試験法 

便覧Ｂ008 
［3］-218 

基準密度の 94％以上 
Ｘ10 96％以上 

Ｘ６ 96％以上 
Ｘ３ 96.5％以上 

 

歩道舗装 
基準密度の 90％以上 
Ｘ10 90％以上 

Ｘ６ 90.5％以上 
Ｘ３ 91％以上 

・締固め度は個々の測定値が最大乾燥密度
の 94％以上を満足するものとし、かつ平均

値について以下を満足するものとする。 
・締固め度は 10 孔の測定値の平均値 X10 が
規格値を満足するものとする。 

・10 孔の測定値が得がたい場合は３孔の測
定値の平均値が規格値を満足するものとす
るが、X3 が規格値を外れた場合は、さらに

３孔のデータを加えた平均値 X6 が規格値を
満足していればよい。 
・１工事あたり 3,000 ㎡を超える場合は、

10,000 ㎡以下を１ロットとし、１ロットあ
たり 10 孔で測定する。 
・3,000 ㎡以下の場合は、1 工事あたり 3 孔

以上で測定する。※ 
※施工箇所が点在する維持工事は除く。 

1,250ｍ3 ３孔   

温度測定 
（初転圧前） 

JIS Z8710 110℃以上 随時  

１日４回 

（午前・午後 
各２回） 

  

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装 

（本復旧） 

再生瀝青 

安定処理 

(車道) 

T=5cm 

舗

設 

現 

場 

現場密度 
の測定 

舗装調査 
・試験法 

便覧Ｂ008 
［3］-218 
 

アスファルト安定処理路盤 
アスファルト舗装に準じる。 

アスファルト舗装に準じる。 1,250ｍ3 ３個   

温度測定 
（初転圧前） 

JIS Z8710 110℃以上 随時  
１日４回 
（午前・午後 

各２回） 

  

HPP 通水時 

水圧試験 

施

工 
水圧測定 POLITEC 協会 

１時間後の水圧 0.5Mpa 以上 
0.4Mpa 以下の場合、 

24 時間後 0.30Mpa 以上 

路線延長１００ｍ以上の場合に実施（最大
５００ｍまでで１回） 

150ｍ １回   

・・・・ ・ ・・・・ ・・・・ ・・・・ ・・・・ ・・・ ・・・ ・・・  
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その他、品質確保のため次の点に留意して工事を実施します。 

 

  ※ 以下は留意項目の例である。請負者は実際に実施する留意項目を実態に合わせ

て記載する。第９節品質管理基準を参照する。 

 

①  使用材料の確認を監督員立会の上で実施する。 

例：メーカー名等指定材料かどうか、キズ、損傷、錆はないか等 

②  現地（材料置場）での保管方法上の注意事項 

例：シートにより日光・雨水から覆う 

鋳鉄管の切管は当日発生した分には必ず管端面に補修材を塗布しておく 

長期の保管とならないような対策等 

③  施工中の取扱い 

例：管の吊り上げ下げはナイロンスリングを使用する。 

鋳鉄管の切管は当日発生した分には必ず管端面に補修材を塗布しておく 

弁栓類のブロックは欠かすことのないよう丁寧な取扱いをするなど 

弁栓類は埋戻し時に傷つけないように土のう袋を被せる等 

④  局承認材料以外の製品を使用する場合は、監督員立会のもとで、外観・形状・寸 

法検査を実施します。 

 

(d) 写真管理 

工事写真は、写真管理基準により実施する。なお、撮影並びに編集に際しては、

目的、表現が明確になるよう創意に努めます。 

 

※ 請負者は、仕様書の9-4-5工事写真管理の表から必要な項目を選定し記載する。 

また、不要な項目は削除すること。 
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（８）緊急時の体制及び対応 （現場必携P2-64） 

（a）大雨、出水、強風等の異常気象または地震発生時において、災害発生の恐れ

がある場合、下記の災害対策組織による体制を整え、必要に応じ現場内をパト

ロールして警戒します。 

また、工事現場内において災害・事故発生、又はその恐れがある場合、作業時

間内はただちに災害対策の体制に入り、現場代理人以下現場構成表の各担当職

務に応じて行動します。 

 

＜災害対策組織表＞ 

 

 

情報収集、各所への 

連絡 

 

  

巡回、復旧、防災 

 

 

  

                               材料調達、避難誘導 

                                

 

 

 

 

 

 

 

また、災害発生等の緊急時の連絡系統は下図のとおりとする。 

 

＜緊急時の連絡系統図＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

情報連絡係 
○○ ○○ 
℡○○-○○ 
夜間･休日℡○○ 

 
対策係 
○○ ○○ 
℡○○-○○ 
夜間･休日℡○○ 災害対策部長 

○○ ○○ 
℡  ○○－○○ 

夜間･休日℡○○ 庶務係 
○○ ○○ 
℡○○-○○ 
夜間･休日℡○○ 

○○係 
○○ ○○ 
℡○○-○○ 

夜間･休日℡○○ 

豊田警察署 
℡○○－○○ 

道路管理者 
(豊田加茂建設事務所) 
○○－○○○○ 

道路管理者 
（市 建設部土木管理課） 
○○－○○○○ 

豊田市上下水道局 ○○課 
℡○○－○○ 
夜間･休日℡○○－○○ 

 

豊田労働基準 
監督署 

℡○○－○○ 

○○建設（株）○○現場 
対策部長（現場代理人） 

○○ ○○ 
℡○○－○○○○ 
夜間･休日℡○○－○○ 

豊田消防署 
℡○○－○○ 

中部電力（株） 
℡○○－○○ 

災害対策副部長 
○○ ○○ 
℡  ○○－○○ 

夜間･休日℡○○ 

東邦ガス（株） 
℡○○－○○ 

○○病院 
（救急指定） 
℡○○－○○ 

○○建設（株）（本社） 
工事担当○○ 

℡○○－○○○○ 
夜間･休日℡○○－○○ 

連絡先は関係する連絡先を
調査してすべて記入する。 
（名鉄、改良区などや支障
移転工事の依頼先なども記
入する。） 
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（b）「南海トラフ地震臨時情報」に伴う臨機の措置（現場必携P2-65） 

「南海トラフ地震臨時情報」が発せられた場合には、継続的に地震関連情報

の収集に努め、下記事項をただちに実施、工事現場内の安全を確保し、必要な

保全及び工事中断の措置をとる。 

①  掘削中の場合は、作業を中止し、埋戻しを行う。 

②  コンクリート打設中の場合は、作業を中止する。 

③  埋戻し中の場合は、ダンプトラック等の運転を中止し、一般交通等第三者に

対する安全を確保する。 

④  機械及び器材等は安全な場所に待機する。 

⑤  作業員や必要に応じ第三者に情報伝達するとともに、避難場所や避難経路な

どの緊急避難措置の再確認を行う。（避難経路は現場に掲示されなければなら

ない。） 

 

  （C）事故発生時の措置 

① 付近の病院、所轄警察署、労働基準監督署などの関係機関等の連絡先を常に

携帯します。 

② 事故が発生した場合、第三者及び作業員の人命の安全確保を優先するととも

に、直ちに関係機関（所轄警察署、労働基準監督署等）及び監督員に連絡しま

す。 

③  事故後の工事再開等については、監督員と協議のうえで行います。 

 

  （d）熱中症における緊急連絡体制 

    現場作業員に熱中症のおそれのあるときの連絡体制は以下のとおり。 

① 熱中症担当者 

担当者名      、電話番号          

② 救急・指定病院 

救急隊要請 119番 

近隣病院名                  

住  所                   

電話番号                   

    現場施工終了後であっても、体調に変化が認められる場合は、医療機関を受診

させます。判断に迷う場合は熱中症担当者に連絡し、判断を仰ぎます。 

 

（９）交通管理（現場必携P2-66） 

工事標識、保安設備を完備するとともに、特に夜間交通に対するバリケード、

工事灯などの配置には注意する。 

必要に応じ交通誘導警備員を配置計画図に基づき配置して、一般交通、歩行者

に対する安全を図る。 

（迂回路を設ける場合の例文） 

工事標識、保安設備を完備するとともに、特に夜間交通に対するバリケード、

工事灯などの配置には注意する。 

迂回路には、迂回路図及び保安設備図、迂回路表示板、道路標識（「まわり

道」）の配置図ならびに交通誘導警備員配置計画図に基づく交通安全管理を行

い、一般交通、歩行者に対する安全を図る。 

 

（a）土砂等の運搬に対する注意事項（例） 
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① ダンプトラックには、当該工事の工事用車両であることを車両前部に表示し責

任運行を行う。 

② 通学時間帯（○時～○時）の運行自主規制を徹底する。 

③ 交通規制、速度制限、積載量を遵守する。 

④ 指定路線以外の通行は禁止するとともに、通学道路及び現場内は徐行運転する。 

⑤ 運行状況及び標識、保安設備等についてパトロールによる自主監視を強化する。 

⑥過積載運搬を防止するために次の対策を行う。 

・○○○○○○○○○ 

・○○○○○○○○○ 

・以上のことにつき、下請負契約における受注者を含めた指導を行う。 

 

（b）運搬経路図および交通安全施設図 

（C）道路占用許可条件及び使用許可条件等の明示 

（d）特殊車両の通行 ※特殊車両の通行がある場合に運搬計画などを記載 

 

（10）環境対策（現場必携P2-67） 

指定機械に記載の排出ガス対策型・低騒音・低振動型建設機械を使用するとと

もに、工事に伴って発生する振動・騒音については、特定建設作業実施届出書を提

出のうえ、騒音規制法、振動規制法及び県民の生活環境の保全等に関する条例を遵

守する。また、単に工事による迷惑を及ぼす程度であっても、出来るだけ工事に伴

う騒音、振動を生じないように努めるとともに、重機等のエンジンを必要以上にふ

かさないようにする。 

なお、工事前に地元区長等に説明を行い、団地内は通行しない、低速走行、ガ

ソリン車使用、通学路は工事車両を迂回させるなど、環境に配慮した対策を実施し

ます。 

工事中地元住民等による苦情又は、意見があった場合は誠意をもって丁寧に対

応し、対応状況を速やかに監督員に報告する。 

 

建設工事の公害・規制等の対策については、家屋密集地は、振動・騒音の発生

しにくい機械を使用する、７－９制限を必ず守り、運搬車両・作業員輸送車両は迂

回するなどを記載する。 

 

（11）現場作業環境の整備（現場必携P2-68） 

（a）現場作業環境の整備として、下記事項を実施する。 

（例を以下に記入するので、例を参考に実態に即した記入をすること。） 

１ 現場内にフラワーポットの設置 

２ バリケード、工事標識にイラスト、カラフルなデザインを採用し、イメージ  

アップを図る。 

（b）熱中症対策として、以下の内容を実施します。なお、実施期間は工事期間中の

〇月から〇月までとします。 

  １ 暑熱な場所（WBGTが28℃以上又は気温が31℃以上の場所）での作業において 

は、継続して１時間以上、又は１日当り４時間以上を超えて作業は行いません。 

  ２ 上記１を守るため、作業現場では常にWBGTまたは気温を計測します。また、

天気予報、環境省の熱中症予防情報サイト等も活用します。 

  ３ 熱中症の症状の重篤化を防止するためには早期の作業離脱とともに早期の

身体冷却が重要であるため、作業現場には身体冷却に必要な下記施設を整備し



 9-29 

ます。（※以下は例のため、実施するものを記載する。） 

    ・十分に涼しい休憩所（クーラー完備）、又は休憩車両 

    ・ミストファン 

    ・アイススラリー（流動性の氷状飲料）の備蓄 

 

（12）再生資源の利用の促進（現場必携P2-69） 

記載するべき項目の例を以下に記入するので、例より項目を選択し、実態に即し

た実施する内容を記載すること。 

（記載する項目の例） 

①  再生資源の利用に関する法律に基づく、建設副産物に係る利用促進及び処理計

画に関する事項 

②  仮設ＰＥＰの再利用・レンタル管の使用・再生アスファルト混合物・再生砕石

の使用に関する事項 

③  撤去材の再利用に関する事項 

④  撤去管の処理方法に関する事項（鋳鉄管、塩ビ管、鋼管、石綿管等） 

⑤  建設廃棄物の適正処理に関する事項 

 

 

 

 

 

 

（13）法定休日・所定休日（週休２日の導入） 

   「豊田市上下水道局週休２日制工事実施要領」に基づき、本工事は週休２日制

工事とし、以下の休工取得計画により工事を実施します。 
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（14）その他（現場必携P2-67） 

    その他に記載する項目の例を以下に記入するので、例を参考に実態に即した内

容を記載すること。 

 

① 仕様書、特記仕様書等で施工計画書に記載するよう指示されているもの及び

監督員の指示事項を記載する。 

② その他、特に必要とする場合は、稼動日数表、労務計画表、支保工計画書等

も付ける。③特殊工事の施工方法を明記すること。 

④ 資材置場を指定する場合はその位置図を添付し、さらにその場所を借地する

場合は地主の承諾書も添付する。 

⑤ 建設工事を施工するために下請負契約を締結した場合に施工体制台帳を監督

員に提出する。 

⑥ 工事の完成にあたり、社内検査を実施し、現地出来形寸法と日報数量等を比

較し、間違いのないことを確認の上、出来形図を作成し提出する。 

⑦ 社内検査については、現場代理人、主任技術者以外の検査員の名前も、日報

に記入する。 

⑧ 電子納品するCD及びDVDはウィルスチェックを行うこととし、発注者に提出す

る書類を作成するパソコンごとにウィルス対策を必ず記載すること。 

 

【記載例】 

  電子納品する CD 及び DVD は以下によりウィルスチェックを行います。 

１）使用ソフト名：○○○ 

２）パターンファイルの更新：自動オンライン 

また、発注者に提出する書類を作成するパソコンについても、以下によりウ

ィルスチェックを行います。 

①  使用するパソコン名：○○○ 

・資料作成に用いるソフト名：○○○ 

・ウィルスチェックに用いるソフト名 

・ウィルスチェックパターンファイルの更新：自動 

②  使用するパソコン名：○○○ 

・資料作成に用いるソフト名：○○○ 

・ウィルスチェックに用いるソフト名 

・ウィルスチェックパターンファイルの更新：手動 7 日に１度 

   

＜添付書類＞ 

再生資源利用計画書・再生資源利用促進計画書[ＣＯＢＲＩＳ様式]  

再生資源利用促進計画作成に伴う結果確認票（様式４） ※必要な場合 

残土捨場承諾書（写）（残土処理地の許可書の写し及び位置図、運搬経路図）、 

土地使用承諾書（写）、廃棄物処理委託契約書（写）、 

収集運搬・処理業者の許可書（写）（処分場の位置図、運搬経路図）、 

特定建設作業実施届（写）、道路使用許可書（写）、地元への工事案内書、 

配水管技能者登録証（写）、ＨＰＰ施工講習受講証（写） 

特定化学物質等作業主任者技能講習終了証（写） 

現場における作業主任者の資格証（写） 

その他当該工事に必要と思われるもの。 
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第３節 施工体制台帳・施工体系図（仕 P1-9） 

 9-3-1 一般事項 

施工体制台帳・施工体系図は、現場の施工体制を確認するための根拠となるものであ

るので、正確に作成しなければならない。 

  作成にあたっては、建設業法及び本仕様書の内容に基づき行い、関連する書類同士で

不整合とならないように注意する。 

原則として電子データで作成・提出する。作成に当たっては ASP の作成支援機能を利

用して作成したものを添付して電子提出することも認める。 

なお、施工体制台帳・施工体系図は追加・変更の都度、作成・提出するが、施工体系

図の追加・変更による施工計画書の変更は必要ない。 

 

 9-3-2 記載項目 

  １ 施工体制台帳 

   施工体制台帳には、元請負人及び下請負人に関する以下の内容を記載する。 

 （１）元請負人に関する事項 

① 名称及び事業所名 

② 建設業の許可業種、番号、許可年月日 

（保有しているすべての建設業許可について記載する） 

③ 工事名称及び工事内容、発注者の名称及び住所、工期、契約日 

④ 契約営業所の名称及び住所 

⑤ 健康保険等の加入状況（健康保険、厚生年金保険、雇用保険） 

⑥ 発注者の監督員氏名及び権限、意見申出方法 

⑦ 現場代理人氏名及び権限、意見申出方法 

⑧ 主任技術者（監理技術者）専門技術者の氏名及び資格内容 

⑨ 専門技術者の氏名及び資格内容、担当工事内容（配置した場合） 

⑩ 建設工事に従事する者に関する事項（作業員名簿に当たる部分） 

ア 氏名、生年月日、年齢 

イ 職種 

ウ 健康保険加入等の状況 

エ 中小企業退職金共済法被共済者であるか否かの別 

オ 安全衛生に関する教育の内容 

カ 建設工事に係る知識、技術、技能に関する資格（任意事項） 

⑪ 一号特定外国人の従事、外国人技能実習生の有無 

（２）下請負人に関する事項 

① 名称及び代表者氏名、住所 

② 工事名称及び工事内容、工期、契約日 

③ 建設業の許可業種、番号、許可年月日 

（施工に必要な建設業許可のみ記載する） 

④ 健康保険等の加入状況（健康保険、厚生年金保険、雇用保険） 

⑤ 現場代理人氏名及び権限、意見申出方法 

⑥ 主任技術者の氏名及び資格内容、専任であるか否かの別 

⑦ 安全衛生責任者、安全衛生推進者、雇用管理責任者の氏名 

⑧ 専門技術者の氏名及び資格内容、担当工事内容（配置した場合） 

⑨ 建設工事に従事する者に関する事項（作業員名簿に当たる部分） 

元請負人の⑩のア～カに同じ 

⑩ 一号特定外国人の従事、外国人技能実習生の有無 
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２ 施工体系図 

  施工体系図には、元請負人の安全管理の組織及び全ての下請負人（建設工事のみ）

の名称、工事内容、建設業許可、主任技術者氏名、契約期間などを記載する。 

  

9-3-3 添付書類及び提出書類、現場への掲示等 

 １ 施工体制台帳 

施工体制台帳には、以下の書類を添付し、現場に備え付ける必要があるが、監督員

に提出する際は、添付書類（施工体系図、作業員名簿は除く）は不要とする。 

ただし、監督員及び検査員から添付書類の提示を求められた場合には、速やかに応

じなければならない。 

① 発注者との請負契約（当初・変更）の写し 

② 下請負人との請負契約（当初・変更）の写し（注文書、請書、見積書１式） 

下請契約書には、建設業法第１９条第１項に規定する１６項目（支払時期や方法

等）すべてを記載するほか、作業内容（材料や建設機械の支給有無）が分かるよう

に記述すること。（○○工１式計上は不可） 

 

（参考）契約書に記載しておかなければならない重要事項１６項目 

① 工事内容 ⑨ 
工事の施工により第三者が損害を受けた場

合における賠償金の負担に関する定め 

② 請負代金の額 ⑩ 

注文者が工事に使用する資材を提供し、又は

建設機械その他の機械を貸与するときは、そ

の内容及び方法に関する定め 

③ 工事着手の時期及び工事完成の時期 ⑪ 

注文者が工事の全部又は一部の完成を確認

するための検査の時期及び方法並びに引渡

の時期 

④ 
工事を施工しない日、又は時間帯の定めを

するときは、その内容 
⑫ 

工事完成後における請負代金の支払の時期

及び方法 

⑤ 

請負代金の全部又は一部の前払金又は出来

型部分に対する支払の定めをするときは、

その支払の時期及び方法 

⑬ 

工事の目的物が種類又は品質に関して契約

の内容に適合しない場合における、その不適

合を担保すべき責任又は当該責任の履行に

関して講ずべき保証保険契約の締結その他

の措置に関する定めをするときは、その内容 

⑥ 

当事者の一方から設計変更・工事着手の延

期・工事の中止の申出があった場合におけ

る工期の変更、請負代金の額に変更又は損

害の負担及びそれらの額の算定方法に関す

る定め 

⑭ 

各当事者の履行の遅滞そのた債務の不履行

の場合における遅延利息、違約金その他の損

害金 

⑦ 

天災その他の不可抗力による工期の変更又

は損害の負担及び其の額の算定方法に関す

る定め 

⑮ 契約に関する紛争の解決方法 

⑧ 
価格等の変動もしくは変更に基づく請負代

金の額又は工事内容の変更 
⑯ その他国土交通省令で定める事項 

 

③ 主任技術者、または監理技術者が主任技術者資格、または監理技術者資格を有す

る事を証する書面、またはこれらの写し（監理技術者の場合は、監理技術者資格者

証の写し） 

④ 主任技術者、または監理技術者が請負者に雇用期間を特に限定することなく雇用

されていることを証する書面、またはこれらの写し 
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⑤ 特例監理技術者を配置する場合の監理技術者補佐が監理技術者補佐になり得る資

格を有する事を証する書面、またはこれらの写し 

⑥ 専門技術者を置く場合は、その者が主任技術者資格を有する事を証する書面及び

請負者に雇用期間を特に限定することなく雇用されていることを証する書面、また

はこれらの写し（配置が必要な場合） 

⑦ 施工体系図 ※提出必須 

⑧ 作業員名簿 ※提出必須 

⑨ 再下請負通知書 ※提出必須 

 ２ 施工体系図 

   施工体系図は、工事関係者の見やすい場所及び公衆の見やすい場所にも掲示する。 

ただし、１か所で２つの目的が達成できれば、１か所の掲示でもよい。 

 

 9-3-4 監督員への提出時期 

 １ 施工体制台帳 

下請負契約を締結してから、現場で着手する前までに提出する。 

新規工種の追加などにより、新たに下請負契約を締結した場合は、速やかに施工体

制台帳の追加を提出する。 

また、工期延長などにより下請負契約期間に変更が生じた場合、建設業許可の更新

等により記載事項に変更が生じた場合も速やかに提出する。 

 ２ 施工体系図 

   施工体制台帳に同じ。 
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第４節  写真管理 

9-4-1 一般事項 

１ 写真管理は、工事中における施工状況及び施工内容が、設計図書並びに仕様書と合致

した内容のものであったことを工事完成後において確認するためのものである。 

２ この工事写真には、工事の開始から終了までの一連の施工段階及び安全対策等を日報

と合致させて記録する。また、第三者に工事の適正な施工を認めさせるための説明資料

ともなる。 

 

9-4-2 撮影要領 

１ 工事着手前の状況及び後日検査が不可能となるか、又は著しく困難となることが明ら

かな箇所についてその形状寸法、数量等が判定できるようにする。 

２ 工事着手から完成に至るまでの施工状況については、これを順序よく撮影して工事の

進捗状況が把握できるようにする。 

３ 施工中における各工種別の使用資機材については、形状寸法、数量等が確認できるよ

うにする。 

４ 撮影に際しては、設計図書並びに仕様書どおりに施工されたことが確認できるよう明

確な測定器具（ポール、幅広テープ等）を添えて撮影する。 

 

9-4-3 電子納品 

１ 工事写真は、豊田市電子納品運用ガイドライン（令和３年４月）、豊田市デジタル

写真管理情報基準（令和３年４月）に基づき、電子媒体により提出すること。 

２ 写真の画素数は１００万画素程度とし、事前協議により決定する。 

３ 電子納品する写真は納品エラーとなるため加工しないこと。の加工は認められない。

ただし、遠隔臨場においてスマートフォンなどで撮影した写真の縦横の表示を回転

させることはやむを得ない。また、撮影日に誤りが生じないよう事前にカメラの日

付設定を確認して撮影すること。 

４ 検査受検時のパソコン、モニター等の必要機器は、事前協議により請負者の準備

するものを定める。 

５ 検査受検時の画面操作は請負者において操作すること。 

６ 電子媒体への書き込み後は、ウィルスチェックを必ず行い、ウィルスに感染してい

ないことを確認すること。また、電子媒体のラベル面には、『ウィルスチェックに関

する情報』を表記するものとする。（ガイドライン参照） 

７ 受注者は、電子媒体の内容の原本性を確保するため、『電子媒体納品書』に現場代

理人の署名又は押印の上、電子媒体と共に提出すること。 

８ ＣＤ－Ｒラベルへの署名については、検査合格後、受発注者が直接署名する。 

９ ＣＤ－Ｒラベル面に「対象外」と表記するものとする。 

※ 情報セキュリティ「外部記録媒体管理台帳登録」の対象外のため。 

10 工事管理ファイル（INDEX_C.XML）は、要領に記載の必須項目を必ず記入すること。 

11 監督員は、提出された電子成果品（電子媒体）にウィルス（主にマクロウィルス）

が含まれていないかをウィルスチェックソフトを利用して確認すること。 

12 監督員は、「電子納品検査プログラム」でエラーチェックを行うこと。 

13 工事検査により不備が認められ、検査員より電子納品媒体の再提出を指示された場

合は、再提出した電子納品媒体のラベルに署名する。 

 

9-4-4 工事写真帳による納品 

すべての工事を電子納品の対象とし、紙媒体での写真帳の納品は認めない。 
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9-4-5 工事写真管理 

１ 出来形の計測写真は、スタッフ、または巾広テープ等目盛の大きく鮮明な用具を用

いるとともに、測定値を指し具、またはポール等で示し、数値が明確に判読できるよ

う撮影する。 

 

名    称 撮 影 内 容  ・  注 意 点 

着手前及び完成 

路線ごと ・着手前、完成写真を路線ごとに整理 ※着手前及び完成の対比 

・測点ごとに起点から終点に向かって撮影 

・トラ柵、残材は入れない ・布設位置はポール等で明示すること 

施工状況写真 

1 現況 ・工事完成後のトラブル防止のために残すこと 

・撮影日、測点を明記し、破損箇所、汚れ等を撮影 

2 試掘 

（立会含む） 

・道路管理者、地下埋設物所有者、土地所有者等の了解を得て、立会者が

確認できるようにすること 

・立会者、立会日を黒板に明記 

・試堀は、埋設物の位置、深度、離隔、埋戻状況等を撮影すること 

3  仮設工  

(1) 仮設配管 ① 仮設配管図（黒板豆図） 

・複雑な仮設は、路線別で整理 

② 仮設管布設状況 

（例：側溝内布設時は仮設管先端保護等の状況、埋設の場合は土工状況等） 

③ 仮設管距離計測（仮設本管を対象） 

・必要事項を黒板に記入し、累計延長を表示 

・分岐、中間、管末にポールを立てる 

・延長が見通せない場合は分岐と中間、中間と管末に分けること 

・仮設給水切替、仮設排水設備は全箇所状況を撮影 

④ 撤去、処分状況 

(2) 土留工 ・使用部材の寸法計測、延長Ｌ、深度Ｈ、根入長など 

・腹起し、切梁等の設置状況  ※施工計画書との整合（土留構造図） 

4 管路土工 ★布設工だけでなく仮設土工、撤去土工も管路土工があれば撮影する 

(1) 測点ごとに撮影

するもの 

（原則として 50ｍ

間隔、路線延長 50

ｍ未満は任意の点

を設け、必ず１か所

撮影する。） 

① 既設舗装厚計測 ｔ 

・実測値を表示（切断面で撮影） 

② 掘削、積込、床均し状況 

・掘削状況、積込状況、床均し状況 

・掘削深度Ｈ、下幅Ｗ 出来形 

③ 埋戻し工 

・胴締め状況  ・転圧状況（転圧機種を入れる、３回以上転圧） 

・各層毎の実測値計測  深度Ｈ、厚さ ｔ 出来形 

④ 埋設標識シート 

・埋設標識シートの設置状況 

⑤ 下層路盤工 

・転圧状況（転圧機種を入れる） 

・各層毎の実測値計測  深度Ｈ、厚さ ｔ 出来形 

⑥ 舗装仮復旧工 

・舗設状況（合材名を表示） ・転圧状況（転圧機種を入れる） 

・実測値計測  余寸下がりＨ、厚さ ｔ、復旧幅Ｗ 出来形 

 (仮区画線設置後撮影) 
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名    称 撮 影 内 容  ・  注 意 点 

(2) 抜粋で撮影 舗装切断 

・舗装切断状況を撮影  

5 管路布設工  

(1) 測点ごとに撮影

するもの 

（原則として 50ｍ

間隔、路線延長 50

ｍ未満は任意の

点を設け、必ず１

か所撮影する。） 

①  布設工 

・管のつり込み（鋳鉄管の場合）、据付（全管種）状況 

・布設位置計測、官民境界からの距離Ｗ、布設深度Ｈ 出来形 

② 鋳鉄管接合工程（全工程） 

・管の切断、補修状況 ･清掃状況 ・ロックリング、ゴム輪のセット 

・標線の記入 ・滑剤塗布の状況 ・管と継手の挿入･固定状況 

・ゴム輪の確認（薄板ゲージによる確認状況がわかるように接写） 

③ 融着接合工程（全工程） 

・管の切断 ･清掃状況 ・融着面の切削 

・標線の記入 ・管と継手の挿入･固定状況 

・融着状況（インジケータの隆起が確認できるようにマークし接写） 

(2) 全箇所撮影 

整理は配管図の流

れに沿って行うこ

と 

  

① 異形管 

・継手番号が明確に判るように撮影 

・配管詳細図（黒板豆図、継手番号等記入） 

② 切管 

・切り口の面取り、補修状況、挿口リング取付、Ｐ-Ｌink の取付、Ｇ-Ｌ

ink 設置状況（縦ボルトに色ペイント）、標線記入を撮影。標線寸法を

黒板に表示 

・切管の延長計測は地上で行い、甲乙寸法が明確に判るように撮影 

・３．０ｍ以上の切管計測は、全景で 1 枚、左右両端各 1 枚の計３枚撮影 

・布設状況には継手番号を表示 

③ 一体化（離脱防止） 

・ライナー挿入状況 

・特殊押輪設置状況、（縦ボルトに色ペイント） 

・継手番号が明確に判るように撮影 

④ 継輪、伸縮継手、異種管継手 

・接続状況（使用材料、深度、位置） 

・継手番号が明確に判るように撮影 

⑤ 上越し、下越し 

・支障構造物の名称、寸法、深度を標示（豆図） 

・布設深度、構造物との離隔を計測 

⑥ 異形管防護 

・構造図（黒板豆図） 

・基礎工（状況） 出来形 

・型枠設置 

・コンクリート打設（状況） 出来形 

・表示テープ貼り付け状況 

⑦ 指示杭 

・巻き立てコンクリート計測 出来形  

・指示杭設置状況 

⑧ 既設管閉栓箇所 

・閉栓状態が明確に判るように撮影 

(3) 既設管撤去 ・既設管の撤去状況、積込状況 

・撤去管は､口径ごとに幅広テープで全数計測 出来形 

 

 



 9-39 

名    称 撮 影 内 容  ・  注 意 点 

(4)抜粋で撮影 

(①～③は全数のう

ち 1/3 程度) 

 

 

 

① オフセット 

・布設位置を現地表示 

② オフセットマーカー 

・曲点（上下・左右）の起終点 

・分岐点（Ｔ字管、不断水割Ｔ字管） 

・給水管取出し点 

・管末 

・道路形状と異なった曲点 

③ 管の切断 

・管切断状況 

・受口清掃、ゴム挿入、滑剤塗布、接合状況 

 

6 弁栓類 
 

(配管詳細の流れ

に沿って整理） 

 

※全箇所 

① 仕切弁、消火栓、空気弁据付（ﾌﾞﾛｯｸ据付図（黒板豆図））、設計値（実

測値） 

・弁栓類据付状況（仕切弁についてはボルト緊結状況、消火栓・空気弁は

モルタル攪拌状況や調整ゴマの施工状況、モルタル注入状況など） 

・弁栓類据付（標尺を入れて各材料寸法がわかるように接写）  

・基礎砕石（ＲＣ－40） 幅Ｗ1、Ｗ2  厚さ t 出来形   

・地表面との離隔（消火栓、空気弁） 離隔Ｈ 

② 不断水分岐（配管詳細図（黒板豆図、継手番号等記入）） 

・既設管の状態（名称、口径、深度Ｈ） 

・使用材料（材料名、口径、メーカー名） 

・取付状況（明確に判るように接写写真にする） 

・水圧試験（規定水圧で、３分間保持）※耐震型割 T 字管は２回 

・穿孔状況、穿孔片確認  ・防食コア挿入状況 ・管接続状況 

③ 不断水仕切弁（ブロック据付図（黒板豆図））   

・既設管の状態（名称、口径、深度Ｈ） 

・使用材料（材料名、口径、メーカー名） 

・取付状況（明確に判るように接写写真にする） 

・水圧試験（規定水圧で、３分間保持） 

・補強材注入状況（補強材を注入する場合） 

・穿孔状況、穿孔片確認  ・弁体挿入状況 

・据付完了 基礎砕石（ＲＣ－40） 幅Ｗ1、Ｗ2 厚さ t 出来形   

・ブロック、鉄蓋据付 高さＨ  出来形 

 

7 排水設備 
 

※全箇所 ① 排水設備（配管詳細図（黒板豆図）） 

・布設延長計測 

・排水口の状況（モルタル補修） 
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名    称 撮 影 内 容  ・  注 意 点 

8 給水切替工  

(1) 給水土工 ※各路線別で１箇所程度撮影する。 

① 舗装取り壊し 

・舗装切断状況 

・既設舗装厚計測 ｔ 

・舗装掘削、積込み状況 

② 床堀 

・機械掘削、積込み状況 

・人力床堀状況 

・掘削深度Ｈ、幅Ｗ、延長Ｌ  出来形 

③ 埋め戻し 

・転圧状況（転圧機種を入れる） 

・各層毎の実測値計測  深度Ｈ、厚さ ｔ 出来形 

(2) 給水切替 

 

 ※全箇所 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 給水切替図（（黒板豆図）、各戸別に添付） 

② 使用材料 

・サドル分水栓、メーターボックスなど 

③ サドル分水栓取付状況 

・既設管深度Ｈを計測。黒板に給水切替番号、所有者名、サドル口径、本

管口径、管種、深度Ｈを記載 

・空穿孔の場合は、切屑排出状況（ＨＰＰの場合は切屑排出状況は不要） 

④ 水圧試験 

・規定水圧で、３分間保持 

⑤ 防食コア―挿入状況 

・本管が鋳鉄管の場合は、防食コア―挿入状況 

・本管が HPP、VP の場合は、穿孔状況を撮影 

⑥ 給水取り出し状況 

・ポリスリーブ被覆後に撮影 

⑦ 布設延長計測 

・公道取出しから量水器ＢＯＸ（第 1 乙）までの延長 L=L1+L2 出来形 

・官民境界点をポール等で表示し、延長が読めるようにすること 

・屋内布設延長（量水器から屋内接続点まで全数）出来形 

⑧ 標識シート、オフセットマーカー（全数の１／３程度） 

・現地オフセットで位置を復元 

⑨ 既設サドルのプラグ止め 

・プラグ止めをする場合 

⑩ 量水器ＢＯＸ据付 

・砂敷均し状況 

・量水器ＢＯＸ据付状況 

⑪ 屋内側布設延長計測  出来形 

・量水器から屋内接続まで 

⑫ 屋内舗装復旧 

・屋内復旧の出来形計測 出来形 
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名    称 撮 影 内 容  ・  注 意 点 

9 舗装本復旧工 

（測点５０ｍごと） 

 

(1) 舗装取壊し ① 舗装断面図（黒板豆図） 

・影響巾、残巾を表示 

② 舗装切断 

・舗装切断状況を撮影 

③ 舗装厚計測 

・実測値を表示 厚さ ｔ 

④ 掘削、積込 

・掘削状況、積込状況（使用機種がわかるように） 

⑤ 段切出来形（段切りを行う場合） 出来形 

・幅Ｗ、厚さ ｔ 

(2) 舗設 ※出来形測定は余寸を使用すること 

① 不陸整正 

・不陸整正状況 

・不陸整正出来形測定 高さＨ 出来形 

② 乳剤散布（プライムコート、タックコート） 

・散布状況、飛散防止措置 

・切断面の乳剤塗布 

・乳剤散布量管理 

・散布完了後の状況 

③ 舗設 

・舗設状況（機種が判別できること） 

・段差擦り付け状況 

・舗設温度計測 

・転圧状況（機種が判別できること） 

・舗装厚出来形測定 高さＨ、厚さ ｔ 出来形 

④ 舗装コアー 

・コアー抜き取り状況 

・抜き取り厚計測  厚さ ｔ 出来形 

⑤ 区画線 

・プライマー塗布状況 

・区画線設置後の状況 

・テストピースの採取状況 

安全管理写真 

(1) 工事案内看板 

保安設備 

・工事予告看板、工事中看板、標識等 

（建設業許可標識、労災保険成立票、建退共適用標識、施工体系図、建設

リサイクル法通知、大気汚染防止法等）の設置状況と記載内容が判読でき

るように 

・交通誘導警備員の配置状況は、施工箇所及び保安形態毎に各１回 

 ※道路占用許可申請書とおりの設置がわかるように撮影すること 

(2) 安全訓練等 ・施工計画書に記載している安全管理項目の状況を撮影するが、工事写真

の提出は不要（業者が保管すればよい） 
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名    称 撮 影 内 容  ・  注 意 点 

使用材料写真 

(1) 使用材料 ・主要材料を納入する毎に実施。材料名及びメーカー名を黒板に表示 

・局立会者、立会日を黒板に明記 

・余寸材に使用するＨ鋼等の寸法を計測 

(2) 資材置場 ・使用前の全景 ・使用後の全景 

・使用中の状況  ※同一方向から撮影 

品質管理写真 

監督員立会 

各種試験など 

 

① 中間検査 

・継手検査は、管種、口径、継手番号を黒板に表示 

・工事完成後に出来形が確認できない箇所を実施 

・局立会者、立会日を黒板に明記 

② 水質検査 

・管布設後の洗管時及び仮設管布設後の洗管時 

・局立会者、立会日、水質検査結果を黒板に明記 

③ 各種品質試験 

・締固め試験（現場密度の測定）など 

・局立会者、立会日、試験結果を黒板に明記 

出来形管理写真 

  施工状況写真における 1～10 の出来形 を工種毎に整理すること 

その他 

(1) 産業廃棄物処理 ・搬入先の名称看板を入れて運搬状況を撮影 

・産業廃棄物処分業の許可看板（文字が読めるように） 

・車体外面の運搬車両表示を撮影 

・運搬車両が荷を降ろしている状況 

・産業廃棄物を一時保管する場合は保管等の状況 

・既設撤去管の処理状況（処分場での荷降ろし状況、処分場許可看板） 

・仮設 PEP 管の処理状況（   〃       、  〃   ） 

・舗装切断に伴う濁水の処理状況 

(2) 残土処理 ・搬入先の名称看板を入れて運搬状況を撮影 

（土質改良プラント名の看板又は処理地の許可看板） 

・運搬車両が荷を降ろしている状況 

(3) 社内検査 ・書類及び現場状況を撮影 

(4) 現場環境改善費 

環境対策 など 

・実施状況を撮影 
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２ 電子納品における写真分類ツリーについて、施工状況及び出来形管理等が確認しや

すいように作成すること。（現場必携 P3-6） 

＜参考：工事写真の分類と整理方法＞ 
大分類 

（レベル１） 

区分 

（レベル２） 

工種 

（レベル３） 

種別 

（レベル４） 

細別 

（レベル５） 

工事 着手前及び完成 Ａ路線 

Ｂ路線 

Ｃ路線 

着手前・完了  

施工状況写真 試掘、現況 

仮設（任意、指定） 

  

土留工 φ75 ㎜ 

Ａ路線 

NO,0 

NO,15 

管路土工 φ75 ㎜ 

Ａ路線 

NO,0  

NO,15 

管布設工 φ75 ㎜ 

Ａ路線 

NO,0  

NO,15 

既設管撤去工 

仮設配管工 

舗装仮復旧 

舗装本復旧 

φ75 ㎜ 

Ａ路線 

NO,0 

NO,15 

仕切弁 

消火栓 

φ75 ㎜ 

Ａ路線 

NO,0 

NO,15+25ｍ 

給水切替工 

排水設備 

φ75 ㎜ 

Ａ路線 

NO,0 

NO,15 

段階確認（施工状況）   

安全管理写真 工事案内看板等 

保安設備 

交通誘導員整理状況 

安全訓練等の実施状況 

  

使用材料写真 布設材料、仮設材料 

材料検収、資材置場 

HPP,GX  

品質管理写真 現場密度試験 

舗装コア 

平坦性試験 

水質検査、中間検査 

φ75 ㎜ 

Ａ路線 

NO,0 

NO,15 

出来形管理写真 管路土工、 

管布設工 

仕切弁 

消火栓 

舗装本復旧工 

φ75 ㎜ 

Ａ路線 

NO,0 

NO,15 

段階確認（出来形管理）   

その他 産業廃棄物処理 

残土処理 

As 殻、建設汚泥 

残土 

 

社内検査 

環境対策 

現場環境改善費 等 

  

※ レベル１及びレベル２のタイトルについては、固定されているため編集しないでくだ

さい。（電子納品ソフトにより異なりますが、編集するとエラー表示になりますのでご

注意ください。） 

※ レベル３以降で具体的に工種ごと、路線別に分けてわかりやすく整理すること。 
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9-4-6 その他 

１ 測点の設定は、第３章 3-1-4 に基づく。 

２ 計測数値は、必ず黒板にその数値を記入すること。また、必要に応じ設計値と対比する

こと。 

３ 計測写真は、計測テープの読み数値及び起終点が判読できるよう撮影すること。 

４ 黒板は、なるべく手前に置き、記載内容をはっきりと撮影すること。 

５ 斜光の時は、掘削溝の中が黒くならないようにすること。 

６ 特殊押輪、異種管継手、伸縮継手、ライナ、G・P－Link、管端補修状況は全数撮影する

こと。 

７ 道路横断図（例）を次に示す。 
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第５節  工程管理（現場必携 P3-1） 

9-5-1 一般事項 

１ 工程管理として、工程管理表及び工事記録を作成する。 

２ 完成時には、実施工程表(実績)は、工事記録に添付する。 

 

9-5-2 作成要領（工程管理表） 

１ 施工計画時に作成した工程管理表の計画に基づき、工事の進捗管理を行う。進捗率、

凡例を記入し、計画と実績が容易に対比できるよう作成すること。（例：青･･･予定、

赤･･･実績、緑･･･変更予定） 

２ 前月までの履行状況を、毎月５日までに、実施工程表(実績)により監督員に提出し

なければならない。なお、提出は工事着手の月分の報告から工事完成月の前月末分ま

でとし、1-1-52 現場責任者については、履行報告の適用除外とする。（第１章 1-1-29） 

３ 施工計画書提出後でも現場を進めていく中で、工期の 1/3 以降で－20％以上の差異

が生じた場合は、変更実施工程表を提出する。工期、工種の変更・追加時にも工程表

の見直しを行うこと。 

 

9-5-3 作成要領（工事記録） ※令和５年４月１日以降契約の工事からは提示 

１ 当日の作業内容を日報等の型式で記録する。（様式は任意） 

２ 週休２日制工事の場合は、週休日等の確認資料としてカレンダー形式の工事記録を作

成する。カレンダー形式の工事記録の記載要領は、「豊田市上下水道局週休２日制工事実

施要領」を参照する。 
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第６節 出来形管理（現場必携 P3-2） 

9-6-1 一般事項 

１ 出来形管理として必要となる書類は、出来形成果総括表、出来形管理表（継手管理

表を含む）、出来形図の他、出来形管理基準により定められた項目についての書類作

成等を行う。 

２ 出来形管理は、愛知県建設局「土木工事施工管理基準」及び本仕様書と整合させ、

管理項目に不足が無いようにする。 

３ 施工箇所が点在する工事については、監督員との協議により測定（試験）基準を設

定する。 

４ 愛知県建設局「土木工事施工管理基準」及び本仕様書に定めのない場合は、監督員

との協議により規格値を設定する。 

 

9-6-2 作成要領 

１ 出来形成果総括表は、具体的な工種及び数値を記入し、規格値のあるものは必ず

規格値を記入すること（仮設管、撤去管、撤去構造物等、設計図書において○○工

一式となっている場合でも、必ず具体的な数値で記載すること）。 

２  出来形成果総括表の数量が他の出来形管理資料等から容易に確認ができない場合

は、数量計算書等の資料を添付すること。（管延長の集計表、舗装面積計算書など） 

３ 出来形管理表は、出来形管理基準に基づき施工計画書に記載した項目について管理

するものである。 

４ 継手管理は、第７節のとおりとする。 

５ 出来形図は、第８節のとおりとする。 

 

9-6-3 数値基準 

１ 設計図における布設延長は、平面図は小数第１位、配管詳細図は小数第２位表示とする。

ただし、切管寸法は５㎝単位（小数第２位を二捨三入）とする。 

２ 設計書における布設延長は、小数第１位表示とする。 

３ 出来形管理は、設計数値と出来形数値（実測数値）との比較を表すものである。配管延

長の場合、出来形数値には接続部分のすきまが含まれる。 

４ 材料、布設及び出来形管理の数値基準並びに数量計算過程の数値基準を次表に示す。 
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               （水道事業実務必携等より） 
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9-6-4 出来形管理基準 

出 来 形 管 理 基 準 

 工   種 測定項目 規格値 測 定 基 準 測 定 箇 所 

管

路 

土 

工 

管路掘削 

 

（※施-P108 下水道

管路掘削準用） 

掘削深度 Ｈ ±３０ 施工延長５０ｍに

つき１か所、路線延

長５０ｍ未満は任

意の点１か所 

本管、仮設、撤去など 
幅     Ｗ －５０ 

管路埋戻 

・管上１０cm 

・路床 

（※施-P108 下水道

管路埋戻準用） 

深度 Ｈ ±３０ 
施工延長５０ｍに

つき１か所、路線延

長５０ｍ未満は任

意の点１か所 

本管、仮設、撤去など 
厚さ  t －３０ 

一

般

舗

装

工 

下層路盤工 

 

 

 

 

 

（※施-P22） 

基 準 高 ∇ 

小規模以下 
±５０ 

施工延長５０ｍに

つき１か所、路線延

長５０ｍ未満は任

意の点１か所 

中規模とは、1 層あたりの

施工面積 2,000ｍ2 以上。 

小規模とは、表層及び基層

の加熱ｱｽﾌｧﾙﾄ混合物の総

使用量が 500ｔ未満あるい

は施工面積が 2,000ｍ2 未

満。 

基 準 高 ∇ 

中規模以上 
±４０ 

厚 さ －４５ 

〃    Ｘ10 －１５ 

幅 －５０ 

基 

礎 

工 

砕石基礎工 

 

 

（※施-P16） 

幅     Ｗ 設計値以上 施工延長５０ｍに

つき１か所、路線延

長５０ｍ未満は任

意の点１か所 

 厚さ    ｔ －３０ 

延長    Ｌ －５０ 

弁

栓

類

据

付

工 

仕切弁設置工 

排水設備工 

消火栓設置工 

空気弁設置工 

（※日水協仕 P144、

施-P114 組立ﾏﾝﾎｰﾙ

基礎工準用） 

蓋 高 ∇ 
段差がな

いこと 

１か所毎 不断水仕切弁も管理する 

砕石基礎幅 

Ｗ１、Ｗ２ 
－５０ 

砕石基礎厚 ｔ  －３０ 

防

護

工 

コンクリート 

 防護工 

幅     Ｗ －３０ １か所毎  

厚さ    ｔ －３０ 

延長    Ｌ －５０ 

構

造

物

工 

構造物工 

（人孔弁室等） 

（※施-P40 

集水桝工準用） 

基 準 高 ∇ ±３０ １か所毎  

厚さ    ｔ －２０ 

幅     Ｗ －３０ 

高さ    Ｈ －３０ 

施 

 

設 

 

工 

配水池、 

沈殿池、 

調整池 

スラジピット    

基 準 高 ∇ ±２０ 漏水テスト 

満水にして２４時

間静置後検査 

 

厚さ    ｔ ±１０ 

幅（内法） Ｌ 
＋３０ 

－２０ 

高さ    ｈ 
＋３０ 

－２０ 

長さ    Ｌ 
＋３０ 

－２０ 

漏水 

テスト 

無 蓋 －0.5％ 

有 蓋 －0.3％ 

※ 施 P○○ ･･･ 愛知県建設局 土木工事施工管理基準 P○○ 
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出 来 形 管 理 基 準 

 工   種 測定項目 規格値 測 定 基 準 測 定 箇 所 

施 

 

設 

 

工 

ポンプ井、 

急速濾過池、 

シックナー等 

基 準 高 ∇ ±２０   

厚さ    ｔ ±１０ 

幅（内法） ａ ±２０ 

高さ    ｈ ±２０ 

長さ    Ｌ ±２０ 

 

 

 

 

 

 

 

 

管 

 

 

 

 

 

布 

 

 

 

 

 

設 

 

 

 

 

 

工 

管布設工 

 

（※施-P108 

圧送管準用） 

延長    Ｌ －２００ 施工延長５０ｍにつ

き１か所、路線延長５

０ｍ未満は任意の点

１か所 

 

布設深度 Ｈ 

（土被り） 
±３０ 

鋼管接合 
管 

扁 

平 

内モルタル ±３％ 管扁平はφ７００以上 

全数測定 

 

内エポ ±５％ 

  

塗

装

厚 

内エポ 

設計値以上 

塗装は接合箇所全数 

工場塗装抜取 

 

外エポ 

外アスビニ 

塗

装

絶

縁 

内エポ 0.3 1,500Ｖ 規格電圧で放電しな

いこと 

 

接合箇所全数 

 

外エポ 0.5 2,500Ｖ 

外アスビニ 5 外 

ジョイントコート 

 10,000Ｖ 

   ～ 

 12,000Ｖ 

塗膜抵抗値外面 

プラスチック 
10,000Ω･ｍ2 以上 

沈下測定はφ７００

以上全数測定 

 

塗膜付着（エポ） １９６Ｎ/㎝ 2 

伸縮管沈下（一般） ２０％≧ 

伸縮管沈下（軟弱） ３０％≧ 

鋳鉄管接合 締付トルク 

ＪＤＰＡ接合 

要領書による 

接合箇所全数  

標線受口間隔 

押輪受口間隔 

ゴム輪の状態 

ゴム輪形接合 

（ＲＲ） 

標線受口間隔 標線内 接合箇所全数  

ゴム輪の位置 良好 

水管橋 
板

厚 

主要鋼管 －５％≦ ＪＩＳＧ３１９３ 

による 

端部は±D／200 

 

補鋼部材   JIS 

主部材長 ±１０   

外口径 ±D/100 

外

周

長 

     ～500 ± ５   

600 ～900 ± ６ 

1,000～1,500 ± ７ 

1,600～ ± ８ 

※ 施 P○○ ･･･ 愛知県建設局 土木工事施工管理基準 P○○ 
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出 来 形 管 理 基 準 

 工   種 測 定 項 目 規格値 測  定  基  準 測  定  箇  所 

管

布

設

工 

水道配水用 

ポリエチレン管 

冷却終了時刻 POLITEC 

施工ﾏﾆｭｱﾙ

による 

接合箇所全数  

インジケータ隆起 

締付トルク 

標線受口間隔 

 

 

 

 

 

 

舗 

 

 

 

 

 

 

 

 

装 

 

 

 

 

 

 

 

 

工 

上層路盤工 

（粒度調整路盤） 

 

（※施-P23） 

厚さ 小規模以下 －３０ 幅は、延長５０ｍ毎

に１か所の割とす

る。 

 

工事規模の考え方 

・中規模とは、１層あた

りの施工面積が 2,000ｍ2

以上とする。 

・小規模とは、表層及び

基層の加熱アスファルト

混合物の総使用量が 500t

未満あるいは施工面積が

2,000ｍ2 未満。 

・厚さは個々の測定値が

10 個に 9 個以上の割合で

規格値を満足しなければ

ならないとともに 10個の

測定値の平均値（Ｘ10）

について満足しなければ

ならない。ただし、厚さ

のデータ数が 10個未満の

場合は測定値の平均値は

適用しない。 

・維持舗装、溝掘舗装、

延長 100ｍ未満の舗装に

おいては、平坦性の項目

を省略することが出来

る。ただし、監督員が必

要と認めた場合はこの限

りでない。 

厚さ 中規模以上 －２５ 

厚さ Ｘ10 － ８ 

幅   Ｗ －５０ 

基層工 

（※施-P26） 

厚さ 小規模以下 －１２ 幅は、延長５０ｍ毎

に１か所の割とす

る。厚さは、1,000

ｍ2に１個の割でコ

アーを採取して測

定。 

ただし、1,000ｍ2

未満は１個。100ｍ2

未満は省略するこ

とができる。 

ただし、幅員が一定

でない路線では幅

の測定は省略する

ことができる。 

厚さ 中規模以上 － ９ 

厚さ Ｘ10 － ３ 

幅   Ｗ －２５ 

  

表層工 

（※施-P27） 

厚さ 小規模以下  － ９ 幅は、延長 50ｍ毎

に１か所の割とす

る。 

厚さは、1,000ｍ2

に１個の割でコア

ーを採取して測定。 

ただし、1,000ｍ2

未満は１個。100ｍ2

未満は省略するこ

とができる。 

ただし、幅員が一定

でない路線では幅

の測定は省略する

ことができる。 

平坦性は車線毎に

舗装縁から１ｍの

線上、全延長とす

る。 

厚さ 中規模以上  － ７ 

厚さ Ｘ10  － ２ 

幅   Ｗ  －２５ 

平坦性（３ｍ 

プロフィルメーター） 

 ２．４㎜

以下 

平坦性 

（直読式） 

１．７５㎜

以下 

区画線工 厚さ（溶融式） 設計値以上 各線種毎に、１箇所

テストピースによ

り測定。 

・原則、各線種毎に 100m

以上の場合 幅     Ｗ 設計値以上 

延 長   Ｌ 設計値以上 １施工箇所毎 

※ 施 P○○ ･･･ 愛知県建設局 土木工事標準仕様書 施工管理基準 P○○ 

  この出来形管理基準にない項目については、愛知県建設局 土木工事施工管理基準を

参照のこと。 
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第７節  出来形管理（水道管継手管理表） 

9-7-1 一般事項 

１ 工事名、測定者名等を記入する。 

２ 受口面のゴム輪間隔、標線受口間隔等を確認する。 

３ ゴム輪及びリングの状態、締付けトルクを確認する。 

 

9-7-2 作成要領 

１ 水道管継手管理表は、第 10 章の様式を使用し、配管詳細図（寸法線は不要）に継

手番号を記載したものを添付する。 

２ 接合毎に記録すること。 

３ 監督員が指示した時、及び随時要請があった場合に備えて日頃から整理しておくこと。 

 

第８節 出来形管理（出来形成果表及び出来形図）（現場必携 P3-2） 

9-8-1 一般事項 

１ 出来形図は、設計図面に設計値と対比し出来形を朱書きすることを原則とする。 

２ 必ず総括表を作成すること。 

３ 出来形図に設計値と実測値との差及び規格値を明記し管理された測定項目につい

ては、測定結果一覧表の作成を省略することができる。 

 

9-8-2 作成要領 

１ 変更設計図により作成することを基本とするが、出来形の確認がしやすい図面とす

ること。 

２ 実測値は、起終点部を除き地上構造物間(仕切弁、消火栓等)を計測し、詳細図に赤

書きする。 

３ 地上構造物間が５０ｍ以上の場合は、往復計測しその平均値を表示する。 

４ 工事写真、出来形管理、品質管理の位置関係を明確にするため、設定した測点を出

来形図（平面図、配管詳細図など）に記載すること。 

 

9-8-3 出来形管理測定結果一覧表 

１ 出来形管理基準に基づき、各工種における出来形管理測定結果一覧表を作成する。 

２ 特に定めのない工種の出来形管理については、監督員と協議の上、決定すること。 

 

第９節 品質管理（現場必携 P3-4） 

9-9-1 一般事項 

１ 品質管理は、品質管理基準に基づき施工計画書に記載した項目について管理するもの

である。 

２ 提出書類（品質管理）は、目次（インデックス）等をつけてわかりやすく整理すること。 

 

9-9-2 作成要領 

１ 品質管理基準に定める項目のうち、材料に関する項目については、材料資料提出時

に必要な書類を添付すること。 

２ 品質管理基準に定める項目のうち、施工時の管理項目については、試験頻度等を確

認の上施工計画書に記載し、実施すること。 

 

9-9-3 品質管理基準 

 愛知県建設局監修の「土木工事施工管理基準」を準拠すること。 
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第１０節 監督員確認及び立会等 

9-10-1 段階確認一覧表（仕 P1-16） 

  段階確認一覧表    一般：一般監督  重点：重点監督 

種 別 細 別 確認時期 確認項目 確認の程度 

土工 
（掘削工） 

 
土（岩）質の変
化した時 

土（岩）質、 
変化位置 

一般：1 回/土（岩）質の変化時 
重点：1 回/土（岩）質の変化時 

開削工 管布設工 完了時 施工状況の適否 
一般：1 回/布設口径 
重点：1 回/布設延長 100ｍ 

舗装工 
路盤、基層、
表層 

各層毎の完了時 
基準高さ、幅、厚さ 
支持力 

一般：1 回/1 工事 
重点：1 回/3,000 ㎡ 

鉄筋工 構造用鉄筋 鉄筋組立完了時 
使用材料、設計図書
との対比、スペーサ
ーの個数 

一般：20％程度/1 構造物 
重点：50％程度/1 構造物 

コンクリート工 
構造用普通
コンクリート 

施工時 
塩化物量、スランプ、
空気量、圧縮試験 

一般：1 回/1 日又は 
1 回/150ｍ3（種別ごと） 

重点：1 回/1 日又は 
1 回/150ｍ3（種別ごと） 

防水工  完了時 
厚さ、接着引張試験、
漏水 

一般：1 回/1 工事 
重点：2 回/1 工事 

外壁改修工 
（床・屋根
スラブを含
む） 

アンカーピン
ニング及びエ
ポキシ樹脂注
入工法 

施工時、完了時 

アンカーピン本数、エ
ポ キ シ 樹 脂 の 注 入
量、出来形管理図と
の照合 

一般：1 回/１工事（施工時） 
重点：2 回/１工事（施工時） 
全箇所（完了時） 

ひび割れ補修 施工時、完了時 
補修範囲、出来形管
理図との照合 

一般：1 回/１工事（施工時） 
重点：2 回/１工事（施工時） 
全箇所（完了時） 

塗装工 現場塗装 
ケレン完了後、 
各層各塗り後 

施工状況の適否、塗
膜厚、使用材料及び
使用量 

一般：1 回/1 工事 
重点：1 回/1 ロット 

電気通信 
設備工 

電気通信設備
機器製作工 

工場製作完了時 
品質、外観、構造、計
上寸法、機能試験 

一般：1 回/1 工事 
重点：1 回/1 工事 

現場据付完了時 
外観、据付状況、機
能試験 

一般：1 回/1 箇所 
重点：1 回/1 箇所 

機械設備工 

施設機械 
製作工 
大口径ポンプ
製作工 

工場製作完了時 
品質、外観、構造、計
上寸法、機能試験 

一般：1 回/1 工事 
重点：1 回/1 工事 

現場据付完了時 
外観、据付状況、機
能試験 

一般：1 回/1 箇所 
重点：1 回/1 箇所 

路面切削工  完了時 
施工状況の適否、 
幅、厚さ 

一般：1 回/1 工事 
重点：1 回/3,000ｍ2 

推進工  完了時 施工状況の適否 
一般：1 回/スパンごと 
重点：一般に同じ 

１ 表中の｢確認の程度｣は、確認頻度の目標であり、実施にあたっては工事内容及び施

工状況を勘案の上設定することとし、重点監督は、1 回/週以上の頻度で実施するこ

と。 

一般監督 ： 重点監督以外の工事 

重点監督 ： 低入札工事又は主たる工種に「NETIS」等の新技術・工法等を採用し

た工事 

２ ロットとは、橋台等の単体構造物はコンクリート打設毎、函渠等の連続構造物は、

施工単位（目地）毎とする。 

３ 表中に該当しない種別は、施工計画書及び標準仕様書(愛知県建設局)等を参考に、

項目を設定する。 

４ 工事段階確認を実施した場合には、監督員記録及び工事記録への記載を行って下さ

い。 
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9-10-2 施工状況把握一覧表（仕 P1-20） 

  施工状況把握一覧表  一般：一般監督  重点：重点監督 

種 別 細 別 施工時期 把握項目 把握の程度 

開削工  施工時 
使用材料 

敷均し・締固め状況 

一般：1 回/布設口径 
重点：1 回/布設延長 100ｍ 

鉄蓋設置工 
消火栓 

・空気弁 
施工時 

調整駒設置状況 

無収縮モルタル注入状況 

一般：1 回/1 工事 

重点：1 回/1 工事 

舗装工 
路盤、基層、

表層 
舗設時 

使用材料、 

敷均し・締固め状況 

天候、気温、舗設温度 

一般：1 工事 

重点：1 回/3,000 ㎡ 

コンクリー

ト工 

構造用普通 

コンクリート 
打設時 

品質規格、運搬時間 

打設順序、天候、気温 

一般：1 回/１構造物 

重点：1 回/１ロット 

防水工  施工時 
使用材料、施工計画

との照合 

一般：1 回/1 工事 

重点：2 回/1 工事 

外壁改修工 

（床・屋根ス

ラブを含む） 

アンカーピン

ニング及びエ

ポキシ樹脂注

入工法 

施工時 施工計画との照合 
一般：1 回/１工事（施工時） 

重点：2 回/１工事（施工時） 

ひび割れ補修 施工時 施工計画との照合 
一般：1 回/１工事（施工時） 

重点：2 回/１工事（施工時） 

塗装工 現場塗装 

清掃 

・錆落し施工時 
清掃・錆落し状況 

一般：1 回/1 工事 

重点：1 回/1 工事 

塗装施工時 使用材料、天候、気温 
一般：1 回/1 工事 

重点：1 回/1 工事 

推進工  

施工時 施工状況、推進力 

一般：1 回/100ｍごと又は 

   1 スパン 2 回 

重点：1 回/50ｍごと又は 

   1 スパン 3 回 

裏込注入時 
施工状況、 

薬剤使用量 

一般：1 回/スパン 

重点：2 回/スパン 

１ 表中の｢把握の程度｣は、把握頻度の目標であり、実施にあたっては工事内容及び施

工状況を勘案の上設定することとし、重点監督は、1 回/週以上の頻度で実施するこ

と。 

 一般監督 ： 重点監督以外の工事 

 重点監督 ： 低入札工事、主たる工種に「NETIS」等の新技術・工法等を採用した

工事 

２ ロットとは、橋台等の単体構造物はコンクリート打設毎、函渠等の連続構造物は、

施工単位（目地）毎とする。 

３ 表中に該当しない種別は、施工計画書及び標準仕様書(愛知県建設局)等を参考に、

項目を設定する。 

４ 施工状況把握を実施した場合には、監督員記録及び工事記録への記載を行って下さ

い。 
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 10-1 

 

 

 

 

現場代理人・主任（監理）技術者届 

 

 

   年   月   日  

 

豊田市事業管理者 様 

 

契約者 住 所 

  

商号又は 

名  称 

代表者名             

 

工事名（路線名含） 

 
 

工 事 場 所 

 
 

契 約 締 結 日 

 
     年   月   日 

契 約 金 額 

 
金            円 

現場代理人 

（現場責任者） 

住 所 氏 名 

  

主任技術者 

（監理技術者） 

住 所 氏 名 

  

（添付書類） ・経歴書 

・法令による免許書等の写し（現場代理人は不要） 

・健康保険証等、直接的かつ恒常的な雇用関係の確認できる書類 

(上下水)総務課 

工事契約台帳入力 

□ 
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様式第２号 

 

現場代理人・主任（監理）技術者・監理技術者補佐届 
 

年  月  日 

 

豊田市事業管理者  様 

 

契約者  住  所  

 

商号又は  

名  称  

代表者名                 

 

 工事名（路線名含）  

工 事 場 所  

契 約 締 結 日    年   月   日 

契 約 金 額 金            円 

現場代理人 

（現場責任者） 

住 所 氏 名 

  

主任技術者 

（監理技術者） 

住 所 氏 名 

  

監理技術者補佐 

住 所 氏 名 

  

※監理技術者補佐を必要としない場合は斜線を引くこと 

※添付書類 ・経歴書 

・法令による免許書等の写し（現場代理人は不要） 

・健康保険証等、直接的かつ恒常的な雇用関係の確認できる書類 
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 現 場 代 理 人 ・ 主 任 （ 監 理 ） 技 術 者 変 更 届 
 

                               年   月   日 

 

豊田市事業管理者 様 

 

契約者 住 所 

 

商号又は 

名  称 

代表者名             

 

先に提出した下記工事の現場代理人及び主任技術者を、次のとおり変更しましたので 

関係書類を添えてお届けします。 

 

工 事 名 

（路線等の名称含） 
 

工 事 場 所 

 
 

変 更 事 項 □ 現 場 代 理 人 
□ 主 任 技 術 者 

  （監 理 技 術 者） 

変 更 前 変 更 後 

  

  

変 更 理 由 

 

 

 

（添付書類） ・経歴書 

・法令による免許書等の写し（現場代理人は不要） 

・健康保険証等、直接的かつ恒常的な雇用関係の確認できる書類 

※ 変更理由によっては、医師の診断書等の提出を求める場合があります。 

(上下水)総務課 

工事契約台帳入力 

□ 
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様式第３号 

 

現場代理人・主任（監理）技術者・監理技術者補佐変更届 
 

年  月  日 

 

豊田市事業管理者  様 

 

契約者 住  所  

 

商号又は  

名  称  

代表者名  

 

先に提出した下記工事の現場代理人等を、次のとおり変更しましたので関係書類を添えて

お届けします。 

工 事 名 

（路線等の名称含） 
 

工 事 場 所  

変 更 事 項 
□ 現 場 代 理 人 

□ 監理技術者補佐 

□ 主 任 技 術 者 

 （監理技術者） 

変 更 前 変 更 後 

  

  

  

変 更 理 由 

 

 

 

（添付書類）・経歴書 

・法令による免許書等の写し（現場代理人は不要） 

・健康保険証等、直接的かつ恒常的な雇用関係の確認できる書類 
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経 歴 書 

 

氏 名 (※) 生年月日 昭和 平成  年  月  日 

※資格・免許等の氏名が旧姓表記の場合は、旧姓も記載してください。 

現 住 所  

最 終 学 歴  年  月卒 業 

資格・免許  年  月取 得 

  職 歴 （最終学歴卒業後） 

 年  月  

 年  月  

 年  月  

 年  月  

  工 事 経 歴（過去３年の主な工事） 

 年  月  

 年  月  

 年  月  

  現 在 担 当 工 事（現場代理人、主任技術者を明記） 

 工事名  契約金額        円 

 工 期    年  月～    年  月 （現場代理人・主任技術者） 

 

上記のとおり相違ありません。 

  年  月  日 

氏 名                

 

※ 全ての記載項目は、自筆でなくても構いません。 

※ 委託の場合は、「工事」を「委託」と現場代理人、主任技術者を責任者、技術

者と読み替える。 
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現場代理人及び主任技術者に関する特約条項 

 

（総則） 

第１条 この特約は、この特約が添付される契約（以下「本契約」という。）と一体となす。 

 

（適用） 

第２条 当初契約金額が５百万円未満の建設工事。 

 

（現場責任者及び主任技術者） 

第３条 乙は、本契約約款第１０条に替わり、現場責任者及び主任技術者を定め、この契約

締結後５日以内に、現場代理人・主任技術者・監理技術者・専門技術者届に準拠し、その

氏名、その他必要な事項を甲に通知しなければならない。これらの者を変更したときも同

様とする。 

２ 現場責任者は、この契約の履行に関し、現場の運営、取締りを行うほか、請負代金額の

変更、工期の変更、請負代金の請求及び受領、本契約約款第１２条第１項の請求の受理、

同条第３項の決定及び通知並びにこの契約の解除に係る権限を除き、この契約に基づく乙

の一切の権限を行使することができる。 

３ 乙は、前項の規定にかかわらず、自己の有する権限のうち現場責任者に委任せず自ら行

使しようとするものがあるときは、あらかじめ、当該権限の内容を甲に通知しなければな

らない。 

４ 主任技術者は、現場責任者と兼ねることができる。 

５ 現場責任者の経歴書には、直接的雇用関係を確認するための書類を添付しなくてはなら

ない。 

 

（履行報告の適用除外） 

第４条 本契約約款第１１条に定める履行報告は適用しない。 

 

＜参考＞ 当初契約金額５００万円未満の建設工事の場合、現場代理人に替え、現場責
任者を配置することになります。この場合、契約書には下記の特約条項が添付されます。
（1-1-52 関係） 
注）令和３年６月１日広告案件から当初設計金額を当初契約金額に変更しています。 
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現場代理人の兼務届（豊田市発注工事以外含む） 

                          令和  年  月  日 

 豊田市事業管理者 様 

契約者 住  所 

 

商号又は 

名  称 

代表者名             

  

下記既発注工事に係る現場代理人（現場責任者）         を下記兼務する工

事に係る現場責任者（現場代理人）と兼務したいので届けます。 

 別添のとおり施工連絡体制を整え、現場の安全管理及び工程管理を、適切に行います。 

記 

既

発

注

工

事 

工 事 名 

（路線名含む） 
 

工 事 場 所  

契 約 締 結 日        令和   年    月    日 

契 約 金 額       金               円 

工 期 令和  年  月  日から 令和  年  月  日まで 

兼

務

す

る

工

事 
工 事 名 

（路線名含む） 
 

工 事 場 所  

契 約 締 結 日        令和   年    月    日 

契 約 金 額       金               円 

工 期 令和  年  月  日から 令和  年  月  日まで 

・この様式は、豊田市発注工事以外を含む兼務の場合に使用し、記載後は（上下水）総務課に提出し、（上下

水）総務課の確認を受けてください。 

・工程表については、現場代理人は作業時に現場常駐が必要なため、記載の各工事間で同一時期に作業が重

複しないように工程表を作成し、監督員へ提出してください。監督員が工程表の確認を行います。 

・施工連絡体制（現場代理人不在時の体制がわかるもの（様式任意））を施工計画書に記載又は添付してくだ

さい（（上下水）総務課の確認時には不要）。 
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・この様式は、豊田市発注の建設工事を兼務する場合に使用し、記載後は（上下水）総務課に提出し、（上下水）

総務課の確認を受けてください。記載する工事については、当初契約日が早い順に①から記載（契約日が同日

の場合は、契約金額の高い方から記載）してください。 

・工程表については、現場代理人は作業時に現場常駐が必要なため、記載の各工事間で同一時期に作業が重複し

ないように工程表を作成し、監督員へ提出してください。監督員が工程表の確認を行います。 

・施工連絡体制（現場代理人不在時の体制がわかるもの（様式任意））を施工計画書に記載又は添付してくださ

い（（上下水）総務課の確認時には不要）。 

 

 

現場代理人の兼務届（豊田市発注工事用） 

   令和  年  月  日 

 豊田市事業管理者 様 

契約者 住  所 

商号又は 

名  称 

代表者名            

  

現場代理人             を下記の工事と兼務したいので届けます。 

 施工連絡体制を整え、現場の安全管理及び工程管理を、適切に行います。 

工

事

① 

工事名（路線名を含む）  

工 事 場 所  

当 初 契 約 日         令和    年     月     日 

原 契 約 金 額 金                     円 

原 工 期  令和  年  月  日 から 令和  年  月  日まで 

工 事 担 当 課 名  

工

事

② 

工事名（路線名を含む）  

工 事 場 所  

当 初 契 約 日         令和    年     月     日 

原 契 約 金 額 金                     円 

原 工 期  令和  年  月  日 から 令和  年  月  日まで 

工 事 担 当 課 名  

工

事

③ 

工事名（路線名を含む）  

工 事 場 所  

当 初 契 約 日             年     月     日 

原 契 約 金 額 金                     円 

原 工 期  令和  年  月  日 から 令和  年  月  日まで 

工 事 担 当 課 名  
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施工連絡体制（現場代理人不在時の体制が分かるもの）（様式任意）（1-1-55関係） 

 

現場組織表、緊急時の体制等を変更した変更施工計画書の提出 または、施工連絡体制（現

場代理人不在時の体制がわかるもの）を施工計画書に添付してください。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現場代理人不在時の連絡体制(記載例) 

 

現場代理人 豊田太郎 

×××－×××× －××××(携帯) 

(株)××建設 

(代)×××× －×× －×××× 

 

【現場代理人不在時の体制】 

工事①（既契約工事） 豊田市○○○舗装工事 

現場の代表者     豊田次郎 

現場の代表者の連絡先 ×××－×××× －×××× 

 

工事②（既契約工事） 豊田市○○○宅地造成工事 

現場の代表者     豊田三郎 

現場の代表者の連絡先 ×××－×××× －×××× 

 

※ 現場作業員には、現場代理人の連絡先、付近の病院、電力会社、ガス会社の電話番

号等を書いたメモを常に携帯させる。 

 

・施工連絡体制は、任意様式。 

・現場代理人不在時の体制がわかるものを添付 
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主 任 技 術 者 の 兼 務 届 

                               年  月  日 

 豊田市事業管理者 様 

契約者 住  所 

 

商号又は 

名  称 

代表者名            

  

下記の既発注工事に係る主任技術者について、下記新たに契約する工事の主任技術者と

兼務したいので届けます。 

 なお、下記工事について監理技術者を設置する必要が生じた場合には、兼務を解き双方

の工事に必要な技術者を配置します。 

記 

主 任 技 術 者 の 氏 名  

既

発

注

工

事 

工 事 名 
（ 路 線 名 含 む ） 

 

工 事 場 所  

契 約 締 結 日       年    月    日 

契 約 金 額 金               円 

工 期     年  月  日から    年  月  日まで 

工期の内兼務期間     年  月  日から    年  月  日まで 

新

た

に

契

約

す

る

工

事 

発 注 機 関 名  

工 事 名 
（ 路 線 名 含 む ） 

 

工 事 場 所  

契 約 金 額 金               円 

工 期     年  月  日から    年  月  日まで 

工 事 概 要  

専任・非専任の別 専任        非専任 

（添付書類）各工事の施工場所を記入した地図（1/10000 以上、工事現場間の距離を記したもの） 

注 １ 専任を要しない技術者どうしの兼務については届出を要しない。 

２ 本兼務届は、原則として兼務期間の始期日より５日以内に提出するものとする。 



 10-12 

様式第１号 

監 理 技 術 者 の 兼 務 届  

年  月  日  

 

豊田市事業管理者 様 

 

契約者 住  所 

     

    商号又は 

    名  称 

    代表者名 

 

下記のとおり、監理技術者補佐を配置することにより監理技術者について兼務し

ます。 
記 

監理技術者の氏名  

施
工
中
の
工
事 

発 注 機 関 名  

工事名（路線名含）  

工 事 場 所  

原 契 約 金 額  

監理技術者補佐の氏名  

資格免許の種 類   

工 期 年  月  日から   年  月  日まで 

新
た
に
契
約
す
る
工
事 

発 注 機 関 名  

工事名（路線名含）  

工 事 場 所  

原 契 約 金 額  

監理技術者補佐の氏名  

資格免許の種 類   

工 期 年  月  日から   年  月  日まで 

（添付書類） 
・各工事の CORINS の写し（新たに契約する工事については、CORINS 登録が完了し

ていない場合は契約書の写し） 

注 当該監理技術者補佐の経歴書を添付すること。その場合には、法令による免許証等の写

し、健康保険証等の直接的かつ恒常的な雇用関係が確認できる書類を併せて添付するこ

と。 
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【注】様式は（上下水）総務課のホームページからダウンロードできます。 
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工 程 表 
 

 

                              年   月   日 

 

 

豊田市事業管理者 様 

 

契約者 住 所 

 

商号又は 

名  称 

代表者名            

 

 

下記の工事について、工程表を別紙のとおり提出します。 

 

記 

 

 

１ 工 事 名 

 

２ 路線等の名称 

 

３ 工 事 場 所 

 

４ 契約締結年月日              年   月   日 

 

５ 契 約 金 額         金            円 

 

６ 契 約 期 間         自      年   月   日 

 

至      年   月   日 

 

 

 

 

 

（添付書類）  工程表（別紙） 
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（別紙）                                      

工    程    表 

  日 程    年   月    年   月    年   月    年   月 

工 程   10 20 30 10 20 30 10 20 30 10 20 30 
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現場代理人等の兼務届に添付 

する場合の工程表の記載例 
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実工事期間通知書 
 

令和  年  月  日 

 

 

豊田市事業管理者 様 

 

 

 住  所  

 

商号又は  

名  称  

代表者名                 

 

 次のとおり実工事期間を定めたので、通知します。 

工事名（路線名含）  

工 事 場 所  

契 約 締 結 予 定 日 令和   年   月   日 

実 工 事 期 間 の 始 期 令和   年   月   日 

実 工 事 期 間 の 終 期 令和   年   月   日 
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実工事期間変更申出書 
 

令和  年  月  日 

 

 

豊田市事業管理者 様 

 

 

契約者 住  所  

 

商号又は  

名  称  

代表者名                 

 

 次のとおり実工事期間を変更したいので、申し出ます。 

工事名（路線名含）  

工 事 場 所  

契 約 締 結 日 令和   年   月   日 

実 工 事 期 間 

変更前 
始期 令和   年   月   日 

終期 令和   年   月   日 

変更後 
 始期 令和   年   月   日 

 終期 令和   年   月   日 

変 更 理 由  
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工事用使用材料一覧表 
 

整理 

番号 
材 料 名 規 格 納入業者 製造業者 摘 要 
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【注】様式は（上下水）総務課のホームページからダウンロードできます。また ASP で作成も可能です。記載例は愛知県建設局「土木工事現場必携」2-75 を参照。 
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【注】様式は（上下水）総務課のホームページからダウンロードできます。また ASP で作成も可能です。記載例は愛知県建設局「土木工事現場必携」2-76 を参照。 
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【注】様式は（上下水）総務課のホームページからダウンロードできます。また ASP で作成も可能です。記載例は愛知県建設局「土木工事現場必携」2-78 を参照。 
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【注】様式は（上下水）総務課のホームページからダウンロードできます。また ASP で作成も可能です。記載例は愛知県建設局「土木工事現場必携」2-77 を参照。 

 



 
 

 10-26 

 
 

 

 

【注】様式は（上下水）総務課のホームページからダウンロードできます。 



 
 

 10-27 

 
 



 
 

 10-28 
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【工事打合せ簿記載例】 
 

 
 



 
 

 10-30 

 

 
 



 
 

 10-31 

 
 

 



 
 

 10-32 

 
 
 



 
 

 10-33 

 
 

 



 
 

 10-34 

 
 



 
 

 10-35 

 
 



 
 

 10-36 
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【注】この様式は旧 ASP（令和 6 年 12 月発注案件まで使用）から出力した CSV ファイルに、MEET フォルダのファイル番号記入欄を追加したもの。 
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【注】この様式は ASP（令和 7 年 1 月以降発注案件まで使用）から出力した Excel ファイルに、MEET フォルダのファイル番号記入欄を追加したもの。 
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協 議 書 
豊上下水○発第○○○号  

令和○○年○○月○○日  

 

（契約者） ○○○○○○ 様 

 

 

豊田市事業管理者 ○ ○ ○ ○  印  

 

 

令和○○年○○月○○日付で契約締結をした工事について、下記のとおり協議します。 

異議のない場合は、別紙承諾書を提出してください。 

 

記 

 

工  事  名 ○○○○○○工事 

工 事 場 所 豊田市○○○○町地内 

契 約 金 額 金○○○○○○○○円 契約期間 
自  令和○○年○○月○○日 

至  令和○○年○○月○○日 

【協議事項】 

上記工事のうち、下記指定部分に相応する契約金額及び今回支払額を協議します。 

＜指定部分＞ 

 ○○○○○○ 

 ○○○○○○ 

 

＜指定部分に相応する契約金額＞ 

  金○○○○○○○○円（消費税込み） 

 

＜今回支払額＞ 

指定部分に相応する契約金額×（１－前払金額／契約金額） 

－指定部分に相応する支払済部分払金 

＝○○○○円×（１－○○○○円／○○○○円）－○○○○円 

＝○○○○円（消費税込み、小数点以下切捨て） 
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承 諾 書 
令和○○年○○月○○日  

 

豊田市事業管理者 様 

 

契約者 住所 

                        氏名              印 

                        （名称及び 

                        代表者氏名） 

 

令和○○年○○月○○日付豊上下水○発第○○○号で協議のあった件について、下記のと

おり承諾します。 

 

記 

 

工  事  名 ○○○○○○工事 

工 事 場 所 豊田市○○○○町地内 

契 約 金 額 金○○○○○○○○円 契約期間 
自  令和○○年○○月○○日 

至  令和○○年○○月○○日 

【承諾事項】 

上記工事のうち、下記指定部分に相応する契約金額及び今回支払額を承諾します。 

＜指定部分＞ 

 ○○○○○○ 

 ○○○○○○ 

 

＜指定部分に相応する契約金額＞ 

  金○○○○○○○○円（消費税込み） 

 

＜今回支払額＞ 

指定部分に相応する契約金額×（１－前払金額／契約金額） 

－指定部分に相応する支払済部分払金 

＝○○○○円×（１－○○○○円／○○○○円）－○○○○円 

＝○○○○円（消費税込み、小数点以下切捨て） 
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令和○○年○○月○○日  

 

工事指定部分完成届 
 

 

豊田市事業管理者 様 

 

 

契約者 住 所 

 

氏 名 

（名称及び 

代表者氏名）             

 

 

下記のとおり指定部分が完成しました。 

検査の結果、合格のときは合格日をもって指定部分に係る工事目的物を引き渡します。 

 

 

記 

 

工  事  名 

（路線名等を含む） 
○○○○○○工事 

工 事 場 所 

 
豊田市○○○○町地内 

契 約 締 結 日 

 
令和○○年○○月○○日 

契 約 金 額 

 
金○○○○○○○○円 

工     期 

 
令和○○年○○月○○日 ～ 令和○○年○○月○○日 

指定部分に相応 

する契約金額 
金○○○○○○○○円 

指 定 部 分 

完 成 期 限 
令和○○年○○月○○日 

指 定 部 分 

完 成 年 月 日 
令和○○年○○月○○日 
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通 知 書 
豊上下水○発第○○○号  

令和○○年○○月○○日  

 

（契約者） ○○○○○○  様 

 

 

豊田市事業管理者 ○ ○ ○ ○  印 

 

 

令和○○年○○月○○日付で契約締結をした工事について、下記のとおり通知します。 

 

 

記 

 

工  事  名 ○○○○○○工事 

工 事 場 所 豊田市○○○○町地内 

契 約 金 額 金○○○○○○○○円 契約期間 
自  令和○○年○○月○○日 

至  令和○○年○○月○○日 

【通知事項】 

令和○○年○○月○○日付豊○発第○○○号で協議を行った件について、指定期間内に協

議が整わなかったため、豊田市工事請負契約約款第３９条第２項の規定により、上記工事の

指定部分に相応する契約金額を定め、今回支払額を通知します。 

 

＜指定部分＞ 

 ○○○○○○ 

 ○○○○○○ 

 

＜指定部分に相応する契約金額＞ 

  金○○○○○○○○円（消費税込み） 

 

＜今回支払額＞ 

金○○○○円（消費税込み） 
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協 議 書 
豊上下水○発第○○○号  

令和○○年○○月○○日  

 

（契約者） ○○○○○○ 様 

 

豊田市事業管理者 〇 〇 〇 〇 印 

 

 

令和○○年○○月○○日付で契約締結をした工事について、下記のとおり協議します。 

異議のない場合は、別紙承諾書を提出してください。 

 

記 

 

工 事 名 ○○○○○○工事 

工 事 場 所 ○○○○ 

契 約 金 額 金○○○○○○○○円 契約期間 
自 令和○○年○○月○○日 

至 令和○○年○○月○○日 

【協議事項】 

上記工事のうち、出来形部分に相応する契約金額相当額及び今回支払額について協議し

ます。 

＜既済部分検査願受付日＞ 

令和○○年○○月○○日 

 

＜既済部分検査日及び結果通知日＞ 

 検査日：令和○○年○○月○○日  結果通知日：令和○○年○○月○○日 

 

＜出来形歩合及び出来形部分に相応する契約金額相当額＞ 

出来形 ○○．○○％   

出来形部分に相応する契約金額相当額 金○○○○○○○○円 

 

＜今回支払額＞ 

（出来形部分に相応する契約金額相当額－既に部分払の対象となった契約金額相当額） 

×（９／１０－前払金額／契約金額） 

＝（○○○○円－○○○○円）×（９／１０－○○○○円／○○○○円） 

＝○○○○円（消費税込み、万円未満切捨て） 

 

 

 

単年度の場合の例 
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協 議 書 
豊上下水○発第○○○号  

令和○○年○○月○○日  

 

（契約者） ○○○○○○ 様 

 

 

豊田市事業管理者 ○ ○ ○ ○ 印    

 

 

令和○○年○○月○○日付で契約締結をした工事について、下記のとおり協議します。 

異議のない場合は、別紙承諾書を提出してください。 

 

記 

 

工 事 名 ○○○○○○工事 

工 事 場 所 ○○○○ 

契 約 金 額 金○○○○○○○○円 契約期間 
自 令和○○年○○月○○日 

至 令和○○年○○月○○日 

【協議事項】 

上記工事のうち、出来形部分に相応する契約金額相当額及び今回支払額について協議し

ます。 

＜既済部分検査願受付日＞ 

令和○○年○○月○○日 

 

＜既済部分検査日及び結果通知日＞ 

 検査日：令和○○年○○月○○日  結果通知日：令和○○年○○月○○日 

 

＜出来形歩合及び出来形部分に相応する契約金額相当額＞ 

出来形 ○○．○○％ 

出来形部分に相応する契約金額相当額 金○○○○○○○○円 

 

＜今回支払額＞ 

金○○○○円（消費税込み） 

 

 

複数年度の場合の例 
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承 諾 書 
令和○○年○○月○○日  

 

豊田市事業管理者 様 

 

契約者 住所 

                     氏名               印 

                    （名称及び 

                     代表者氏名） 

 

令和○○年○○月○○日付豊上下水○発第○○○号で協議のあった件について、下記のと

おり承諾します。 

 

記 

 

工 事 名 ○○○○○○工事 

工 事 場 所 ○○○○ 

契 約 金 額 金○○○○○○○○円 契約期間 
自 令和○○年○○月○○日 

至 令和○○年○○月○○日 

【承諾事項】 

上記工事のうち、出来形部分に相応する契約金額相当額及び今回支払額を承諾します。 

＜既済部分検査願受付日＞ 

令和○○年○○月○○日 

 

＜既済部分検査日及び結果通知日＞ 

 検査日：令和○○年○○月○○日  結果通知日：令和○○年○○月○○日 

 

＜出来形歩合及び出来形部分に相応する契約金額相当額＞ 

出来形 ○○．○○％ 

 出来形部分に相応する契約金額相当額 金○○○○○○○○円 

 

＜今回支払額＞ 

（出来形部分に相応する契約金額相当額－既に部分払の対象となった契約金額相当額） 

×（９／１０－前払金額／契約金額） 

＝（○○○○円－○○○○円）×（９／１０－○○○○円／○○○○円） 

＝○○○○円（消費税込み、万円未満切捨て） 

 

 

単年度の場合の例 
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承 諾 書 
令和○○年○○月○○日  

 

豊田市事業管理者 様 

 

契約者 住所 

                     氏名              印 

                    （名称及び 

                     代表者氏名） 

 

令和○○年○○月○○日付豊○発第○○○号で協議のあった件について、下記のとおり承

諾します。 

 

記 

 

工 事 名 ○○○○○○工事 

工 事 場 所 ○○○○ 

契 約 金 額 金○○○○○○○○円 契約期間 
自 令和○○年○○月○○日 

至 令和○○年○○月○○日 

【承諾事項】 

上記工事のうち、出来形部分に相応する契約金額相当額及び今回支払額を承諾します。 

＜既済部分検査願受付日＞ 

令和○○年○○月○○日 

 

＜既済部分検査日及び結果通知日＞ 

 検査日：令和○○年○○月○○日  結果通知日：令和○○年○○月○○日 

 

＜出来形歩合及び出来形部分に相応する契約金額相当額＞ 

出来形 ○○．○○％ 

出来形部分に相応する契約金額相当額 金○○○○○○○○円 

 

＜今回支払額＞ 

金○○○○円（消費税込み） 

 

 

複数年度の場合の例 
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工 事 既 済 部 分 検 査 願 

 

  年  月  日 

 

豊田市事業管理者 様 

 

 

契約者 住 所 

 

氏 名 

（名称及び 

代表者氏名）            

 

 

   年度第  回（合計  回）既済部分の確認を請求します。 

 

 

記 

 

 

工  事  名 

（路線名等を含む） 
  

工 事 場 所 

 
  

契 約 締 結 日 

 
    年  月  日 

契 約 金 額 

 
金                 円 

工     期 

 
    年  月  日 ～     年  月  日 
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通 知 書 
豊上下水○発第○○○号  

令和○○年○○月○○日  

 

（契約者） ○○○○ 様 

 

 

豊田市事業管理者 ○ ○ ○ ○  印 

 

 

令和○○年○○月○○日付で契約締結をした工事について、下記のとおり通知します。 

 

 

記 

 

工 事 名 ○○○○○○工事 

工 事 場 所 ○○○○ 

契 約 金 額 金○○○○○○○○円 契約期間 
自 令和○○年○○月○○日 

至 令和○○年○○月○○日 

【通知事項】 

令和○○年○○月○○日付豊○発第○○○号で協議を行った件について、指定期間内に

協議が整わなかったため、豊田市工事請負契約約款第３８条第６項の規定により、上記工

事の出来形部分に相応する契約金額相当額を定め、今回支払額を通知します。 

 

＜出来形歩合及び出来形部分に相応する契約金額相当額＞ 

出来形 ○○．○○％ 

出来形部分に相応する契約金額相当額 金○○○○○○○○円（消費税込み） 

 

＜今回支払額＞ 

金○○○○円（消費税込み） 

 

 



 
 

 10-49 

 

段階確認報告書 
 

 工 事 名                                 

 路線等の名称                                 

 工 事 場 所                                 

 

 
備考) 
1 段階確認が良好の場合は、確認方法、実施年月日を記入する。 
2 段階確認において問題が生じた場合は、確認方法欄に手直し等の指示事項を記入すること。 
3 確認方法欄は、監督員は「臨場」・「机上」、工事監督支援業務により確認した場合は「施工管理」と記
入する。 

4「臨場」確認の立会状況写真は、本書への添付は必要ない。 
5「机上」確認については、メールによる提出も可とする。 
6 工事完成後、記載内容を確認のうえで、監督員は署名を行う。 
 

 
  上記について、実施しました。 
 
                     監督員              

種   別 細  別 項  目 実施予定時期 
確認方法 

（臨場･机上、施工管理） 
実施年月日 
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施工状況把握報告書 
 

 工 事 名                                 

 路線等の名称                                 

 工 事 場 所                                 

 

 
備考) 
1 施工状況把握が良好の場合は、確認方法、実施年月日を記入する。 
2 施工状況把握において問題が生じた場合は、確認方法欄に手直し等の指示事項を記入すること。 
3 確認方法欄は、監督員は「臨場」、工事監督支援業務により確認した場合は「施工管理」と記入する。 
4「臨場」確認の立会状況写真は、本書への添付は必要ない。 
5 工事完成後、記載内容を確認のうえで、監督員は署名を行う。 
 

 
  上記について、実施しました。 
 
                     監督員              

種   別 細  別 項  目 実施予定時期 
確認方法 

（臨場、施工管理） 
実施年月日 
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工 事 完 成 届 
 

  年  月  日 

 

 

豊田市事業管理者 様 

 

 

 

契約者 住 所 

 

氏 名 

（名称及び 

代表者氏名）          

 

 

下記のとおり完成しました。 

検査の結果、合格のときは合格日をもって工事目的物を引き渡します。 

 

 

記 

 

 

工  事  名 

（路線名等を含む） 
  

工 事 場 所 

 
  

契 約 締 結 日 

 
    年  月  日 

契 約 金 額 

 
金         円 

工     期 

 
    年  月  日 ～     年  月  日 

完 成 年 月 日 

  
    年  月  日 
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【注】実施工程表（A3 横）のエクセル版は（上下水）総務課のホームページからダウンロードできます。 

     
 

実施工程表 

 作成例 

※実施工程表の様式はこれに限定するものではありません。工程を管理しやすい様式で構いません。 
※予定と実績が比較できる工程表とし、工程に遅れが生じた場合は改善策を検討すること。 
※工期の 1/3 を経過して、マイナス２０ポイント以上の遅れが生じた場合は、工程の見直しを行うこと。 
※凡例は必ず記入すること。誰が見てもわかりやすい工程表の作成を心掛けてください。 



 
 

 10-53 

工  事  記  録 

工  事  名  
監督員  

路線等の名称  

工 事 場 所  請負者  

月 日 天候 作  業  内  容 

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

備考  具体的な作業内容の他に、安全活動として日々行うものは除き、定期的（月１回な

ど）に行うもの、及び工事への影響が大きな事項として、変更協議、契約などを記載

する。 

 

令和 5 年 4 月 1 日以降契約の工事からは提出から提示に変更 

この様式は、参考様式とする。 

（当日の作業内容が日報等で提示され確認できれば良い。） 
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社内検査実施報告書 
 

実 施 年 月 日 
   年   月   日（  ） 

午前・午後  時  分～午前・午後  時  分 

場 所  

立 会 者  

検 査 員  

実 施 項 目 
 

 

実施状況写真  
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○○年○○月○○日 

 

残土処理承諾書 

 

 

（使用者） 

    ○○○○○○管工㈱  様 

 

 

（承諾者） 

住  所      豊田市○○町○○番地 

 

氏  名          ○  ○  ○  ○    印 

 

  残土処理地として下記のとおり処理することについて承諾いたします。 

 

 

記 

 

 

１  工 事 名         

 

２  路線等の名称       

 

３  工 事 場 所         

 

４  処理地の地番        

    

５  処理地の地目 

 

６  残土の種 類 

 

７  その他（条件等） 

 

 

※  ２部作成し、承諾者と使用者各１部保有し、担当者に１部写しを提出すること。 

    但し、土質改良プラントへ搬入する場合は不要。 

※  添付図  ：  位置図 
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○○年○○月○○日 

 

土地使用承諾書 

 

 

（使用者） 

    ○○○○○○管工㈱  様 

 

 

（承諾者） 

住  所      豊田市○○町○○番地 

 

氏  名          ○  ○  ○  ○    印 

 

 

  下記のとおり使用することについて承諾します。 

 

 

記 

 

 

１  使用目的      資材置場（水道管布設材料） 

 

 

２  使用箇所      豊田市○○町○○番地（別添位置図参照） 

                  地  目    （名  称）  ○○○ 

 

 

３  使用期間        ○○年○○月○○日～  ○○年○○月○○日 

 

 

４  その他   

    （条件等） 

 

 

 

 

※  ２部作成し、承諾者と使用者各１部保有する。 

※  添付図  ：  位置図 
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産業廃棄物（特別管理産業廃棄物）の運搬する際備え付ける書面 

氏名又は名称 

及び住所等 

 

 

 

           連絡先（             ） 

 

運搬する産業 

廃棄物の種類 

産業廃棄物 特別管理産業廃棄物 数量 

廃 油  引火性廃油   

 

 

㌧・kg・㎥・
㍑ 

廃プラスチック類  腐食性廃酸  

紙くず  腐食性廃アルカリ  

木くず  感染性産業廃棄物  

繊維くず  廃 PCB 等   

ゴムくず  PCB 汚染物  

金属くず  特定有害廃石綿等  

ガラスくず、コンクリート

くず、陶磁器くず 

 他（          ）  

他（          ）  

がれき類  他（          ）  

他（          ）  他（          ）  

 

運搬する産業廃

棄物の積載日及

び積載した事業

場名称等 

積載日     年   月   日 

事業場名 
 

所在地及び 

連絡先 

 

 

連絡先（             ） 

運搬先の事業場

の名称等 

事業場名 
 

所在地及び 

連絡先 

 

 

連絡先（             ） 

※ 紙マニフェストを使用して運搬する場合には不要です。 
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＜建退共掛金収納書提出用台紙＞ 

※ 独立行政法人勤労者退職金共済機構建設業退職金共済事業本部の様式を参考と

して掲載（同本部のホームページから様式のダウンロードが可能） 
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＜掛金収納書（電子申請方式）＞ 

※ 独立行政法人勤労者退職金共済機構建設業退職金共済事業本部の電子申請専用

サイトから出力が可能） 
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    年  月  日 

 

豊田市事業管理者 様 

 

契約者 住 所 

 

商号又は 

名  称 

代表者名             

 

 

建退共の共済証紙について（報告） 
 

本工事を請負契約しました（株）○○は、中小企業退職金共済に加入しています。また、

下請負事業者も中退共など他の退職金制度に加入して（自ら退職金制度を設けて）おり、建

設業退職金共済制度の共済証紙を購入しません（でした）ので報告いたします。 

 

工 事 名 
 

路 線 名  

工 事 場 所  

現 場 代 理 人                   

下請負業者名 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

下記文章は、下請業者から提

出された「建設業退職金共済

制度加入労働者数報告書」の

内容により随時変更する 

契約当初に提出するときは「購入

しませんので」とし、完了時に提

出するときは「購入しませんでし

たので」に変更する 
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＜建設業退職金共済制度加入労働者数報告書＞ 

※ 独立行政法人勤労者退職金共済機構建設業退職金共済事業本部の様式を参考と

して掲載（同本部のホームページから様式のダウンロードが可能） 
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＜建設業退職金共済証紙貼付状況報告書＞ 

※ 独立行政法人勤労者退職金共済機構建設業退職金共済事業本部の様式を参考と

して掲載（同本部のホームページから様式のダウンロードが可能） 
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＜共済証紙受払簿＞ 

※ 独立行政法人勤労者退職金共済機構建設業退職金共済事業本部の様式を参考と

して掲載（同本部のホームページから様式のダウンロードが可能） 
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＜建設業退職金共済制度掛金充当実績総括表＞ 

※ 独立行政法人勤労者退職金共済機構建設業退職金共済事業本部の様式を参考と

して掲載（同本部のホームページから様式のダウンロードが可能） 
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＜工種別共済証紙受払簿＞ 

※ 独立行政法人勤労者退職金共済機構建設業退職金共済事業本部の様式を参考と

して掲載（同本部のホームページから様式のダウンロードが可能） 
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。
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・
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廃
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工
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名
(路

線
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【注】マニフェスト管理台帳のエクセルデータは技術管理課のホームページからダウンロードできます。 
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整理番号    

 

塗 装 管 理 記 録 

 

構 造 物 名  所 在 地  

塗 装 面 積 ㎡ 塗 装 年 月    年  月 

塗装面の状態 （劣化度） 完成後塗膜       μ 

塗装業者名    

塗料メーカー名    

塗 装 仕 様 

ケレン種別  

第１ 層 （塗料系）                  ｇ／㎡ 

第２ 層 （塗料系）                  ｇ／㎡ 

第３ 層 （塗料系）                  ｇ／㎡ 

第４ 層 （塗料系）                  ｇ／㎡ 

第５ 層 （塗料系）                  ｇ／㎡ 

第６ 層 （塗料系）                  ｇ／㎡ 

塗 料 名 

第１ 層  

第２ 層  

第３ 層  

第４ 層  

第５ 層  

第６ 層  

備 考 欄  
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添  架  台  帳 

河 川 名  河 川 管 理 者  

所 在 地  橋 梁 名  

添架台帳番号  占 用 台 帳 番 号  

竣 工 図 番 号  1 ／ 5 0 0 番 号  

添 架 ･ 配 管 情 報 塗 装 情 報 

管   種  塗 装 面 積         ㎡ 

口 径 ・ 管 長 φ   ・     ｍ 前回塗装(西暦) 年 

継 ぎ 手 形 式  足 場 数 量  

架設年(西暦)          年 塗 装 の 仕 様  

添 架 位 置 単独 上流 桁中 下流 管 の 腐 食 状 況  

空 気 弁 形 式 なし 単口 双口 不凍 防 寒 ･ 防 露 工  

 〃 (補修弁) 有り  無し   

伸縮継ぎ手(地上)   河 川 情 報 

伸縮可撓管(地中)   川   幅  

防護コンクリート 有筋   無筋  河 川 の 水 深  

防渡柵の有無  有り   無し 流 速 ・ 水 質  

他 の 占 用 物 ＮＴＴ ガス 農水 水面からの高さ  

  護 岸 状 況  

コ メ ン ト ( そ の 他 の 情 報 ) 

 

 

 

位 置 図 

  

配 水 情 報 

導･送・配水管種別 ・導 ・送 ・配 配 水 系 統 配水系 

平 均 水 圧 ＭＰａ 平 均 流 量 ㎥／ｓｅｃ 
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全 景 写 真 

 

左 岸 側 写 真 右 岸 側 写 真 

  

空 気 弁 写 真 伸 縮 継 ぎ 手 写 真 
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【注】出来形成果総括表（A4 縦）のエクセル版は（上下水）総務課のホームページからダウンロードできます。  

 

出来形成果総括表 

 
工 事 名  配水管新設工事 

路線等の名称  市道○○線 

工 事 場 所  豊田市 ○○町 

 

 

工 種 種 別 細 別 
単

位 

設計値 

(水平延長) 
実測値 差 

規格値 

(mm) 
適 要 

布設工 ＤＩＮ φ２００ ｍ 49.9 50.2 + 0.3  - 200  

 ＤＩＮ φ１００ ｍ 302.4 302.3 - 0.1  - 200  

 ＤＩＮ φ ７５ ｍ 135.3 135.8 + 0.5 - 200  

 ＨＰＰ φ ５０ ｍ 178.9 180.0 + 1.1 - 200  

 仕切弁 φ２００ 基 2 2 0 設計値以上  

 〃 φ１００ 基 4 4 0 設計値以上  

 〃 φ ７５ 基 2 2 0 設計値以上  

 〃 φ ５０ 基 2 2 0 設計値以上  

 消火栓  基 2 2 0 設計値以上  

 排水設備 
 

基 4 4 0 設計値以上  

 給水切替  件 5 5 0 設計値以上  

 仮設工 φ50PEP ｍ 350 350 0 設計値以上  

舗装工 仮復旧工 ｔ＝５㎝ ㎡ 123.0 125.0 + 2.0 設計値以上  

 本復旧工 
機械（表層） 

ｔ＝５㎝ 
㎡ 145.0 146.4 + 1.4 設計値以上  

  
機械（基層） 

ｔ＝５㎝ 
㎡ 76.5 77.2 + 0.7 設計値以上  

付帯工 
既 設 管 撤

去工 
φ100VP ｍ 320.0 320.0 0 設計値以上  

 

記入例 

仮設管、撤去管など設計書で一式計上となっている場

合でも、できる限り具体的な数値を記入すること。

（9-6-2 出来形管理 作成要領） 
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記入例 
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水道管継手管理表   ＧＸ形直管受口継手部（φ７５～４００㎜） 

工 事 名  路線等の名称  

工事場所 豊田市   地内 工期   年  月  日  ～   年  月  日 

請 負 者  測 定 者  継手管理路線名  

   

                            

                   

 

 

 

 

 

 

 

口  径  φ 
    ※φ７５のみゴム輪間隔ｂ計測は①③⑤⑦とできるが、その場合

は、②④⑥⑧について異常がないか確認し○を記入すること。 

継
手
番
号 

挿
し
口
突
部
の
有
無 

注
１ 

清
掃
及
び
面
取 

ラ
イ
ナ
の
位
置
確
認 

※
１ 

受
口

溝（

ロックリング）

の
確
認 

※
２ 

挿
し
口
の
挿
入
量
の
明
示 

※
３ 

滑
剤 

白
線
位
置
の
確
認
及
び
明
示 

※
４ 

標
線
寸
法 

Ｐ(

㎜)
 

受口面  ゴム輪間隔 
ｂ（㎜） 
※５ 

標線受口間隔 
ａ（㎜） 
※６ 

判
定 

※
７ ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ① ③ ⑤ ⑦ 

                      

                      

                      

                      

Ｐ‐Link が許容曲げ角度内で接合されているか確認する
ため、ａ寸法を４か所計測し、計測値の最大差（Ｘａ）
が基準値内であるかを確認・管理する。 

P 

ａ寸法は 10 ㎜以下で管理する。 
接合後、赤線で管理した証拠として白線を明示する。 

直管受口 

 

異形管挿し口または P-Link   

挿し口挿入量目安線（赤色）  

白線表示位

ａ 

P 

ライ

直管受口+直管挿し口  

直管受口+直管挿し口（ライナ施工）  

直管受口+P－Link（ライナ無）  

直管受口+P－Link（ライナ有）  

直管受口+異形管挿し口 

挿し口挿入量目安線（赤色）  

判定基準 
※１ ライナが受口奥部に当たっていればＯＫ、当たっていなければ奥まで挿入、ＯＫになれば○を記入。 
※２ 受口溝、ロックリング、ロックリングホルダを確認したら○を記入。 
※３ ライナ付直管受口の場合、のみ込み量の実測値（✕）を白線（色鉛筆）で表示したら○を記入。 
※４ 白線が全周にわたり受口端面位置にあれば○を記入、 

異形管挿し口の場合は、挿し口外周に受口端面位置の白線を明示したら○を記入 
※５ ｂの寸法を記入し、寸法が上記の表に示す合格範囲内であること。 
※６ ａの寸法を記入し、異形管挿し口、P-Link（ライナ有）の場合は寸法が 10 ㎜以下であること。 

また、すべてにおいて４か所の最大差（Ｘａ）が基準値（3-2-7 の表のＸ寸法）内であること。 
※７ 全ての項目がＯＫであれば○を記入する。○とならなければ解体して再接合する。 
注１ 突部があれば有と記入、無ければ P-Link、又は挿し口リングを使用する。 

✕ 

P 
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水道管継手管理表   ＧＸ形直管継手部（φ７５～４００㎜） 

口  径  φ 
    ※φ７５のみゴム輪間隔ｂ計測は①③⑤⑦とできるが、その場合

は、②④⑥⑧について異常がないか確認し○を記入すること。 

継
手
番
号 

挿
し
口
突
部
の
有
無 

注
１ 

清
掃
及
び
面
取 

ラ
イ
ナ
の
位
置
確
認 

※
１ 

受
口

溝（

ロックリング）

の
確
認 

※
２ 

挿
し
口
の
挿
入
量
の
明
示 

※
３ 

滑
剤 

白
線
位
置
の
確
認
及
び
明
示 

※
４ 

標
線
寸
法 

Ｐ(

㎜)
 

受口面  ゴム輪間隔 
ｂ（㎜） 
※５ 

標線受口間隔 
ａ（㎜） 
※６ 

判
定 

※
７ ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ① ③ ⑤ ⑦ 
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水道管継手管理表   ＧＸ形継手部 切管端面とＰ-Ｌink 接続部（φ７５～３００㎜） 

工 事 名  路線等の名称  

工事場所 豊田市 工期   年  月  日  ～   年  月  日 

請 負 者  測 定 者  継手管理路線名  

                             

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

口  径  φ 
※φ７５のみゴム輪間隔ｂの計測は①③⑤⑦とできるが、その場
合は、②④⑥⑧について異常がないか確認し○を記入すること。 

継
手
番
号 

清
掃
及
び
面
取 

切
管
端
面
の
面
取
り
※
１ 

挿
し
口
の
挿
入
量
の
明
示 

※
２ 

爪、押

ボ
ル
ト
の
確
認 

※
３ 

滑
剤 

白
線
位
置
の
確
認
及
び
明
示 

※
４ 

押しボルト Ｐ-Ｌink 受口端面－ゴム輪間隔 ｂ（㎜） 
※７ 

判
定 

※
８ 

本
数 

※
５ 

締め付け 
トルク 
（N・m） 

 
※６ 

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ 

                  

                  

                  

                  

                  

                  

                  

                  

 

切管端面の面取加工 

切管端部に P-Ｌink を接続する場合は、現地で P-Link にゴム輪をセットする前に P‐Link 端面から奥部までの、
のみ込み量の実測値（X）を計測し、挿し口外周全面に白線で明示し、そこまで確実に挿入されているか確認し、
ｂ寸法を計測する。 

判定基準 
※１ 切管端面に 3.0×3.0 ㎜のテーパー加工を全周にわたり行い、バリをしっかり取り除き、塗料で補修 

したら○を記入。 
※２ のみ込み量の実測値（✕）を白線（色鉛筆）で表示したら○を記入。 
※３ 爪、押ボルトを確認したら○を記入。 
※４ 白線が全周にわたり受口端面位置にあれば○を記入、 
※５ 締め付けた押しボルトの本数を記入。 
※６ 押ボルトを規定のトルク（100Ｎ・ｍ）で締め付けていれば○を記入。 
※７ ｂの寸法を記入し、寸法が上記の表に示す合格範囲内であること。 
※８ 全ての項目がＯＫであれば○を記入する。○とならなければ解体して再接合する。 
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水道管継手管理表   ＧＸ形継手部 切管端面とＰ-Ｌink 接続部（φ７５～３００㎜） 

口  径  φ 
※φ７５のみゴム輪間隔ｂの計測は①③⑤⑦とできるが、その場
合は、②④⑥⑧について異常がないか確認し○を記入すること。 

継
手
番
号 

清
掃
及
び
面
取 

切
管
端
面
の
面
取
り
※
１ 

挿
し
口
の
挿
入
量
の
明
示 

※
２ 

爪、押

ボ
ル
ト
の
確
認 

※
３ 

滑
剤 

白
線
位
置
の
確
認
及
び
明
示 

※
４ 

押しボルト Ｐ-Ｌink 受口端面－ゴム輪間隔 ｂ（㎜） 
※７ 

判
定 

※
８ 

本
数 

※
５ 

締め付け 
トルク 
（N・m） 

 
※６ 

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ 
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水道管継手管理表   ＧＸ形異形管継手部（φ７５～４００㎜） 

工 事 名  路線等の名称  

工事場所 豊田市 工期   年 月 日 ～   年 月 日 

請 負 者  測 定 者  継手管理路線名  

Ｇ-Ｌink 使用時 

       

 
 

 

 

 

 

 

 

 

口 径 φ  

継
手
番
号 

挿
し
口
突
部
の
有無（注）

 

清
掃 

ロックリング・ストッパ

の
確
認 

挿
し
口
の
挿入量（

✕
）
の
明
示 

爪、押

ボ
ル
ト
の
確
認 

※
１ 

ゴ
ム
輪
・
押
輪
等
の
確
認 

※
２ 

滑

剤 

ストッパ

の
引
抜
き 

抜
け
出
し
チェッ

ク 

（挿

し
口
突
部
有
り）※３

 

Ｔ
頭
ボ
ル
ト
の
本
数 

押
輪
施
工
管
理
用
突
部
と
受
口
端

面
の
メタルタッチ

の
確
認 

※
４ 

Ｇ-Ｌink 使用時 

標線受口間隔 
(㎜) 

判
定 

※
７ 

押
し
ボ
ル
ト
の
本
数 

※
５ 

締付ﾄﾙｸ量 
(N・m) 

 
※６ 

上 右 下 左 

                   

                   

                   

                   

                   

                   

                   

                   

異形管受口に挿入する前に、現地で
受口端面から奥部までの、のみ込み
量の実測値（X）を計測し、挿し口外
周全面に白線（色鉛筆）で明示し、
そこまで確実に挿入されているか確
認する。 

判定基準 
※１ Ｇ-Link を使用する場合、爪、押しボルトを確認したら○を記入。 
※２ ゴム輪、押輪、Ｇ-Link を所定の向きで挿し口に設置したら○を記入。 
※３ 管を上下左右前後に振り、継手が抜出さないことを確認。（Ｇ-Ｌink 使用時は除く） 
※４ 押輪の施工管理用突部と受口端面がメタルタッチしていること（厚さ 0.5 ㎜の隙間ゲージが入らないこと） 
※５ 締め付けた押しボルトの本数を記入。 
※６ ボルト・ナットにゆるみがないこと。仕様書 3-2-9 に定めるトルクで締付されていること。 
※７ 全ての項目がＯＫであれば○を記入する。○とならなければ解体して再接合する。 
注） 挿し口突部のない挿し口を異形管挿し口と接合する場合は、Ｇ－Link を使用する。 
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水道管継手管理表   ＧＸ形異形管継手部（φ７５～４００㎜） 

口 径 φ  

継
手
番
号 

挿
し
口
突
部
の
有無（注）

 

清
掃 

ロックリング・ストッパ

の
確
認 

挿
し
口
の
挿入量（

✕
）
の
明
示 

爪、押

ボ
ル
ト
の
確
認 

※
１ 

ゴ
ム
輪
・
押
輪
等
の
確
認 

※
２ 

滑

剤 

ストッパ

の
引
抜
き 

抜
け
出
し
チェッ

ク 

（挿

し
口
突
部
有
り）※３

 

Ｔ
頭
ボ
ル
ト
の
本
数 

押
輪
施
工
管
理
用
突
部
と
受
口
端

面
の
メタルタッチ

の
確
認 

※
４ 

Ｇ-Ｌink 使用時 

標線受口間隔 
(㎜) 

判
定 

※
７ 

押
し
ボ
ル
ト
の
本
数 
※
５ 

締付ﾄﾙｸ量 
(N・m) 

 
※６ 

上 右 下 左 
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水道管継手管理表   ＧＸ形継輪継手部（φ７５～４００㎜） 

工 事 名  路線等の名称  

工事場所 豊田市 工期   年 月 日 ～   年 月 日 

請 負 者  測 定 者  継手管理路線名  

 
Ｇ-Ｌink 使用時 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

口 径 φ 

継
手
番
号 

挿
し
口
突
部
の
有無（注１）

 
清
掃 

白
線
の
表
示 

※
１ 

爪、押

し
ボ
ル
ト
の
確認（注２

） 

ゴ
ム
輪
・
押
輪
等
の
確
認 

※
２ 

滑
剤 

ロックリング・ストッパ

の
確
認 

ストッパ

の
引
抜
き 

Ｔ
頭
ボ
ル
ト
の
本
数 

メタルタッチ

の
確
認
と
受
口

端
面
の
押
輪
施
工
管
理
用
突
部

※
３ 

Ｇ-Ｌink 
使用時 ｙ1 

両挿し口端の間隔 
（㎜） 
※５ 

L´ 
標線受口間隔 

(㎜) 
※６ 判

定 

※
７ 

押
し
ボ
ル
ト
の
本
数 

締付 
ﾄﾙｸ量 
(N・m) 

 
※４ 上 右 下 左 上 右 下 左 

                      

                      

                      

                      

                      

                      

                      

                      

                      

                      

判定基準 
※１ 白線２本を明示したら○を記入。 
※２ ゴム輪、押輪、Ｇ-Link を所定の向きで挿し口に設置したら○を記入。 
※３ 押輪の施工管理用突部と受口端面がメタルタッチしていること（厚さ 0.5 ㎜の隙間ゲージが入らないこと）。 
※４ ボルト・ナットにゆるみがないこと。仕様書 3-2-9 に定めるトルクで締付されていること。 
※５ 寸法を計測し、記入する。3-2-11 に定める寸法であること。 
※６ 寸法を計測し、記入する。3-2-11 に定める寸法であること。 
※７ 全ての項目がＯＫであれば○を記入する。○とならなければ解体して再接合する。 
注１ 挿し口突部のない挿し口を異形管挿し口と接合する場合は、Ｇ－Link を使用する。 
注２ Ｇ-Link の場合に爪、押しボルトを確認したら○を記入。それ以外は―を記入。 

ｙ1 
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水道管継手管理表   ＧＸ形継輪継手部（φ７５～４００㎜） 

口 径 φ 

継
手
番
号 

挿
し
口
突
部
の
有無（注１）

 

清
掃 

白
線
の
表
示 

※
１ 

爪、押

し
ボ
ル
ト
の
確認（注２

） 

ゴ
ム
輪
・
押
輪
等
の
確
認 

※
２ 

滑
剤 

ロックリング・ストッパ

の
確
認 

ストッパ

の
引
抜
き 

Ｔ
頭
ボ
ル
ト
の
本
数 

メタルタッチ

の
確
認
と
受
口

端
面
の
押
輪
施
工
管
理
用
突
部

※
３ 

Ｇ-Ｌink 
使用時 ｙ1 

両挿し口端の間隔 
（㎜） 
※５ 

L´ 
標線受口間隔 

(㎜) 
※６ 判

定 

※
７ 

押
し
ボ
ル
ト
の
本
数 

締付 
ﾄﾙｸ量 
(N・m) 

 
※４ 上 右 下 左 上 右 下 左 
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水道管継手管理表   ＮＳ形継手部（φ７５～４５０㎜） 

工 事 名  路線等の名称  

工事場所 豊田市 工期   年 月 日 ～   年 月 日 

請 負 者  測 定 者  継手管理路線名  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

口  径  φ 
※φ７５のみゴム輪間隔ｂ計測は①③⑤⑦とできるが、その場合

は、②④⑥⑧について異常がないか確認し○を記入すること。 

継手
番号 

清掃 
及び 
面取 

標線寸法 
Ｐ(㎜) 

滑
剤 

受口 
溝の 
確認 
(ﾛｯｸ 
ﾘﾝｸﾞ)

c 
(㎜) 

受口面  ゴム輪間隔 
ｂ（㎜） 

標線受口間隔 
ａ（㎜） 

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ① ③ ⑤ ⑦ 

                  

                  

                  

                  

                  

                  

                  

                  

                  

                  

                  

                  

                  

                  

                  

                  

判定基準：受口端面～ゴム輪間隔(b)＜受口端面～ゴム輪の最大寸法(c) 

 

Ｐ 

ｃ 

受口端面～ゴム輪の最大寸法確認 (c) 

 

ロックリング 

ロックリング心出し用ゴム 
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水道管継手管理表   ＮＳ形継手部（φ７５～４５０㎜） 

口  径  φ 
※φ７５のみゴム輪間隔ｂ計測は①③⑤⑦とできるが、その場合
は、②④⑥⑧について異常がないか確認し○を記入すること。 

継手
番号 

清掃 
及び 
面取 

標線寸法 
Ｐ(㎜) 

滑
剤 

受口 
溝の 
確認 
(ﾛｯｸ 
ﾘﾝｸﾞ)

c 
(㎜) 

受口面  ゴム輪間隔 
ｂ（㎜） 

標線受口間隔 
ａ（㎜） 

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ① ③ ⑤ ⑦ 

                  

                  

                  

                  

                  

                  

                  

                  

                  

                  

                  

                  

                  

                  

                  

                  

                  

                  

                  

                  

                  

                  

                  

                  

                  

                  

                  

                  

                  

                  

判定基準：受口端面～ゴム輪間隔(b)＜受口端面～ゴム輪の最大寸法(c) 
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水道管継手管理表   ＮＳ形異形管継手部（φ３００～４５０㎜） 

工 事 名  路線等の名称  

工事場所 豊田市 工期   年 月 日 ～   年 月 日 

請 負 者  測 定 者  継手管理路線名  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

口 径 φ  

継
手
番
号 

清
掃 

締付 
ﾄﾙｸ量 
( N・ m) 

滑

剤 

受口 
溝の 
確認 

ロックリング

 

位
置
の
確
認 

②バックアッ

プ 

リ
ン
グ
の
向
き 

標線受口間隔 
(㎜) 

④ 
押輪受口間隔 

(㎜) 

⑤ 
ゴム輪の状態 

 

上 右 下 左 上 右 下 左 上 右 下 左 

                   

                   

                   

                   

                   

                   

                   

                   

                   

                   

                   

                   

                   

                   

 

判定基準 

・ 管を上下左右前後に振り、継手が抜出さないことを確認。 

・ ④押輪受口間隔(㎜)  ： 最大値－最小値≦5 ㎜(同一円周上 

・ ⑤ゴ ム 輪 の 状 態  ： 同一円周上でＡ，ＣまたはＡ，Ｂ，Ｃが同時に存在しないこと。 

 

②バックアップリングの向き 
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水道管継手管理表   ＮＳ形異形管継手部（φ３００～４５０㎜） 

口 径 φ  

継
手
番
号 

清
掃 

締付 
ﾄﾙｸ量 
( N・ m) 

滑

剤 

受口 
溝の 
確認 

ロックリング

 

位
置
の
確
認 

②バックアッ

プ 

リ
ン
グ
の
向
き 

標線受口間隔 
(㎜) 

④ 
押輪受口間隔 

(㎜) 

⑤ 
ゴム輪の状態 

 

上 右 下 上 右 下 上 右 下 上 右 下 
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水道管継手管理表   ＮＳ形継手部  （φ５００～１０００㎜） 

工 事 名  路線等の名称  

工事場所 豊田市 工期   年 月 日 ～   年 月 日 

請 負 者  測 定 者  継手管理路線名  

 

      

          
 

 

 

 

 

 

口 径 φ  

継
手
番
号 

清
掃 

締付 
ﾄﾙｸ量 
( N・ m) 

滑

剤 

受口 
溝の 
確認 

ロックリング

 

位
置
の
確
認 

バックアッ

プ 

リ
ン
グ
の
向
き 

③ 
標線受口間隔 

(㎜) 

④ 
押輪受口間隔 

(㎜) 

⑤ 
ゴム輪の状態 

上 右 下 左 上 右 下 左 上 右 下 左 

                   

                   

                   

                   

                   

                   

                   

                   

                   

                   

                   

                   

                   

                   

 

判定基準 

・ 管を上下左右前後に振り、継手が抜出さないことを確認。 

・ ④押輪受口間隔(㎜)  ： 最大値－最小値≦5 ㎜(同一円周上) 

・ ⑤ゴ ム 輪 の 状 態  ： 同一円周上でＡ，ＣまたはＡ，Ｂ，Ｃが同時に存在しないこと。 

④ 
③ 
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水道管継手管理表    ＮＳ形継手部  （φ５００～１０００㎜） 

口 径 φ  

継
手
番
号 

清
掃 

締付 
ﾄﾙｸ量 
( N・ m) 

滑

剤 

受口 
溝の 
確認 

ロックリング

 

位
置
の
確
認 

バックアッ

プ 

リ
ン
グ
の
向
き 

   ③ 
標線受口間隔 

(㎜) 

④ 
押輪受口間隔 

(㎜) 

⑤ 
ゴム輪の状態 

上 右 下 左 上 右 下 左 上 右 下 左 
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水道管継手管理表   ＮＳ形継輪継手部（φ７５～１０００㎜） 

工 事 名  路線等の名称  

工事場所 豊田市 工期   年 月 日 ～   年 月 日 

請 負 者  測 定 者  継手管理路線名  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

口 径 φ  

継
手
番
号 

清
掃 

締付 
ﾄﾙｸ量 
（ N・ m） 

滑

剤 

受
口
溝
の
確
認 

① 
バックアッ

プ 
リ
ン
グ
の
向
き 

④ Ｌ´ 
標線受口間隔 

(㎜) 

⑤ 
押輪受口間隔 

(㎜) 

⑥ 
ゴム輪の状態 

Ｔ
頭 

縦 上 右 下 左 上 右 下 左 上 右 下 左 

                   

                   

                   

                   

                   

                   

                   

                   

                   

                   

                   

                   

                   

                   

                   

                   

判定基準 

・ ⑤押輪受口間隔(㎜)  ： 最大値－最小値≦5 ㎜(同一円周上 

・ ⑥ゴ ム 輪 の 状 態  ： 同一円周上でＡ，ＣまたはＡ，Ｂ，Ｃが同時に存在しないこと。 
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水道管継手管理表   ＮＳ形継輪継手部（φ７５～１０００㎜） 

口 径 φ  

継
手
番
号 

清
掃 

締付 
ﾄﾙｸ量 
（ N・ m） 

滑

剤 

受
口
溝
の
確
認 

① 

バックアッ

プ 

リ
ン
グ
の
向
き 

④Ｌ´ 
標線受口間隔 

(㎜) 

⑤ 
押輪受口間隔 

(㎜) 

⑥ 
ゴム輪の状態 

Ｔ
頭 

縦 上 右 下 左 上 右 下 左 上 右 下 左 
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水道管継手管理表   Ｋ形継手部（φ７５～１０００㎜） 

工 事 名  路線等の名称  

工事場所 豊田市 工期   年 月 日 ～   年 月 日 

請 負 者  測 定 者  継手管理路線名  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

継
手
番
号 

継
手
種
類 

口
径
φ 

締付ﾄﾙｸ量 
（N） 

押輪受口間隔 
X(㎜) 

標線受口間隔 
Y(㎜) 

ゴム輪の状態 

T 頭 
特殊押輪 
メーカー名 

縦 上 右 下 左 上 右 下 左 上 右 下 左 

                  

                  

                  

                  

                  

                  

                  

                  

                  

                  

                  

                  

                  

                  

・ 継手種類は､普通押輪「普」、特殊押輪「特」と記入する。 

・ 切管は、必ず標線を書く。 

・ 継輪施工箇所の標線受口間隔Ｙ(㎜)は記入しないで「上」の欄

に「継」と記載する。 

・ 押輪・特殊押輪は、ボルトよび径を確認。（メーカー確認） 

判定基準 

・ 押輪受口間隔Ｘ(㎜) ： 最大値－最小値≦5 ㎜(同一円周上 

・ 標線受口間隔 Y(㎜)  ： φ 75～250 ㎜ Ｙ≦ 95 ㎜ 

              φ300～600 ㎜ Ｙ≦107 ㎜ 

・ ゴ ム 輪 の 状 態 ： 同一円周上でＡ，ＣまたはＡ，Ｂ，Ｃが同時に存在しないこと。 

Y 

Ｘ 

ａ 

ｂ 

ｃ 

ゴム輪の状態 
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水道管継手管理表   Ｋ形継手部（φ７５～１０００㎜） 

継
手
番
号 

継
手
種
類 

口
径
φ 

締付ﾄﾙｸ量 
（N） 

押輪受口間隔 
X(㎜) 

標線受口間隔 
Y(㎜) 

ゴム輪の状態 

T 頭 
特殊押輪 
メーカー名 

縦 上 右 下 左 上 右 下 左 上 右 下 左 
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水道管継手管理表   ドレッサー継手部 

工 事 名  路線等の名称  

工事場所 豊田市 工期   年 月 日 ～   年 月 日 

請 負 者  測 定 者  継手管理路線名  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

継手
番号 

口径
φ 

締付
ﾄﾙｸ量
(Ｎ) 

標線寸法 
(㎜) 

フランジの間隔 
Ｘ(㎜) 

標線受口間隔 
Ｙ(㎜) 

上 右 下 左 

Ｚ 1 Ｚ 2 上 右 下 左 Ｙ 1 Ｙ 2 Ｙ 1 Ｙ 2 Ｙ 1 Ｙ 2 Ｙ 1 Ｙ 2 

                 

                 

                 

                 

                 

                 

                 

                 

                 

                 

                 

                 

                 

                 

                 

                 

                 

                 

                 

                 

                 

・ すべて１つの継手として取り扱う。 

Ｚ2 Ｚ1 

Ｘ

Ｙ2Ｙ1

マークライン 
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水道管継手管理表   ドレッサー継手部 

継手
番号 

口径
φ 

締付
ﾄﾙｸ量
(Ｎ) 

標線寸法 
(㎜) 

フランジの間隔 
Ｘ(㎜) 

標線受口間隔 
Ｙ(㎜) 

上 右 下 左 

Ｚ 1 Ｚ 2 上 右 下 左 Ｙ 1 Ｙ 2 Ｙ 1 Ｙ 2 Ｙ 1 Ｙ 2 Ｙ 1 Ｙ 2 
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水道管継手管理表   フランジ継手部 

工 事 名  路線等の名称  

工事場所 豊田市 工期   年 月 日 ～   年 月 日 

請 負 者  測 定 者  継手管理路線名  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

継
手 
番
号 

口径 
Φ 

ＲＦ形 ＧＦ形（メタルタッチ） 
ＲＦ・ＧＦ形 
ボルトのゆるみ
チェック 

ボルト
呼び径 

締付け 
トルク量 
（Ｎ） 

ボルト
呼び径 

締付け 
トルク量 
（Ｎ） 

溝内 
清掃 

接着剤
使用の
有・無 

すきまゲージによる 
チェック（0.9 ㎜厚） 

① ② ③ ④ 

             

             

             

             

             

             

             

             

             

             

             

             

             

             

             

ＲＦ形及びＧＦ形 

・ ボルトのゆるみチェック 

   ゆるみ無し「〇」、ゆるみ有り「×」を記入する。 

ＧＦ形 

・ 溝内清掃……清掃済は「〇」、未清掃は「×」を記入する。 

・ すきまゲージ（0.9 ㎜厚）によるチェック 

   ゲージが入らない場合は「〇」を記入する。 

   ゲージが入る場合は「×」を記入する。 

ＲＦ形 ＧＦ形(メタルタッチ) 

④ 

③ 

② 

① 
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水道管継手管理表   フランジ継手部 

 

継
手 
番
号 

口径
Φ 

ＲＦ形 ＧＦ形（メタルタッチ） 
ＲＦ・ＧＦ形 
ボルトのゆるみ
チェック 

ボルト
呼び径 

締付け 
トルク量 
（Ｎ） 

ボルト
呼び径 

締付け 
トルク量 
（Ｎ） 

溝内 
清掃 

接着剤
使用の
有・無 

すきまゲージによる 
チェック（0.9 ㎜厚） 

① ② ③ ④ 
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水道管継手管理表   ゴム輪形（ＲＲ）工法継手部 

工 事 名  路線等の名称  

工事場所 豊田市 工期   年 月 日 ～   年 月 日 

請 負 者  測 定 者  継手管理路線名  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

継手
番号 

口径
φ 

清掃
及び
面取 

標線寸法 
Ｐ(㎜) 

標線受口間隔 
Ｑ(㎜) 

ゴム輪の位置 
Ｒ 

上 右 下 左 上 右 下 左 

            

            

            

            

            

            

            

            

            

            

            

            

            

            

            

            

            

            

Ｐ 

２本の標線の間に 

受口間隔を合わせる。 

Ｑ Ｒ 
・ ゴム輪の位置Ｒは、チェックゲージで全周を確

認する。状態がよければ、「〇」を記入する。 

・ ２本の標線の間に受口間隔を合わせる。 
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水道管継手管理表   ゴム輪形（ＲＲ）工法継手部 

継手
番号 

口径
φ 

清掃
及び
面取 

標線寸法 
Ｐ(㎜) 

標線受口間隔 
Ｑ(㎜) 

ゴム輪の位置 
Ｒ 

上 右 下 左 上 右 下 左 
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水道管継手管理表   ＴＳ工法継手部 

工 事 名  路線等の名称  

工事場所 豊田市 工期   年 月 日 ～   年 月 日 

請 負 者  測 定 者  継手管理路線名  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

継手
番号 

継手
種類 

口径
φ 

清掃
及び
面取 

標線寸法 
Ｘ(㎜) 

標線受口間隔   
  Ｙ(㎜) 

接着剤の 
ふき取り 

上 右 下 左 Ａ Ｂ Ｃ 

            

            

            

            

            

            

            

            

            

            

            

            

            

            

            

            

            

            

            

            

Ａ Ｂ 

Ｃ 
Ｘ 

Ｙ 

・ 異形管は、すべて１つの継手として取り扱う。 

・ チーズは、３方向とも記入する。 
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水道管継手管理表   ＴＳ工法継手部 

継手
番号 

継手
種類 

口径
φ 

清掃
及び
面取 

標線寸法 
Ｘ(㎜) 

標線受口間隔   
  Ｙ(㎜) 

接着剤の 
ふき取り 

上 右 下 左 Ａ Ｂ Ｃ 
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水道管継手管理表   鋼管 ネジなし継手部（ＨＩ-ＬＡ接合部） 

工 事 名  路線等の名称  

工事場所 豊田市 工期   年 月 日 ～   年 月 日 

請 負 者  測 定 者  継手管理路線名  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

継 手
番号 

継手
種類 

口径
φ 

標線寸法 
Ｘ(㎜) 

標線受口間隔 
Ｙ(㎜) 

ナット本体
の塗布補修 

Ａ Ｂ Ｃ 

        

        

        

        

        

        

        

        

        

        

        

        

        

        

        

        

        

        

        

        

        

 

・ 異形管は、すべて 1つの継手として取り扱い、 

チーズは 3方向とも記入する。 

Ａ Ｂ 

Ｃ 
Ｘ 

Ｙ 
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水道管継手管理表   鋼管 ネジなし継手部（ＨＩ-ＬＡ接合部） 

継手
番号 

継手
種類 

口径
φ 

標線寸法 
Ｘ(㎜) 

標線受口間隔 
Ｙ(㎜) 

ナット本体
の塗布補修 

Ａ Ｂ Ｃ 
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水道管継手管理表   鋼管 ネジ込み継手部 

工 事 名  路線等の名称  

工事場所 豊田市 工期   年 月 日 ～   年 月 日 

請 負 者  測 定 者  継手管理路線名  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

継手 
番号 

継手 
種類 

口径
φ 

ネジ山の数 
(山、整数位) 

標線寸法 
  Ｘ(㎜) 

標線受口間隔 
 Ｙ(㎜) 

Ａ Ｂ Ｃ Ａ Ｂ Ｃ 

          

          

          

          

          

          

          

          

          

          

          

          

          

          

          

          

          

          

          

          

・ ネジ山の数は、完全に加工された数を記入する。 

・ 異形管は、すべて 1つに継手として取り扱い、チ－ズは 3 方向とも記入する。 

Ａ Ｂ 

Ｃ 

Ｙ 

Ｘ 

メネジ 

オネジ 
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水道管継手管理表   鋼管 ネジ込み継手部 

継手 
番号 

継手 
種類 

口径
φ 

ネジ山の数 
(山、整数位) 

標線寸法 
   Ｘ(㎜) 

 標線受口間隔 
Ｙ(㎜) 

Ａ Ｂ Ｃ Ａ Ｂ Ｃ 
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水道管継手管理表   水道配水用ポリエチレン管（ＨＰＰ）継手部 

工 事 名  工 事 場 所 豊田市 

請 負 者  
継 手 管 理 
路 線 名 

 

現場代理人  測  定  者  

・ＨＰＰ製フランジ（ＧＦ形）締付トルク 

  φ５０－３０N・m  φ７５－４０N・m  φ１００－４５N・m φ１５０－６０N・m 

・鋳鉄製フランジ（ＧＦ形）締付トルク及びメカ締付トルク 

  φ５０～１５０－６０N・m 

継
手
番
号 

口 
 

径 

切
削
線
の 

記
入 

管
の
切
削 

清
掃 

標 

線 

の 

記
入 

ク
ラ
ン
プ 

固
定 

気
温 

℃ 

融
着
開
始 

時
刻 

融
着
終
了 

時
刻 

冷
却
終
了 

時
刻 

インジケー

タ 

隆
起 

締
め
付
け

ト
ル
ク 

標
線
受
口

間
隔 

       ： ： ：    

       ： ： ：    

       ： ： ：    

       ： ： ：    

       ： ： ：    

       ： ： ：    

       ： ： ：    

       ： ： ：    

       ： ： ：    

       ： ： ：    

       ： ： ：    

       ： ： ：    

       ： ： ：    

       ： ： ：    

       ： ： ：    

       ： ： ：    

       ： ： ：    
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水道管継手管理表  水道配水用ポリエチレン管（ＨＰＰ）メカニカル継手部 

工 事 名  工 事 場 所 豊田市 

請 負 者  
継 手 管 理 
路 線 名 

 

現場代理人  測  定  者  

＜インナーコアー取付け＞                ＜標線寸法＞ 

      
＜管挿入＞         ＜ｽﾍﾟｰｻ取外し＞       ＜押輪と本体のメタルタッチ＞ 

       
・管切断は、管軸に対し直角になるよう行い、切断線を全周記入して、所定の器具で切断する。 

・管の清掃は、管端のバリを除去し、管端から 20㎝以上の内外面を全周にわたり実施。（砂、油除去） 

・ｲﾝﾅｰｺｱが入りにくい場合は、直接ハンマ等でたたかず、角材を当て、ﾌﾟﾗｽﾁｯｸﾊﾝﾏで軽くたたいて挿入。 

・滑剤は、継手受け口のゴム内面に塗布し、水道用を使用する。 

・ｽﾍﾟｰｻ取外しが困難な場合は、ナットを手又はスパナ等で少し緩める。 

・T 頭ﾎﾞﾙﾄ・ﾅｯﾄを押輪と継手本体がメタルタッチするまで締付ける。 

 

注）１つの材料で継手管理は、２か所実施する。 

継手番号 口径 
切断線

記入 

管の 

切断・清掃 

ｲﾝﾅｰｺｱ 

取付け 

標線 

記入 

滑剤 

塗布 

管挿入 

（L1 まで）

ｽﾍﾟｰｻ取外し

・締付 

ﾒﾀﾙﾀｯﾁ 

押輪と本体 

          

          

          

          

          

          

          

          

          

          

          

L1 まで 

①      

②  
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水道管継手管理表  変換ソケット（ＨＰＰ×ＰＥＰ）継手部 

工 事 名  工 事 場 所 豊田市 

請 負 者  
継 手 管 理 
路 線 名 

 

現場代理人  測  定  者  

＜部品の確認＞            

        
                             単位：Ｎ・ｍ 

         
 

注）１つの材料で継手管理は、２か所実施する。 

口径 継手番号 部材確認 
管端面 

（切断面） 
管清掃 

ｶﾞｰﾄﾞﾌﾟﾚｰﾄ 

取外し 

袋ﾅｯﾄ・ 

ﾘﾝｸﾞ挿入 

ｲﾝｺｱ 

挿入 

胴接続 

・締付 
備考 

          

          

          

          

          

          

          

          

          

          

          

          

          

 

呼び径 標準締付トルク 

３０～４０ １２０ 

５０ １５０ 

注） 
・φ50mm のみＨＰＰ側の部品は青色、若しくは青色の塗装が施されている。ただし、
インコアはＰＥＰ側と明確に形状で識別できるため、端面の青色塗装はない。 

・ガードプレートは継手の接合に使用しないため、接続前に取外すこと。 

＜インコア打ち込み＞ 

② ① 
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水道管継手管理表  ポリエチレン管ワンタッチ継手部 

工 事 名  工 事 場 所 豊田市 

請 負 者  
継 手 管 理 
路 線 名 

 

現場代理人  測  定  者  

・工種の欄は、本管、排水設備、給水、仮設などを記載する。 

・管端面は、できる限り直角となっているか、問題なければ〇とし、問題があれば再切断する。 

・標線位置は、メーカーごとに異なるが、継手の目安線を用いて全周記入する。 

  
・インコアの有無は、メーカーにより異なるが、有る場合に管理し、無い場合は「―」と記入する。 

・滑剤は、インコア挿入により不要となる場合があるので、その場合は「―」と記入する。 

 

工種 継手番号 口径 
管端面 

（切断面） 

管端 

面取り・清掃 

標線 

記入 

インコア 

挿入 
滑剤塗布 

挿入 

（標線まで） 
備 考 

          

          

          

          

          

          

          

          

          

          

          

          

          

          

          

          

          

 

標線は管色に対し、

分かり易い白色と

すること 
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ＨＰＰ通水試験記録 

                    試験日      年  月  日 

工 事 名  測定場所  

請 負 者  
管  径 
試験延長 

ＨＰＰ φ    ㎜ 
Ｌ＝       ｍ 

現場代理人  測 定 者  

 
１ 通水は最後のＥＦ接合終了後、最低１時間以上経過してから行う。 
２ 通水は消火栓などを開いて、管内の空気を除去しながら行う。満水になったら試験区

間の弁を閉じ、消火栓などに取り付けた水圧計により圧力低下の有無を確認する。 
３ 水圧試験は、管内空気や管膨張の影響により漏水がない場合でも初期水圧値が低下す

るため、最大５００ｍ以内で実施する。 
 

試  験  内  容 実 測 値 備   考 

１． 管路の水圧を ０.７５MPa に上昇 
させる。 時 間 ： 

 

２．５分間放置し、水圧を測定する。 
水 圧 MPa 

 

３．水圧を ０.７５MPa まで再加圧する。 
時 間 ： 

 

４．再加圧後、すぐに０.５MPa まで減圧 
する。（そのまま１時間放置） 時 間 ： 

 

５．放置してから、１時間後の水圧を測定 
する。 
 
０.４MPa 以上の場合は合格 

時 間 ： 
 
判定 
   合 ・ 否 

水 圧 MPa 

６．水圧が０.４MPa 未満の場合は、放置し 
てから、２４時間後の水圧を測定する。 
 

   ０.３MPa 以上の場合は合格 

測定日 月  日 
 
判定 
   合 ・ 否 

時 間 ： 

水 圧 MPa 

 
 不合格の場合は原因を調査し、修繕後に再試験を実施する。 

 
原  因 

 

 

 
修繕内容 
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鋳 鉄 管 腐 食 度 調 査 票 
豊田市事業管理者 様 

工事名  路線名称  

調査場所 豊田市   町 調査年月日     年  月  日 

請負者  測定者  

管の履歴 ・口径    ㎜   ・布設年度     年〔布設後   年経過〕 

調 査 項 目 判 定 値 判 定 区 分 

埋設状況 

土   質  
１、入替土（山砂、改良土）２、在来土 
３、粘性土、有機質土、腐植土 
 

土 の 状 態  
１、比較的乾燥  ２、湿っている 
３、地下水、湧水がある 
 

外面の腐食 

管  頂      ㎜ １、ほとんど無し 
２、腐食が始まりかけている 
３、腐食が進行している（対策を要す） 
※３の場合のみ腐植深度を測定 

管  底   ㎜ 

管北〔東〕      ㎜ 

管南〔西〕      ㎜ 

内面の状態 

管  頂  １、ほぼ良好 
２、一部にサビこぶの発生有り 
３、サビこぶによる断面阻害が大 

管  底  

管北〔東〕  

管南〔西〕  

ボルト・ 
ナット 

管  頂  １、ほぼ正常 
２、腐食が始まっているが、所定の形状 
３、腐食が激しく、肉厚が減少している 

管  底  

管北〔東〕  

管南〔西〕  

位 置 図 
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状  況  写  真 
１ 外面の腐食 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 内面の腐食 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ ボルト・ナットの腐食 
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出来形管理様式例（様式１－３ 測定結果一覧表） 
その他の様式を使用する場合は、愛知県建設局の土木工事現場必携を参照のこと。 
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品質管理様式例（様式 33－2 合材の敷均し温度測定） 
その他の様式を使用する場合は、愛知県建設局の土木工事現場必携を参照のこと。 
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高中圧ガス管のサンドブラスト対策 参考資料（2-1-5 関係、3-1-5 の 7 関係） 
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